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1 A 1 波射媒誘）司位倅知突反応 (1) T£.(I)- T£ (DI) 誌酸
落液、在
沼這） 0長谷,,層l考・ぅ可打公隆

1 Tf (I)-TR （皿）ゥ硫夢木溶液否に放射媒t照身いと／交授膝逸
度が‘キ少めて文 3 くな 3 ことがC..h..\lle Yl.~e v-シ l:. Jフて X¼稟し）月 11 クyゥ涙
跛お知知｀‘行な？匹祁考·ヵヽ＂あふ
本疇て 1ま，放射叡免とレて 6乙程平 lm, 0̀8N mift酸素紅豆 l戸
放叫以が果t,±俎澤瞑 l叫ぽ叩疇）姜と T訊 Tび直謬危
み‘よび‘吸収繹景 l::.7`‘ て柁訂レ r：：：

2゚01/. 

2 エク IV エー 7 バ虹滋 I::. ょy Tr ど令回繁レI O.'i? N 琺酋洛這＝溶
哨し丘もっt交梗麟つ卜 V すーとして 1月 l1 /i:z.。 T｣ T つ］且倅 1が守販．品いっ
1 呑 l司＼ l 戸。 T炉つ｝且ぽ I二屯 T£十ゥ硫酸：：各這 l：：オッ｀‘ンガ‘スt逸気し 1
”l= T炉 1-:: 酸＇し西も，遠1月レ17t-。 j四 Tr のキ且く□浅姜 IJ:, I 、'jgX 
l O• ～り、 9 2.メ 10-3 ハ心 EI T炉っそ仇，屯 0、qqメ I 0-J~3.9 6 X IO-3nbl 

の算）国 1刃q渥度 1ニフ 19 て行なフた。 杖射媒照身すFII, I,6c。ド令稟令緊知）か）
叩遭骨い 5 メ 101&'~ '7 7.l メ Ic, ii e V / Q ｷ I¾，·八ゥ託国内て｀‘手を々受 ,(L して行な
フ在。＊T R. (I) と＊T£ （皿） ゥ分離ぽクロ A 出支タリウム況鯰汰碍ヽI/ 田(I)
と鐸佳し合ーM カウンクー 1::. j:,計装 V 広。 エ仄 T£3十；旦年が枚身す様ヽ I"­
より T(+ 1速もた戸＼ざれふ~ "t:. I ：：：ょy， Tい， T炉ゥ註｛和叢度が＇及底ヰ度化
レi 交凍子街に影培にあ＇よ l 手‘す：とが｀q) I)‘フ r←9 て‘,T£Jtq還た心王）史定ギ立
渕足レ入。
熟的交戌麟 1= フいて 1 古， 73‘‘りよう勺 Mek入yゥ式‘t l丹ヽ，て中文埃時）刃
あ＇よび‘及応逍渡、定数：し耳れしに．

Rt：：：一 a^ ： b い (1- F-)

こ：：：て｀‘a およい‘｀p l ェ反応）舟ヤB 9和 TQ-t, T Q 3t "> 1 れぞれっ坦（本滉渥，

F l パ交戌輝であふ
い頑澤誇発叫心綬反応 I::. ?'‘C. lーf M辻入yゥ式｀と｀麦形し叫

C.halle-... J er シつつがq式‘も）月いて知紅｝応逹度と窯出し凡

Q.Yl. (1- 罰） ＝ー作七（ a -t b)+ （半＋ 1）ぬ唸喝
こ：：：て｀ I` 尼 1 屯叫豆、＂了しなヽ1 疇ゥ）司（幻年支攻麟逸度走応＇あふ，
戸枚射媒によ）クリウムの遺謬応0)迂及定苓幻‘あリ， R巧厄杖打線誇溌
叩［本史埓＇反応紅ざ｀ぷ 3 。
3 ll．「あ‘占が 2喜 1= ょJ I司釦茶交喫反応がかえ度定紋たおよひ‘‘

ぅ勾知ユナ叶｀‘-い泣厄。熱的）司釦杖呼反応,~湛J支み｀；心｀拝床濃J度に尺

)J也が｀わくに心こ・がわ凡＇うぎれたが

-20 -



きく影字さや3 ことか‘打1)‘ 姦 放射線言和脊 l司位｛秒交掠遠尼 (µmol/m i n)

つ0-.

音IZ.の祖｛和消度と彦れ．レ ［Tけ］
n 訊‘杵洛如噴這和
レ r：）ぅ辺饂l::5 9鐸紅し
r2 204TR.. (I) っ芥症碍｀：

射囀¥.. dJ I 郭fと言恥‘‘ら。

石碍疇り叩知約 1.98
7.92 

這叩如 L,..i)。こと：：
口‘う／照即賛l 2- 9手l司足 1月 1二あ‘`t互が翡：：ょy誇登され仄交衷ij.応が起こ
3 乙にぃ． ｝ rこ r 手菜にさリ Ti（皿）がシ「R. (I) に遣ぇ叫｀される：：ヒ（ニフ
‘` 2,"J-,が含昂 4 b/).4J.."と TR 十り戸六‘tと'? I月ぼ五 G(Tr)= l 、 2 （照射
睛（り 2 吋l恥 l刃）げゾ照紅飼 2 時 l訂↓：I..l::.. 9 喝合合 (Tが）＝ 0,認碍r::. 。
隅濃的時間とiむの注沫滉度 I= 均、にレた共和 (I -F) ¥'., ") I関｛桑 9｀九太

虚豆砂狂喫譴〗凸）と砂と表吋；¥になふ得シルに
霞0‘ ｝臼 1 -a:- Te-+, T炉—ゥ雄沫濃度ぶょが放m' 繹骨芹 1-=- ↑／屈存す 3 ：：と
が｀ゎ o‘} 。 とりの三 7 り｝と土変苓足"))〉二？ E -炉しこ両対姜巧｀‘j 7 I:: 7 ゜
ロットす 3 とそれぞ｀収国に示すよ）な出紅l)W.うれた。国、＇）汰叫ぅ＂
年 (6.b~x1沢， z サ． 5 XI げ， 77. I メ I D 19eVI Q .wi几）が｀9-．定，吻命直揉':一虔
で知7.} ことが‘．ウ 1l‘ フた。そ炉四し 9 ふう名ク｛頃さ 9‘ シ T[ T炉ゥ叫這）I泣
身噌媒や年 (I) l:'..交埒＆度（応？）と 9 1 月 1-::. フぎ｀うような 1莉（バ‘た卓ヽヽに。

応名＝ \O四x (T0.,.] 国町 I 
1/,...., lO 、'Z. -(O. gし勺o}(T£... J ;-o. 't'7l.oがT£3...J-t-2. .'?3

ｷ -3 carrier concn. (X 10-"M) 18 
dose rate(X lO'ueV/1 ｷmin) 

[Tl+++] 77.1 24.5 6.65 
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TR. L エ）一 Ti(m.）硫酸溶
滋王にわ｀りけ刃墳封渓

l叫ぽ支柁和、応り棧·請
につヽ‘て｛枝｀古1 し五。

泣和況によリ干レ｀｀厄

T R.2-;-"' 1f)凡‘'和‘‘::.ク反
応に 1月} c...と｀＇｝ ：とか
詣定さ卜 3`

2 l 2 3 4 2 3 4 10 20 

Tl+(x10-3mol) n3+(Xl0-3mol) 

図 クリウム滉度と Rx手？ 7° ロット
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l A 2 放射社アンチ毛ンII)帝存戎厖ヒその反ん（その4)
低塩玖i農度にあ l1 るず飩I::.冷 n 杖射能濃度の影響

（静丈理） 神原嵩尚長谷}I I囮彦・自固瀬江:0 田部升榎

肛螂言：塩酸淳茨中での放射住ろ価アンチモン（オ5b(1IC)-凶5b，均幼）の自己成頂
棟と光による緩化および枚射性5価アンチモン (*$b(V)) のQ―吼による還元叶閉
賤、こつりて (1nHq以上の塩酸遭度）すでに一邦報告 3 れた 9 し力‘しながら、 1
MHば以下の低塩峻濃度の心乱（皿）溶液（無祖枠）の守定性の閉題はな射滴炭此＇
に用いるときのように化学的トレーサーの采1月の点，から雹要であるので、 1MHd
以下の低磁酸堵茨中の唸b（皿）謹定任につ w1て調べた，，すなわら、次II)点，び＇花91
した。 G) 塩酸濃度 (0.2~1.5MH 辺）の影響n検討 u:) 貯蓋法（燻着色が
ん，褐色グん）の影誓n検訂 （岱）化学的トレーサーに用I, l られが咋b の放訂荒
餐ぃ用、）て、もバ娃19と痩度の影誓の根討
その移愛、低塩駿溶夜中，，患咀体唸b（皿）の守定住につ＇＼て若干の知見と得たの
でここに粗告する。

(I)吏駿：叫た吋b↓a. pmceSS叫 Utlitのもので化苓形iが紐物の He€落兼I)も
のであも。その放射能遭度の茨皮ば、qe(Li)検偽器 (4OOO 升ンネルPHAヽこ遭結）
も用、）て日本アイソトープ禍会ガら末めた＇2.S'"Sb裸峯試｀料との比后定皇法によリ求
めた。 1ユ"sbl皿）は潰塩醸中で遣夫煮沸して讃製した。また、＇ユら~b(.m.)と叫b
(V) とい定量的に分蘊するために抽出分雛字Jtし-z: BP H f!l..k¥. CH(13 s叫も用いる方
戎＇）で行なった。言t釦秤塑 NaI (TR.)シンテレー＞ョンカウンターによった。

(ll[恩呉：在1紐巖＂の＂
$b(1I0試料溶茨n塩酸煮度をそれそれ 0.2. M,O.t"M,1-0 M, 1.5" M としたものを

それぞれ燈着色の拭萎がん中に壱遥．で保存し、その汝置哨蘭の経過とともに生放‘し
てくる唸b (V) が這量を到定し、残呑＇唸b（正）鮪手の対散と放置時間との関
係a兎めた。その結更は、すべて直線朋保1i:示した（一文反応）。 Fi3-.1 はその反
逗度と塩酸邊度との関尿g (..ている。し 1 ず
れの放射配n.:.おいても O.o泊幻逗m塩～こ
m表ね•貯えた4、唸m) 祠湛速度 ;30[ 「\ {;} f濯闘—ー五
既和1) にもとふ l て塩酸濃度a{gl..するに従ぃ ~ 20 
（特に lMH“以下の塩酸邊度）、匹Sb （皿） 3 
油定性につ I) てば祝¢豊度の影響がI卜となリ $ 10 

、 0.5MH 伐付近が也浅峨中~ l 2.~Sb(V) の ご (b)\•--• 

彗｀虹が極丈丘示すものと考えた， m 、 0.5 i 。 .15 I:「:5 ―」.o
M Hq以下 n塩酸溶飛中では、落呑状態 n麦 • HCl Concn. (M) 

Fig.1 Effects of HCl Concn. 

かんばらとみひさ・はせずわく 1こ介こ・よしお 4‘ びろぇ・たぺ vヽけん
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Fig.3 Effects of ｷ125Sb(III) 
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. 

化による影響gをける 6 のと恩われた。
5,2 如能濃度の影響
種々里なった放射能濃度が古＄b（.DI)試料落茨在 LOMH使落茨Jこし、室羞で慇着
む‘ん仕貯え、放冒時間とともに生飯してくる＇砧―$b(V)を妥l定し、残存’よ＄bl皿）
鱈辛祖教と放昌時閣との関係幻戴べ｀ ｀そ・，，祐臭を F; 9- .2 ［こ示した。また．その
磁達凜度と反応速度乙が騨 eFi9 ．うに示 l た。ごれらの図 Iゴ反£返尾が放射能
濃屡に比伊Jして速くなることと示し窃リ．自已放打線酸化の影響I名とづ＇くと考
えた。なお、 O.SMH“ 落茨中において右同様の結果が得られた。

5．式をtぃ断した時の嘘酸葦度の影箸 :::100 

唸bl皿）試科溶液i 0.2~ i.5MHa贔塩 :::: 

駿溶茨9こし、室羞ie潟色がん、中に射え叶喧で放置 ニ
,_, 50 

した凸雑晶経過と乙もに生炭じ区る＇;i1,sbCV) 悶
uぅ

a瞑しも湿む F;9.4達した。しヴ｀れのミ 1 0 
塩酸愛度においび、残存咄叩）自分辛祖 心
敬戎和精hこ比例しまた．塩酸遭度ゲ俎くな 息
るに従し）｀＇エsb(V)が印ぶ速度ず逗くなって v ＼る 目

弓閲＇し袖 115210 215 
_, Time(hour) 
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こととえして d る。

4A-光を l ，，，断した時の祐記隻度の影饗 . 
唸以皿）謹定住に対れる祐射能葦度(i.9,5.6 Flg.4 ::ef e；冨冒只雷且：
XJ.O)A C.iん』）の影脅ヽ：：：っ vヽこも現在祖押c

ある。

血輝：塩醸落衰中，，無1血＇ユ5$b(m.）ば、 1M
Ha北F の塩巖濃度で（特に C.5MH ば）白已汝約練および光4影響ぃ着しく受け
四転酸化されるごとず切‘った。これらの鼻吃口、藤化逗元辺＃鎚などバ霞
、匹＄し（四）た化蓉約卜し一サーに厨＂ることに対して重季な示唆もあたえてりる．
（文顧） I) 第 1q回放射』がき討論会謳藩予痛臭p,5"'8' (I q7r;) 

(III) jn Brown Bottle 
(Tem p .26竺oc)
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1 A 3 逆出法によるボロニウムの溶．存状態に向する研究

（静岡大理） 0波多江一八郎・坂田昌弘•紅蒟—却・菅沼英夫

〔締 言〕 これまで‘にジ＋ゾン四埠ィヒ港素溶来さ用いた疼媒抽出法によりJ主と

L て碓蒻百釘距釦夜中の采 D ;;:::.ウムのシ容如ftとについマ研究 L てきた。 その紆果，

硝性の氾峨域では PoO虹狂ヽノ＾ン残｀基の怯含比 1: 2 の錯件の生成が認められ，祁
の増加と共い実競峙果の再·ラ見世が羞(.. <唇くなることもわかった。 これらの宕耽

にお 1↑ぷ義大の帷点 Iな々の再戎牲の忌ざにあリ／それ Iなトレーサー骨0)木゜ロニウム

り器壁＾の唆着やうジオコロイドの生成年とともに加水分糾阜の追炉：： 1平う考存ji楼
の袴雑な産化によるものと芳之られた。 そのため吸着ぁ‘よび森束中撤杉．ナ心と

り込ぶなどにつ \,1 でも研究 L た。 今回はそれらの維点を絆決すうため/:,あらか

じめ茫ロニウムのジ今ゾン錯｛和四塩化炭素苓来と言周製 L ／サれを出絡物質として

佳々の速来との分配平衡から逹抽出法いよリ兎存斗£校さ樟lべたところ） ：：：収まで 1ミ
ない尋視惟のある明らかな知見ヵサ阜られたので｀祁告する。

（実 験］ 一定曾の210Po(3N 鴫）さ一定濃度のジ今ゾン四注羞ィヒ舟食落束（出DヌーCCL4)

で抽出 L) がニウムの有微揉卑鯰さ訓製すも この 1ml．と積 R (JJ p直ともつ
妬l．のみ有毅柔よたば遠溢案戟系＊港知ふリ逢り． 最初ぶよひ｀令配平街武立技
の有抵揺り女射能を刻定し）その比から今可に比 (D) さ辛、める。 水キB のイオン滋度
1ま掌に一定となるようにした． 宕9度に用いた＊，拭碁，器具-t- Iなすべて粒力逗
杓t含まないよう紐 I匹の注宝を叫て導｛為 L た．
国果と舌莞〕 か：：：ウムの加＊令林平衡 Po□ ぃ比o ~ Po(OH):..,+-m Ht 

および錯形成廷• Po(OHむ＂十" R―一 PoRn +mOH ― (Rーはジ‘チソ｀•項‘甚） から袖

出令配平街系の分配比(D）は D＝弓暑等 （：：：：：：て＂心＝皇鯰舟薗匂

となり／両辺IJ)対粒たとリ iゃ十や＋ n与 (HRJ。I} t-('1'1-IM) pH となら．
ここでpH を一定 1,.1呆ち試痰のう息度 (HR] 。r3 を受化させれ（な、）ら [HRJ.,3 に対するら砂
7• 口、‘I 卜から 1 が｀求めうれ袖出化学雑 Po R., 'I紐函がわかる． また CH~Ja,之一定，：：
保がK胡のpH を使化させれ（丸伺様にpH とらD との肉條から (n-m)が来、められ落存化

学柑 Po(OH):、"'がわから。 母られた主本終果は以下のとあ、リである。

1. 過堆．素酸系 平衡完応専戸孫とう時向 1よ 15分であ 9 た． ジ、チゾン濃度
の分配比心対すげ彩尊t Fi,. 1 1 こ示した。 図からわかるよう（こ； ＊ヰ目の蜃伎性が‘i息

”易合も移ぃ喝含＂＂しも直線遺さは 1 であうから）太口＝ウムとシ、チソ｀ン残甚
どの終令比が 1: 1 マ｀あうことがわか 8. iた町・ 21こ示すよう 1 こ; pH とんたら
鱗］ウの向係からpH< 1 にあ、し、マ 1む直、か硲きが 1, pH==3~6 て‘、 12 0 であるこど” 太口＝ウム（遁殿t生で 1 ｛西の力＋オンとして） 2 た 55酵淮から中牲とマ｀｀の＊
沼t；ず 1古中性の化午符が主に存在しでいることがわ力＼う。 また過tぷ全眉笠イオン

はた之し1つ（まちらう・さかたまざひうながめゆし＼七ろうすがぬまひでお
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濃度の分駐t七l這えば‘す影増と領］べたところ/ iの長｝増はかなリ丈さいことがわかっ
に 本宝耽で（古イオン煤方を一定に L ておこなっているので‘この号か臀は無視でき
るものと思われる。
2 8

 
cr) 

と07 

゜
r-i 
N 

屋 1 「只 ; ~ l M HCl04 己CJ) 6 
゜

/ 
/ 

/ 
/ 
/' ---------- 0

0
 

aq. phase: lM (H,Na)Cl04 

o L I ・ツ 1 1 ロ
-7 -6 - -- -5 --------=if ~ 

l_og [H2,Dz]。rg← 5-1 0 — l -- 2 pH —-3 45  6 

Fig. l Dependence of the Distri-
bution Ratio on the concn. of Fig.2 Dependence of the Distribution Ratio on the Hydrogen 
Dithizone lon concentration 

2. 硝酸系 投とう峙向 lなすべ｀て 7 分と L た。 援ぅう舛向がながくなると令配
比が浙釦 3 4哨向が見られるが‘） これfl:崩賎によるシ‘‘チゾンの分綽 lこよるそのと考
えられる． Fi,5 l ミ示すよう 1ミジチソ｀｀ン濃度と分紅比との印イ及力9 ゥ，fng性・移
酸他1"し”ら会にt直、9知媛さが 2 て＂あうことかウ抽出含釈本の栄 b ：：ウムとジ｀チソ｀
咽甚り、峠令比が 1:2 であることがわかる。 ＊相が終層釘性の丸会（こは邁蟻食粒系
＂も含と同様 I ：測定釦）く、ラツキが大ぎくIi ~. l にpH ど ~D ~の OO係（玲4)
を見｝どpH< o.3 て‘｀は直線の 1渥きが 2, pH=o.5"~2.て"1) !t-p H=3~5 マ'‘0 とな
る。 即ぅ木°口＝ウム,;J釦配絲中で.2. i西のカナオン） §9穀荏 9こおいて 1 1面のカ
”ン，また中社訂迩では中雅．の化学枝が｀主 1豆夢在して＼ I a ：：：とがわかる。 3 た
砕蔚ィオンう農度の分耽沈f'::. /.il（かむ影塔（なあまリ丈を、，tので‘はな力＼った．
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Fig.3 Dependence of the-Distri-
bution'Ratio on -th~ co~~~~- ~f Fig.4 Dependence of the Distribution Ratio on the Hydrogen 
Di.thizone Ion Concentration 

以上の詩果から 1M(H、 Na)Clo4海液中で｀（丸戟性が‘浪ぃ喝含/:.は 1 i荀の力＋オン）

t：：：とえば｀ PoO(oH)卜として，弱酵世から中牲荼液では Po0(OH)2 としてシ的存 L -z.,... ~も
の吠芳えられう。 さた 1 M (H 、 Na)NO濱浪．中では] 5"度荏の丸令 I::: 1な Po0.2.＋としてノ
it:.~ぅ蘇在そは Po0(OH)十として考．存 L 袖出されたシ｀、チソ＇‘ン鋒体 1土それぞれこれ 3 で｀
ぃ稲告されでいら Po0(HDz)ュであらことが＇ゎ1.)1., 瓦 セらに中社に至 3 令で＼995

喝茂郡錢淡？＇ぼ邁益告蘇系0) t~含と同じょうに中惟の 4しな棺i POO(OH)i ~ L c 存在 L c' 
いらものと芳之ら丸る。
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1 A 4 7 0 之トグ‘ラ 7( ーによるぅ磨呑ホ•ロニウムのイオン稼の今雄•1こ OO す
る甚礎疇討 (lI)

（知．哩）。芍幸羨矢，イパ巌一睛，哨灼江ーハ評

(1．象着言）前回の計論会にお ll <'Pc,屎滓液 (2、S-tJ H NOiJ)~ pH令i堵まで弗釈したものど
ロ祇）展荊相Jと消々屯え＼°ー／1• ークロマト'l`テファ去によるホロニウ A のイオン種分
薙の基礎実験ど報告した。その雑果，口祇として Toyo M。豆展痢和Jに HI 1,HIO漢和した
')¥-Bu OHか這当と折えられ E. ¥こで＇本実験t`‘は口杭，＂和1 ／こ循iL のtのと使用しpH
1, 知‘｀イオン強度 0.2 の P。瘤凌左p暉整直後か 5 時向と追/.,てそのイオン積受｛じる祠
\`‘た。その隙 R 渚液をt (JJまま展印す 3 場合と｝ B 、溶滋ど一度メンプ‘ランオ（レf -
て｀＇這 L たt易合との［に戦 E ffな，た。さ~ IこpH31 の B 噌泣ど適当な屯度のう‘｀テf‘ン

-CCL直液 3 Jf/ I)"“0"i a雌げt々4)註臼噸是石母（C ざせ， Y の中の B 1 オン
稽今和 5 詞，＼‘、た •70 マトり‘｀う矛ーは同じ試料 Iこついて r 回JメJ:.行な U 角現炉フ

l) ても棺討 L E, 

(2. 直） B 紅,t鴫, JJ~oH, N1AW03ぷ沼水て｀｀pH,1 オン強度と訓整 L た。メ：ア＇ラ
=-ｫ Jレクー 1± Toyo TM 2 (0.2,v..)を使用した。支峙体 lI Toyoり。屈晨甜｝削 Ij 1NHuo} 鉗和し E
心OH を用いた。展南中の瘍貞 li 8~13ーc i F は 20~24•c t`'展南峙尚IJ: 4~5 時刷であ
った。展印；を口祇¥耗かし和ji X祠叫（如）でオートうジオグ｀ラ 4 5 とリ Po "展印位

置を詞\''{:_の 5, l om 向かく,~疇 l 豆ro ；シチレーラョンカウンターて｀｀叙l危 l 「.::
。また｝ 7 0 オートラジオ 7‘‘ ラ乃—t行な 'I Po fJ'/コロiド（こつ，I t棋討中であ 3.

(3. 辞艮と考寮） 3二L '2,,月向放習 L た各洲の Po
噌痘 1こついてのパー,,.- 7 ロマトグ‘うムを国 1 l.:: 

示す。~*'古晨印時＂喝危が20~2t •c. dJものであ
5 。言式科 5 スホ°ット l 1 範か 3 す"t E‘-5 に 4 時向
（約 If況）晨南 L た。 Po tiトレーす一昼t‘; a 祇は負
層街tもっこと，さ；に I. E. Starick 笞によ 3 糾僚

埓（鳩硝湾液）のイオ；稽ク手と左券え合わit 3 と
，軒雌：くのヒ•-7,;t Poo佃）2 0)ような荷兎 3 もた
な\ I t ch と世もされる。灼 0,4疇 li B0(Oり）：さらに
1/f 0,1 5'以下/J Po 0叶の口枕 1こ咄羞 L にものと B と含
も且~<1)ようなもi1)か｀荏埠 L てし 1 3 と捨庖 5 水 3 。

の見直 Ii（~し l ;r J司 1こ和約する。

早 p噴整 L E B 、舎蔽 5 時向這ってそのi iぁ‘よび即時 1こメシプ｀うン~ Ill ク
ーで｀口運 L た喰液の Po 放射詐量 h 屯（C.ふ輯＼｀た，山1小斧月昇 5 回 2 l：示す。 0遥 L

な,, t易合につ I) I It吊在蓉蓉 9こ B が 1l"i l て藷‘かす 3 雌向がある。 しかも『 B, 3IB 

it,こば l\‘‘ ラ｀ソ寺か｀＇丈ざくなる。 こ九ば戒中で K が加水令絆 l てコロi卜｀‘のような集
困；if'·,秋‘L t E めと折ヵぅれ a ，り返 l E tの Ii l\‘｀ラッキか＇’少な＜な'), L かt放
射飽覺か＇’り‘店くなる． トレーす一魯の K が口遥，の隙かな 1) 口秘 I：：咄羞，口過、 3れ
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バ｀う I•Jヤがなくな 5 と弟ん 5* 5 ．メンブ｀うン Z IV ダー (cpm) oriqinal sol n. • .. 

の礼往 I~ ~:2; て｀＇あ'), Y のような大 3 11・コロイト’‘lょ杭え l‘、 X]:; [ 
く l) ので曾液中の徴号 T 託物へ B か＇述んして l\‘｀う、ソ↑か｀｀
生 l‘` 3 のではないかと椎定して 1l ;S. pH 1 d)もの（こフ 11

て同様な虔験を行なうと／＼｀｀ラ｀1 キが少｀な LI 。 1咽向如且
L E pH47 のP.藩商ど IO-、M ジ｀チリ‘‘?-C('h t" |0 秒尚抽出す 3
と有↑相およ仏｀、＊祁~ t祈射促の II｀｀う｀y f li 6 し 1 ，籾りえ、

箭似輝｝の h 6 ジ‘テy`‘ンによって抽点 3* 5 ことがわ
介3.o.5[_ 
旦 pH初， 1.0,~ 萄整 L たt，唸疲にフ ll て，口過しなヽ 1 1.5-::: 
鳩合と L E ものにつ I) (時向這， z t¥ー -II0 - 7 口之卜

7‘‘ う乃ー 3 行なった（い印H 8~l3ーC), pil41 の直し
ない場合についてば 1 01 3|9 後と時向の紅渥 I直坊て kf l.l -
0,1 以下 1：存在する B の＇訂合が増加し，｝たt”- 7 の応
1 こ II‘‘ う｀ゾヤと生じる．このような州 TII と湿'\..疇
昂と一致し，徴粒中の Po li辰印中に輝tす‘¥のまま厨、 灼ふー
点 lこ府在す 3. 疇 l ~場合は L なり場合 1こ戟へ｀｀粁 0~0、[
0) ↑輝：の B l::. holtとの存仕釘合が翁‘る。旺～0.3 (2tよ ,1 Fij 2 

低t1" 0) B) とtf 0、 b (P.O(Otlz) di荏在割合が増える。 含た時叩這l::'(:も（ここの¢負
向,t,"となる。 pHl、0 の B 浦浚で｀＇よpH 4，1 <1)和液 1 こ比、＼‘・て靡 I：杵 o.6 Ji t;\j~が｀分か，た
。 こ＊＇i臼水ク角和の差 Iこよるものと見われる。 孜点、直 Iこあ 3 B 叶戸‘租さ詳
l く和 3 ためミ 7 °オートラヲオグラ月ーで校訂中であ 3.
~ pl-/2,I, 3.3111 Po 哨夜を睛所で1)1-BlloH tジ｀子｀l＂ンと (),"H り OJl‘｀鉛和 L E 展印祈 T'辰

(%) 印す 3 と£f 0.~ Iこ大きなヒo_ 7 と，胚 lこ小さなヒ°-7 
80 L へ 左圭しいる(,ef o、t.L'Af IJとんど｀な 11) 。紆 Dふ 1ょ Po :シ｀｀刊‘｀ン

=-1: 2.q)料合と示f t OI と拝んうれる。

旦翠液諏黎後 12 8 巾放置 L E 州入1 の B 蒲凌 5

約 10 X 10-'l M ラ＂テ'I‘‘ン一 CCl+ t`• 5~”"出し， 清浚
中のf砕免£屯 {c 3 t, 7卜桔 Iこフ 1I t F F ち 1こ,\•—

11•- 7 口そトゲ｀ラスーと <T h ，た．tf °'\,,AIS の加
と匂研～ 0、い詐クと 3 存在t:t:と袖出幸どの虔l 保 IこぅI ヽて
鰤涼す。こかかう袖叶 lo % < ；いまでは Po 0.2• 

が抽出ざ＊島く，名 0 伶は加水与肖生叫‘物が OH i 
,jかし，尚粒乎の B tぅ＂テ'J‘`ン-CCl4 l~ よ、）こわざれ
袖出さ．水るので 1よな，、かとg．われ 3 。
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1 A 5 放射恨鈷拘から落出す~ u' 孔 ,Ra同位体とその放射井乎衡

t東大、哩） 0 小栂浅哉•佐藻純・斎藤信房

(m  u, T1,Ra噂の放射帷嘩変によって生ずる同位体に関 L ては，天然試料あ
るいは，鉱怜<f'9 人工溶·俎＇美験における l司位体分析の綿果，同位体間に挙動の槍者が
あるこヒが知られている。この差違は，放射性凍吸に起因 L, その原因t l て下言a

のものが｀ぁげられている； （1) 放射性項変によフて生ず‘る同位体が親校植~て、、ある I司位

体に比べ，和安定なサイトにあり，動きやすい； （L）問題の元素が惰数の原子価をと
リうる弔合 (u簿の場合），放射牲凍変によリ柱ずる同位体ヒ親枝種て｀｀ある 1司位体

とて｀原子価斗犬店に差遺がある； ( 3) 0(反届先によ｀），固体表面から液相へ反麒原手が放

公される。ぅ磨ねにおける I司位4本の挙勧の相遣についての研’於付りと L ては, U 1-. 関す
るものがり，いが‘， Th' 私等についてはいまだ訊＇択例が少な<.,ま Tこいずれの場合も
明碍な説明が与えられているヒ 1まいえない。本研究では，枚射性鉱曲ュ、ークセシ石

について溶低足験を行ない，｝容俎された u, Th. ,Ro..固位体を定量 L, 鉱何中<1) u' 
庄同位体の分析値と比較 L, ぅ喀出の喝合0) I司位体の挙勧の姜違を考宿 LT= 。
（実験＞ 盪盟皇堕遠俎□ 1ま，次のようて｀ある．港伐実験I ：ユークセン石紛
末訳料 /0、 0 3-を IIO4 の 0J MHa．を用い，約 50 °C.t‘‘lの睛問処理 L て靖紐を行なフた。

溶盛息験][ ;粉末試料夕．o} ＇：：： 20 ,J_の 0、IM H 双を用い約 ID 分間溶出を行な 7 た。鈷岡

紛未を沖がI L "'l除き， 3戸液に含まれ 3 U, TK, Ra 同位イ本の定舟を行なった。 u I Th, 

＆の同 4立体辻 lま， u,'Th. I 私を化洋分紐後，薄ぃ練源t L, 改練スヘ°クトp y,,_リ

ーによ＇）測＇定された。 U の定景 9ま， R心＇）定昼的 1こ分離 L t：：：のち， 2ゞ U の I約kev1線

l1)強度の， U棟準線源、との相対測定によリ行なわれた。溶也実験直1、'l "J:. I u の定量

I~' d..練スヘ°'7,__ロメトリーによ 7 た。 1P訊および1.“R入しま，ふ糸泉スヘ°りトロメト ’9

一を利用 L た同位体希叙法によ｀）定情 L t-:.。0\.績を放出 L なし1 虚私 Iこつ＼ I""{_ ほ，試

糾凍定一定の窓器 1こフめ，互｀t.平衡 1：：：ある碑AC.の放也する T練の強度を四＆棟準

線漁のそれl::..辻較する＝とによリ定情 L T-:::. 。
ュー？ tン石tl)分析 ユーりセン石について， u (IV), U(VI) I Tkの走惰し同位イ和辻の

測史と E 行な 7 T-:. 。 U(IV) と U (VI) l::.の分崖去t L ては，鉱怜を HF で分簡 l, U(\14)を
礼なビととt. Iミつッ 4に拘と L 1.来、椴さ--t!:_ I V(Vl) f滋雄 1己i分‘す方浅を用＼IT= 。同位体

の定董 lょ，遠也夜醸の場合と同様にして行な 7 T-:;: 。またユー 7 セン石 I-::: つ｀｀ 1 ぴ繰
ス'\°'7!- Iし1/)~定t行な 7 た。

く紅晃および‘奇肉 7 租五果を ~bk 1, z. 3 1：：：示す。ユーりtン石 I, 7 II ""tは，立8w知w

心‘誤差の漉I囲t‘1 とわなt 3 :::.とと，ず練い'Jトぃ邁遠翁果か!J I rh._届り瓦
枚射平衛にあ 3 と推定される。 U 系利 1-:. つ\,\ l. t I 希モ長 LI 半浪‘期t tっ Ot u1 2.叫

2)。加）放＼渾バ l いと朴なt 3:::. とか 3 ）枚射平衡 lこあ 3 と誰定され＄。落m実／
駁I J[.1.‘` I因海糾見および‘3容出条件から，定惜した核樟 I9 閑 l 1.,r/..及践 lミよる

こばしあさや・さとうじ‘wん・さいとうのぶぶさ
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固相表面か 3 の放~I,甚心蕗
俄青it,全体の溶出量に辻べ｀
発桟 L う召と老え＄八る。
礼岡M倅比孔系列に属する

2 つの 1司位体間の比碑Th/z.µ--r1,t.

ヰ 1本，シ落四美験工，JIでとt

に 1 以上とな...,ていがその

原因1ま，放射牲嘩唆 1：：：よパ
庄ずか函几原子に付随する反

躁効果による渇傷によ＇），
虚Th. Iよ，平社よ｀）ぅ容ftl, L ヤす

くな--,ていることにあるヒを

ぇ 3 れる。 3容缶安、験JI.i‘‘の
立8叫庄孔.t:th灼鯰実、鹸 I t万）

それに比べ、大きヽ9 の 1本， 3容也

虔駁IL の方が｀落位実験 I ょ＇）
落出温度が低く， 3慮徴時間が
短いため／瑶Tんが渥択的に落

盆 lT：：：モのと想像され 3 。
Z30礼／ろ濯J:には，港岱史馬い叙

冊の分枡値とて‘｀大きく昴なる。＿

これ It I V t. Th.旦‘しそt1)結

果2.3国と勾2礼とて｀｀）試｀料舷拘

紅｀り分布が‘幕なる：：：とを示

すt.思われ 3 。

私同位休止 3察位喫、験J[.(])綿
果によれば‘,7"-系が＼に属する

又つの RJ輝体間のヰ2.2わ／翠

士には 1 よ｀）大きい。庄社から

Table 1. Amounts of dissolved nuclides in Leachinr; Experiment I 

Elements Activity ratio Amounts of dissolved 

nuclides (dom) 

u.238 (?•53士0,05) X 1◊4 
u 

U-234/U-238 0.87士0.02 U-234 (2.20士0,07) X 104 

Th-232 (2, 46士0,13) X 103 
Th Th-230/Th-232 5.55 士0.12 Th-230 (1. 37 士0.07) X 104 

Th-228/Th-232 1,15士0.06 Th-228 (2, 84士0,22)xl03

Ra-228 

Ra-226/Ra-228 Ra-226 (2.60士0.12)xl04
Ra 

Ra-224/Ra-228 Ra-224 (7.7 士o.6)x103
Ra-224/Ra-226 o. 29士0.02

Ra-223/Ra-226 0,053士0,005 Re.-223 (1. 38士0.15)X 103 

Table 2. Amounts of dissolved nuclides in Leachinf', Experiment JI 

Elements Activity ratio Amounts of dissolved 

nuclides (dpm) 

U-238 (l.28•0.10) X 103 
u 

U-234/U-238 0.95+0.02 U-234 (1.22士0,10) X 103 

Th Th-230/Th-232 4.66 士0.16

Th-232 (1.00士0.12)xl02 
Th-230 (4.66 士0.58) X 10 2 

Th-228/Th-232 l. 48 士0.07 Th-228 (1. 48士0,19) X 10 2 

Ra-228 (7. 21士0.24)xl02 
Ra-226/Ra-228 3. 26 士0.16 Ra-226 (2 。 35士0.08) X 103 

Ra Ra-224/Ra-228 1. 24 士0.11 Ra-224 (8,9 士0,7)xlO2 
Ra-224/Ra-?26 0. 38 士0.03

Raｷ223/Ra-226 0.064士0.007 Ra-223 (1. 50±0 ・ 17) x 102 ' 

Table 3. Analysis of euxeni te 

Elements Activity -ratio Content (dpm/g) 

u.238 (1. 42士0.02) X 104 
U(IV) 

U-234/U-238 1.24士0,01 U-234 (1.76士0.03) X 104 

U-238 (6.30士0,09) X 104ｷ 
u U(VI) 

U-234/U-238 0.95士0.01 U-234 (5,96 士0,10) X 104 

u U-238 (7,72士0,09) X 104 
total 

U-234/U-238 1.oo士0,02 U-234 (7,72且O,ll)xlO4 

Th・ 232 (8.12士0ol8) X 103 
Th Th-230／四h-232 9.61士0,13 Th-230 (7.81ｱ0, 21) x 104 

Th-228/Th-232 0.98士0,02 Th-228 (7. 96士0023) X 103 

咬^I Z2.""--t,W繹｀する時， 22『 Raは 1 国，四'Re, Iま 2 回のぺ及訊主I受けて＼＼ ＄。 そのた

め， 2't私原子の方に四＆原手 I：：：止べ‘丈きな瑣傷ヵ惰い，四応が｀碑私ょ')海~ L f-'す
くな 7 て,,ると考えられる。：落缶実、戦t‘｀の22.屯／磁＆辻は，ユーりセン石試料の

如/zJ>.-n...放射釦江大きく限なフて 99 る。＝れ 1さ，2.30 11'.伸TK氏の鳴合と同様， u と

九吟布が‘試料倖物伍‘果なるたのと考え＄れ 3 。
ul司鰭.tt: ユークセン石の分油倍 Iま，あさらかに（磁•U/23iU),v > l 2.3<t U／塙 U)v1

な 3 こと屯示す。これは， r2)"U Iか VI価の神令に集ま＇）やすい」と＼ヽう従衷の仮説
が‘，凡｀ず L 毛旅｀立 L な＼9 =とを市、す。 3鱈 l た u ¥-:::. 7 " 1.., 2.3叩／23rUヰが 1 よ '),9,

さヽ'(f)は，主と L ""l VI 価U) u が｀3察他 L たためと芳え 3 れる。
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（中 止）
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I A 7 雉糸紺舷啜生成物の化学樺I哨閑戸裔 TV
釦晨麦いの比較
此口 。ヶ了味却尉木l曽義文
（系尺廉功炉） 松和録命／ 高国庚弥， 王礼蒻

［目的］

U-l3釦沖 II玄松騎浚：：：よ 'l 虹｀豆綺製主成搾印の鹿々が原存｛面ともっ元乗 Iぐ
眉目すなl'.. I もの元素和萩棲 lむ鰈松分裂 1：：：よ？て主し｀、「：：：：粒稽わよびぎ虹譴かウ
百浪要によ 'I 屯じ‘rくわのが‘炉1 。 1 Cf\J I堺＇ T＇‘v も L司ーOJ氾喘恥‘`l1 「ふい。莉か製
屯成特和右めらの元素 11 いす＂かも純低哨謂t‘汐、 1 ，えから叩し喘形＆詞バ方咳、
しレて，迅丘疇応囀扇叫魯皐ぃ尺クトロメト 11 ーと這 l莉し，筏砂獄皇の
心譴遺パし℃と目的とした。前雑が 1‘‘0 ム，ヨり素の氾哨裔：：：っヽ＼ t恥‘た。
ョウ系の 1ーと［伶ーのを成比が 7‘‘0 ムの所. ~ B喝―のまかに比 A` てい恥＃懇り b の
が｀与＜和(1.. v ，そた，疇 I呵℃｀そ小らに見があ令高呆さf易た・tミて｀‘,ヨク｝、につ
いてり篠凌の唸年と試A‘` i rっめ， 13／ん苓／3'I t 1月い，塁f)が淫 V` rてヨり患、t
介紐 1 もたれに将（乳レ Tて：科電白門（収叩）の成依：屁•1t生，照射試料ぽlし lし）の化
営豹，照射和干苫について険訳 V f<噸
［実験方玖］
IO-3M/tの 1CzTe伽，伶厄03 吐租以；勾ェナレンパ番に入が，充、文炉の圧

見輯迄習疇～｛嘴疇恥f<。紅憶舵紐しt v t （で l)( （o"スM HdOtf.這彫各
知‘訊径レた佃＝ズ，¢， /z t l叶ヽ、た・加知知00v/I()ぷて‘｀紐l屁動レT<,h ぅ

f‘じ｀め凡襖 7 ,1 Iレム（：： t h ズートラジズ 7`'ラ 7I, - 1,`‘ぅ忍足レた 1 ―J IO｛イズンのシ末
靭i]if卦当戸ず崎E切印，囀ゎ疇り詞 '1 エ↑レン紀：：：八いて厄 Iレ
迎 NaI(T!) i紅器 1氣底 vr<ｷ 131l l 不 3坪 ReVOJ 1 線エネ！レ手‘ーで［司足レ R。
戌麟果］
足豆碕秘介製生成抑ヨウ見、と心叩製旬成？靭‘9 且速確庫1h たth 1,1 布，女

莉惚鴫慮17) fHが応：：とが｀望芍 V \‘・レカ‘レ，低祉練t戌て‘n ョウ桑の化（印恥‘`
考itすも戸‘‘辿喘ア Iレヵ l/'ぽて方峨むがて、，如 そミて‘‘，危民郊患が特に照、和訴試
担｛：：：［ヵ r1 1 りヨり知ズンOJ fH 依（手作（くつ、，て闘I\‘‘f-c．もの夜も東，釦印雙枷投
置也和疇30 秒で 11 rH_ =ス， 6, I えて‘｀鳴i GP‘‘｀がられ r［かった。レカ‘し，皇摩便
釦 m てti,,. C,叩雙の役覆t`/0 釦吐この泳噸祠 I蘭t‘`(r ，ぅ和乎 Iてf旧訊，店がん
ぅ心に。このため，殿、射役鑓匡了i 1 ℃‘の冷却睛l司t｀化喘形が‘屁｀‘れ這四｀、あみ。
lill1 のfi届貸尉｀‘（℃研 ll号 1司と灰 I::: I-4 牙，／の和12P‘ヽ‘壮兄 rミ応‘視和詳細湛討

してい方． バ‘v ，訊知窯勿ヨウ身｀ E分離1 違，＇冷舒呼l司が／か｀／、下 1‘あう
のでこの羨 1訊題ぃ．
U ぼ， I) 及応‘（てよちヨゥ屎の親枝穏テ Iし Iレの化l苓形 I可哉流Te. (m) て、あケいう

鱈が‘私方．そミ℃，照射テル Iレ“し（紫形とレて/<iTe().J J伶T叫逍じ‘I そが琢
岱店蛸咋：ものとドライアイズぅ呈樗と r均瑾1‘ヽ／城魚佑レ， r と 1令―の生成ヰ繍必

r< 1 すおりちかつ• 3 そよレ印ざ・すっ vrてう< li‘・「吋1‘ た‘‘じ‘つや・ F まヽヽf, f'('（下ろ
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rく・締果と声（e I パ禾 1. 在（/VJ訊相から生じ｀ヵ '3/I 1了ドライアイス社訂iの方が‘
3 暉、エーげ、ノの生成和が‘K 3 く，ぅ訊紅阜7J‘‘丑注戸し1}‘レ，花(VT,)で（1 践身
循 r[み S かなかっ「て、この追麟『秤匂芦）から立し｀‘た rイズンが水<7Jm澤
碕P‘ ら宅じ‘た H· 佑0スta‘' で｀峨叩汎玲― l嘴 l,〈レたためと伶えらがか
叫／eZ 這l揺臼::::. lレ洛液と！鱈畔し， U位，j雇臼し●‘r-::-ヨ 7原ふ咸：：：メ'7
パ紅暉応疇咽 1- と 1予這比：ネ T. I-IJ伍噸乃f t`‘¢1応
壻り心直料a: l-f糾て｀｀あが 1-/31/- t7J 1- イズンの王成割令 11°.1::.言ものドライア
イ幻麟騨 vr心（『）の戸―懐知 11 訊 T 31ーイオ‘／のれがと (1 ゞ（司し、他にか
rて書 レカ‘V, g莉碍件が泉 ri万ミt, 1-/34 K I 口 Iー／31/勿か＄の I、 T の壻肖ーガ｀少ーレあ
冷ので‘， ウラ‘／水溶液原℃‘の匡複麦て‘生成戸 I― 1 牙、／の生咸劇合す加万以下と思
かが石の

。古咋氾i日本僚 3 ヵ 1!1会賜和切年司会ダ・Z7 (/f7よ）
O I司.t.. ；才／9 国放靭6端討論会 ZMoz ((?7S) 

o·ヽ·

ｰ I切 4巴； l司.t:. zl1 /J3 {lf7S) 

131 Table 1 Chemical forms of ~~~I from Te(IV) 

and Te(VI) under Dryice and Room 

Temperature 

Irradiation 
Te(IV) Te(VI) 

Temperature IO 3 (%) I (%) I03(%) I (%) 

Room 88 士 5 12 士 5 77 土 4 23 士 4

Dryice 59 士 3 41 士 3 85 士 3 15 土 3

Table 2 Chemical Forms of Iodine Produced 

by U(n,f) Reaction 

Nuclide Half-life IO3 (%) I (%) 

I-134m 3.5 min 4 1. 0 士1. 0 59.0 士1. 0

I-134 52.0 min 55.8 士 2.5 44.2 士 2.5
... 

I-135 6.59 hr 37.9 士 2.0 62.1土 2.0

I-136m 46 sec 47.6 士1. 5 52.4土1. 5

I-136 83 sec 55.2 士 2.0 44.8 士 2.0

I-137 24 sec 36.8 士 3.5 63.2士 3.5
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1 A 8 

I) 緒言

”9Ac 及びその穀祓種の HD EH  P 喀媒抽允法も用いた

単鯰精製去

（東北大金店） 鈴令木 逹・三頸覗隠明． 0 山兌 元

了クチニウム系列OJ ... 可る 9 2”Th および｀． 2吋斥f;tそれぞ此卜 L ーサ ll L て有阻ほ楼種

であリ、これ 5 の効果的な単紐法を確立す 3 事／さ項意表であ 3 。まセ｀こ瓜 S のり良

核維ょ 9 0) ...,Ac 0)単迫浅｀その検出法の確立 L ともに重専本摂頃夏であ 3 。 ....,Ac と、

その使校種であ 3 aaRa およびュヮTK の分紐 Iさ、f場イオン文痰；瓦還媒袖釦去等によ，

て行 m 収. Lー I) "3が、これ 5 の方痣 1な、 •”AC.の収幸、分紐0)効果｀ぁ 3 I) は方式の迅

速さ等の点て·不t分乙＂あ 3 。特に、収率お•よび応との分離り点で TTA 袖か豆‘楓
13 

n とされて ll a が、この湿合は高pH領域にお 11 Z キ由念を行う必零があ 3 。しかしば

が 5 ｀幕pH令夏域にあ l) かさ、 AC,d)加,1<.ク酪、抽tt.\ ~I OJク紅啄の影響ガ避 Iナ 5 孔ない
ため 1：：：：｀比紋的低＼) pl-I領域において Ac.を定量的 1：：：抽出しう 3 方法の碍＇立ガ望呑れ 3

。以上の見地か 5 本碓況-z;· 1さ·抽忠脊,~して HDEHPI：：着目し、こ几を用 II て

Ac:.., Th-および＆の相互分鯰 I二つ llZ 検討し、これ S の元素の草離法を確立 l た。ま

だ、この分超或邑分＇）用して、 223斥の単紐色行 Iヽ、そ0) rmク妍 1こフ II "tを検討 L だ

2) 実験

HD E... HPIさ伍堪豆紅；”精製し、ベン e· ーノ Z· 春釈、して用 ll だ。ュヮAC.およびそり媒核

種 I本ユ'P^ の繭凜によ，て生成 l だキの乞用 ll だ。 Th Iさ..l:t軟的唖 Iヽ酉登1如堪痕 (O,I N~  

o.S N)  3‘5 て＂さえ、 IHHP l= HP ・ベン C＂ン堵潅ーによっ乙定量胎 lニキ臼出さル 3 の

z· 、 Ti...とんおよび伍との分蘊 1さ塔易に行 II ウ:lJ.このため、主 I::Ac と忍0)分隷条件

を詳紐に検討した。”'1Ac l3 ..It放射貶1J"勢く定量的な測定が困鑓なため、 Ac: OJトし一

サと l て｀ r 紐 lこよる兎’1 定が容易な 2疇Ac （訟＝ 6 ． 13 加）を用 ll だ。匹Ae lさ 23ユTh よリ単

紐 L た四込ょJ、隠ィオン交換法を用 Il C:分緬 L たモのを用 I\ 、爽酸毎にその『虹稟

を嘩認して紀粋てあ 3 ことを碩皇認 l だ。ラシ＂ウムおよびトリウムの卜し一すとして

は、それ℃軋四屁， 2”TK を凩 l\、この定量ぱ誌‘科も ErelLi)棟広茎 l二ょ，て r 我ス＾°

クトロメトリを行~，た後｀主た r 線t•ークのじ゜ーク面積を比較す 3 と 1I う方；広によ

って行っだ。水栢且OJ pH le!;、 H(.- KCJ2_および HCQーフタJし醗9K 泰カリウム系の緩衝

澤液を田 II て謡整 l だ。

3) 実、該受結果

pH が 2.o ~ 2・牛の舵囲乙・ 1よ｀ ＆古•よひ”Ac.の\1-\ HD~HP・ベンゼンに対す 3 分配

.l:t Iさぞれ℃肌、約 0,0 ／お•よひ••約too であ）、が中 2・2 0)環刃しょ .!)Ac.を細出すれ蒻＇、＆

との分細係教と L -Z約 /o c, oo と 1）クf葛ガ博 5 れ百。 2”Ac, …品ぷよび 2●?TK O)戻際の

分譲にお’/)1.,a.、三危t1)放射平憤杉岩璃辺）pH 己約 3程度に詣i整. l て、 I M H D E H P ・

ベン a· ンによっ7.. 22,.,Ae.古•よび＇ユ29TK を抽＄し、水栢を I H HD モ H P ．パンセ・ンて 2 回

すず＇さすす吃· みつがし 5 と l あさ やまなはじむ
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以上、有椴桓をpH 中 2•2 0)芳液℃" 2 回J.'J....t. ；皮クことによって純粋店立3Ra 水澤凌と、

nヮAc - 2”TK 環含の H D I=-H P ・ベン€ン苓浚1J"得 s れる。さこに、項樟相巳 0,2 N 

HUl て逆抽出すれ 1さヽ・ベワAc た 1↑ tJ"逆呻出ざ此｀ぇヮTk l~ 角磁租に残る。この分細法の禄

作図も白 l に示す。また、この力誨琺 lさトリウ A 来弓りにおけ 3 .、広0..→匹如→

➔ 四孔→ 2咋h の禾 1こ毛刹用でさ、こ0)逗合は託粋店呪C. ~...)2o よ 9 ミ /L キンケす

3 ことガ＂可能℃あ~.”置孔以下の放射散の版長ガ逗 I ＼だめ． mRa の単紐後 L Iさ,. s < 

は、実用上、放射化学的 l二粍粋な●●hc:. e f身 3 ことができ 3 。また、 Fi-はptt ~2.2 社

度の木栢刀｀ S lす｀ I MH  D E H P.^•• ンゼンに袖也::tれな\)ことt冬慮 L 、.I..J....下の方

法によ，て •°F卜を挙紐し｀その r 放射熊 l：：つ l I -Z検討 L だ。 Fj弓・ l の方法で吹c:.室軸

鯰＼だ後｀ミti\.百pH キ 3 程度の木環凌と＼て I HHD l='. HP ・ベンもンでキ由ます 3 .. 

愕 5 れた弓\c. 6> / MHDEHP ・バンゼン溶疫を約 3 ,v千時闇放置し、四后乞成菱さ

t 3 。この有楳·相をpH? ュ． 2

の水洟B夜て滋祖3出すつことに

ょ，て｀呵AC.と／ヲぼ放射千衝
fl)杖懇 l.::: 工℃成畏＼花:'23斥も

Itガ並抽成され3 。得これだ
~F卜の r楳スペクトルの商間

変化も追跡し｀各す秘ピーク

の或元の様3 も検討 L たとこ

3 ` 只）屁も 80 lo!ii.V, I廷K5.)

ュ～屯および• 2ilS匡V のピーク

ガ＂や瓜期束勺ユ l分（咋rり加叫）
2 
て森念し、党生 l二繭項iす 3

ごとが確認されだ。また｀二

it¥. 5 6)翌度比 1.1-ぶ）はV のピー

クもI.O とす 2 と、以炊 ’9夏 1：：、

0,22,0,0/6, 0,02千，窃よび

o. CJグ 9 c•• あ 3 。すなわも、こ

Ill S 0)『腺 Ii!:す＾ヽ•て四斥の崩

戊に 1手クモ 9 であ 3 ：：とが窃

貶tれた。したがって、 ,..’Ac

の定量；広と L て、・・7Ae と放射

千侑にあ 3 …B 0) r禾累を測定

す 3 と U ク方法を用 l9 3 こと

ず可艇tt•あJ.

Mixture of 221Ac 四Th. 223Ra 
|'’ 

{pH Ac:lj.:to 3.0) 
I 

{ Extract. 1 Mｷ HDEHPｷ CsHs) 

Aq. I | |ーrg. 
(Wash with lMｷHDEHPｷCsHs) 

org.I’|A q. 
(227k)| Pure 223Ra | 

(Wash with pH 2. 2 Solution) 
I 

Org.l I Aq. 
(223Ra) 

(Back Extract. with 0.1 N HCI) 

Aq.I I I Org. 
( Wash with ) 
1 MｷHDEHPｷCHs 

( Wash with ) 
0.2N HCI 

三 三
Fig. 1 Separation Method For 

四Ac.223Ra&221Th - System 

り T. SEl(.INE, Y. KOlt:::E, M. SA にAIRI ; J. N1,1cl. Sc.i. Te.ch. 生， 308 (I 96 7) 

2-) LEDERER, C..M., HOLLAND命，:r. 1-'1., PERLMAN':r.. ;’'T o.ble. of lsoヤores"
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1 A 9 1 十リシウ＾の化学（'7) 綬淳洛夜 I~ おげ~ A加げ）およ 1A‘‘
ん国）の字足淮
（原光尺金研） 0原紅位・倹禾追

マクロ景の吐IA汎t合も‘落液中で‘A叫V) およひ"A叫1) 11 1.孔目身が‘祓払する A杖射

骰のi釦fl Iこよって還元さ牡りこ L が知ウれており／ この匂働還、元の逗度は A汎 07怠度
にィ衣荏しないこ L n‘ ウ An の命斎落没（/0ーグー／ o-6 !"1)にお v1 ても同じ‘逹度で‘追行するも

の L 堆足されて v‘ る！）一方 AW\(-V)で 1.i.禾均ーに反応，t起るが｀／この反応の近洟は設
潔度ゎ‘よび｀Am(-V-) "lぅ農度に鍬和するこl:'..ガ‘0A汎の奇房逹滋で 11 この反応の寄考は極
めてふざ V‘ と考えウれている。 このようにてクロ董：の位と用 vI 吸兄先度池 Iこよって

綬1, t. ~K熊｀只）心と追3i、してf(卑ウれた知見t参考 Iこして A.,,_ の命批港液にお lプク化学的
畔疇足さ孔ているが＇ 1 このような；詠 l：：お 1-rる萩少ない名足釆の研見で 11 似函 Iこ

4系っ，派麟疇J z.加t -;1 Jあるい 1這叩~1 1こ宴験するなど‘の方滋で設砧｀熊、の史
化と嶺嘉 1: 1 ~こ~ Iこを、セ、が還り｀れておレ／ ／各釦い渇のんのキ足淫なl'..`‘l: tll す

る知もいとめて乏レい。我 IZ Iむ加疇斎落次の取扱 v‘'こっいて翁々夜討してきたが‘
)‘)よーの視ど、、 nヽら斧訴＇免で 1:;! 主l:'..して＇）ン設と、スてスと用いる共苅滋によって A叫-V)

ゎ‘よが｀ A IV\. (VI) の奇豆第吝液r、お，r i.i宅足惇 lこついて紋討した。

実絞
(1) Aルが各衣： 2¥-Iん(JIL)パ蒻度落·衣と謡澱し， これと命釈して約 /0-b 1'1の A氏（皿）

澪液い寿た。 こ疇応ビ｀スてス紋ナトリウり衿未£加沈て撹袢したのち未反応の

釦叶J t紛ぶして A叩(i1I.)落成と得た'---う、 HOEHP ｣ 9及着さ也f< C.el ite デL/- 5 t含む
ガ~· IA I乙厄(71) 麟と盾、セ、レ，釦諷恥羞離して如（'V)ぅ塔液£得fこ． A叫）ゎ‘
よびら（江）治液直和這、．t òl -l M I-:. 言同径して 0 -t+ O'し r:. ~系っておき、逍名な u和i]
経逗応乙の一幹と令奴し（表郊チ1-..トと迄疇．

(2.)笑沈テスト： A,,., 、ビ‘スススわ’よ加リン殿芯券、fトリウJ..>...シ各淡とう昆合した 5各
衣q名を 5叫訳 10 ... 3, ぅ昆合も 1レ比 POょ3 ―/6 iぅt :Z: I) および温度 (}'C じいう，条件で‘

I) ｀心知｀スてスと況殿さ也 7 今1度口連した．沈殿今湯狙肴使の浩液中の A~シ鬼危の比：

1"'[AルJfi 1tr-dc. / (It..._ J ,olルt (杖射即訊到忍：よって采めた．
姥系およが考黙
ぅむ訊 I：：イ系った A凶げ）わ‘よが A..,(171)考夜に対して茨洸チストと杞レて得ら几た

姥条祠l t図 1 に系す。測知急 '(11 荻釦和翫経邊に｛辛って知しし 1 を n 没‘化の速、
さ 14落知穀·Y屯度ゎ‘よび渇度に 4衣科した。従って如（:V)および'A叫江）ぅ苓液中て＇‘如、の

成屯求態叶謬知ししてい b こ'l 1-;t l3月わかであ 2B. そこで‘ン‘J、下のような取扱いによ

..,て蛛度ht.沐‘筍＆の知と稲叩らこ L と訊｀みた．如ぶ7) の不均鶯反応は祇視しうる

と考え／厄（か認キで Ii A叫('VI-)~叫げ）主加l11L) q反記が起 ')I A....げ）落戎乎で‘
ばん（切上にしIIL) "1 "-.応が起り 1 なわちてク 0 生の心名液．の先合し同様に月 19h逐
元反応が起勺以知足レた。 こ::.で丸およひ｀も lま速度足駁であ?.速度式‘と解 11 /,t‘、各

因ば熊の Aルりぅ晃氏心直ぅ口（王（四）］。また 11.. f.A叫7)] 。) 1 凡およひ•もと用いて

ばらみつお・すす‘‘さすすむ
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宕易に表現でき;, : 
Aw（加）か豆： （A忍）） = （Aル（江）］。ど， ［知(-V)J "'[Aゅ(11)]ぅわ（ C-た，t_戸），

LA心（孤）］ = LAw(1)]. - (Aw凶7) J -LAm(7)] 

Al'\,け）ぅ苓夜キ： tAい (V) J = LA如げ）］。 e-和t1 (A砂 (llI)] = U叩）］。- LA""げ） ] 

一方各釦ぷ慈17/ Alll,は令と猿立な茨咤浴枕~ t..勺 L 1 み L 浅Il 足他) Ii A叫吼）考i足
1-:. 対して 11 1 -;::. a,十r}.e -ll, -c, t j e.知，知（"1/)滞；夜に対して 11 '[ ~正 re―紅
しなり。 ミミて‘‘CA I 戸おふひ｀‘了 I1 昆数a_, I ふ I (, /和;!','よがもで知化さ札るもので｀

あり／(}.; I んがよがし 11 九孔を礼純砕な A凶（狐） ／杞 L-o)わ｀よが A..... ln）ぅ炉た I~ 対して

知虎オストで‘1易ウ牡 b Y のi直であ.,.,.

渡1) 足テ｀ータ了に対し

てこ礼らの約ーによ b

四;人} t純‘打たとこ

;,'iにお Iすゥ吸 A t:.が｀

菟し V1 1、において礼ぷ

ょがんが｀蔦歩ィ'‘きた．
る碍屎の一祁と忍 1
1-:. 系 1 nヽ＂，同ー全 1中 1-:.

係った A叫加）およが‘

A心（マ）う炉液にお vヽて
得孔た 2 つの怠這

が｀ほぼ｀ / g文すら：し1/‘

か翁応戸‘‘の反詑 1'1
江tして匂i911還元及応
である L すら仮忠 lょ牙
づ妃邸‘人として名者で‘’

ぁら L 忍われ~.使（あ｀
ょ以2.と温えぁ?" VI I~ 

応這なじt:. n 閲依ど
夜討して:;:: 7 1'1を召手
ウ小｛ヽ＼ b 炉見t紆比

ざも（1-がら Aゾ伶斎浮
戎におf b ／払げ）~\ょ

仏‘•A四 (11--)の姿恙Yまな

心について秀象すう。

文縦

1.0 

月 0.8 

゜!ll r-
且
し

\~ O.6 
+ 
日

ご
r-~ 

~ 日 0.4 
L...J 

II 

>ｷl 

0.2 

゜
40 80 120 160 

Time of standing, min 

Fig. 1. The result of the coprecipitation test for 

the 0.5 M HNO~ solutions of Am(V) and Am(VI) 
3 

Am(V) soln. at 30ーC(l) and 40ーC(2) 

Arn(VI) soln. at 30ーC(3) and 40ーC(4) 

Table 1. Apparent rate constant of auto-reduction 

Acidity Temp. 
In Am(VI) soln. In Am(V) soln. 

(M) (OC) kl (h-1) k2 (h-1) k2 (h-1) 

0.125 30 1.03:t.0.05 0.06:t.0.01 0.063 ~0.003 

0.25 30 0.9 土 0.1 0.06 土 0.01 0. 050 ~ 0. 002 

0.5 30 0.3 土 0.1 0.04~0.0l 0.056 :t. 0.003 

0.5 20 0.03:t0,01 0,03:J:0.0l 

0,5 30 0.3:t.0.1 0.04:t.'.l.01 0,056:t.0.003 

0.5 40 o.87:t.0.15 0.13 土 0.02 0.173 :t. o.oo~ 

1) s. E. Stepanou, L. B. Asprey, and R. A. Penneman, AECU-925 (1950). 
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1 A 10 
アメリシウム＾化隊（た）

炭殿ヵルシウム および｀ 7［蔽化ランタンによう
アメリいウムの焚ぅ以冷象p
（東北丈金碍） 鈴禾進・庶 紅雄． o 厨池秀丈

マワロ量0 Aが(V.)および Am(m) が苓兎g諏嬰すぅ謬の一つ l：訂鑓這薇豆•‘
心l[）とオ ‘I·' ンなどで·§変化すぅ釘法が知らかておリ、このと 3 後滋？‘‘q頁知ヒで (a 百
澤性の Am(m) が吃成‘2 れるが‘、高溢で切蘇化ある、‘la Aが加）濱蔽叩厨ょ，t
ん (V) t笈裟知q贅約這卓心紅す 3 /)。一元、ル（加）ゎ＇よび化（四がア 1 レ'1J')
西ぷ的疇較的崖珈綱喝する 7 しがで•さ、 A(VIT)も屯戌するし、、ぅ敦佳2) もあ
る。 このようにア↓レ刀リ渓液 I".. わ｀＼ヽt i d 癖化嘱51広が1谷下す名ししも（こ急雌化虻食知
加の専足性があ 3 る：：l.c, p＼ー系かり応 こから 4 柑汀箇はマクロをダー＾高給研‘紅
“→も嗣覧す各微咋l 秋 2 れ乙いるに 1 砂ヽヽ＿-¥· "'1'翌占疇幻t熊遺如る方
：広が痣応吸収スヘ° ？卜噸l幻 1こ 1 塙餃反斎に 1紐して、、 6 位‘t供 1iヽ，がらで•あ

リ、 1w カリ性済液 lつが1 る Aかの 1噂翫哨 Iつ，，ヽ· t l1 不硝な点が多い。ょ？乙ア
1レ刀げ這；；夜にか1 弓危L 当な紛以｀符羅認'? 1'"- めの望蕨手t文t碓立する-;.: ~ 1r 宦厚
1• ある。紅f祝をし1 伶脅ぅ農度 (~90―‘H) の An(fI1.)1,·J ir ル (W~ の渥政t孤ヽ、｀も出
ら研謹iぅ.t這題し 1；；る望澤討すそししも(:::.、そ壌浪も犀 1( 茨知知:·加虹t
鵡む遣f『1 弓7, ¥:, 1-:_ よフてサ、平和り｀の応畔り鯰知し乙項団で h るか
戸 0‘距和噴討t行， 7：：： o 
輝
(I) Aがり麟；吹（互）っ叩饂出這幻トリウム麟！湿釦t約 IO-6H
撹知ガ”clil.)嘉液しし 1-:." ：：：のi麟 1c 0 ゜しに 1名ちオ、り1.項絨化レtん(.V[) c得た。

(2 ) 豹乾落臭への瑶羞；かうス紙雑疇（ワ叶妙がな）、本町）エチレ.,／わ＇よびか
ラスえ窓への Am遠恥り遺知 7-:. 。吸着r庄 11 口晶か譲う夜、おJひ囁忍炉萬改
”元名度免I足！＜ょフt 9年1面 v 1~ o 
C3) ＆ゃな絋こよるパ；『＇）戸レァ慰；｛貌嗜に Am l雹）ぉjび加(W)の翠液t
彩リふ心雑 v 1：：のちぢ知的のいい遺l 史l.t t輝節q i紐げ慕 1-: 。
（L/.)知兄系の並兒；這｛ロナトリウ応麟 l? 7.→ク頑和峨）しレ訂呪穀する条ち＇よ
四口勺衣屁 1 1 ン 11 ,,j(紅隣切しし五¢絞レ 1Jいが．且l 当応℃狂和I~加えるじ直ゎ
1沼寡す 3 条 a 如雅岳ぴ． そク氾孜への Am （孤）ゎ•Jひプ加げ「）の坊氾券翁t 1を討した。
鵡汀釦＆m匁翫t採印、違這中q加灌度磯Il足レ1..直恥む知如呪
印c t計扉 v 1く，授急ずレ 1魂胚予． n 叩 rAwC亙｝お＇よひ•Aぷ）の焚 5杞芽粒覧恥髭妥
心切られバ様な；幻謬匂条素レた。その和果、柊試し 7<:祝胎：系qうちて万Mi知ラ
ンクンわ＇jぴ足版1J IV レウム a 系 1-:: お、｀ t以四）およひっ似vr)の笑釆挙和 1:::" が｀
誌 H られたので：小遣註庶についt i1 バ釦e イトリウムにいif 1 トリウム（双紋
創）および金属ィ 1 万戎頃厄度元t髯飼 I~ 茨元冷叡ヵt授‘凡 1豆
以江のせ．〗釦••1 i A"' 以外五怠甜：： 1J千めオソ•.,/t迫すししもに立v／か紐~ 1.ｷ q搾I乍

11.すべ. -z.. o"しで記 1-= 。 1 1：：痢夜 1かの加の嘉度の評fiDl11 r姦月搾滋度這ぽし 1 行
.., 1--:.タ

すすきすすむ ばらみつお きくちひ Z·· お
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耗足および考稟
ぷ皿）およひ口ん(VT) vi IM．給oH 翠ぅ夜t 1l＇・ラス移｀孜口該で口盈するし Am（匹）の約

/00 い·ょ区伽加）の約 60 芦が 9位に 0⑪した。またがラス点落っ裟壁への吸羞
も跨斎であった。吃れに吋し 1 約ヱ 4 レ＾／魁危容灼叫しん匹及嘉レたかった。
ーカ、/1-1必加ゎ＇よひツ IM 心H- 0,SM N匁 C()箪菰tー足虹遠て·迄心／分誰する這
液祠殷直後て••l1Am血）しが加 I J k:-もに l弓とん砂¢獲レないが、薩l覧悛q胡 I吋がる2
釦 3 に従っ虚釦 3 粕 1な疇々に沿1J砂 7-: 。ま 1平濯q享11合は＆厚云裟（をヵ）に
歿＜依存 V 1-:: 。従っtん（7II) およびA... (11「）はアり 1)'/'.這液＃1..＂ 1l0水／分領を俗反応
建レtI,｀る幻発乙らわる。を祀汲 1-::. わ’いて泥股／分狐む皇ぷ分雌孤によっ 1こが｀．そ
汀忍泥紋這獲 1 ゼるのに必恥昴 rけ知 l叫ぽ這んだ。そ 171 国転辰をもA-- l す
h }程度q藁疇出 K1て o
屑 Na0日滋知稽沼遺み1喝祝荻系に加万如国）ぉよび Aダ）の笈iかい
叫le 1 疇す。金属 1 1 ン吋和瑾由彩紗： 9 任瓜が認めらわる程度の喝しレ、びヒ
Tいは約 0, .t"”弘、そ＾ fCa 念属 4 1 ン1.1叩か／ n%［しし 1く。鵡粋l t加とる渇
釦繹疇＾一渇度凶I}.oIM しし 1-:. 。 2 1亙の念島 4 オン古よびウラ-::. Jレイオンの
直化的に対すり如ill!) 1,'Jぴ如切の紐知 la しんい葛し(` ?l滋化トリウム
ぉJび磁蔽 lヽ→）ウムでも吋恥•1'I,た。こわに灯して 3 1位の各属f 1 ー／ a 水稲犀⑭
11ｷ cfひ邊屠知1J Iパパ7 ムに l1 加位）よりもわレう A四カゞよく笈択する 1礎句かつみらわ
1-: 。

以この和要fJ‘ら水藷化うン？ ｀／および疫蔽1)凶シウムq系 1つつ 1` t 2 らに夜討t
試ウ、その移屎の一例t的． 1 に示し 1-;: 。茫況学動につい 2 の移足tもle, (：：：ん違い
とガに（加ん令雑の 1てめの史験条府のも約兒 1-::

ついtも矢嘉する ‘o

100 
..... 

』

て1
c 
や

:l 50 
町·l

a 
Tｷl 
t) ‘‘, 

t e:s [Na2co3J 0,05M 

• 

゜C..l 0ｷ1 0•5 1.o 50 
mgCa/5.lml 

Fig 1. Co-precipitation of Am by Caco3 

文釈

、 Table 1. Co-precipitation of 

Am(III) and Am(VI) 

Co-precipitated % 
Ppt. 

Am(III) Am(VI) 

Mg(OH)2 62.7 8.7 58.7 2.1 

Cu(OH)2 22.9 6.8 10.4 1. 8 

Bi(OH)3 28.3 1.7 83.1 o.B 

La(OH)3 61.9 6.0 91. 4 0.7 

Gd(OH)3 35.6 3. 7 90.9 1.2 

Nd(OH)3 り1. 2 1.9 89.8 1.3 

U02(0H)2 61.4 11.7 63.1 4.4 

Th(OH)4 93.1 1.1. 98.3 0.4 

CuAso4 25.2 3.5 7.4 0. 9 

Baso4 15.0 5.1 21.9 4.0 

Caco3 60.9 5,7 91.3 1.3 

(D L.B. Wg rれ好砂4 I. f叫四心／J.四． C~. ふ区．／筵 49夕（沿I)
(2) N.N. Kr必、 V. E. S応 {ov IV. B.Mん‘ko{C1evsk,i", A. K. P,_如 ev, A.[)．ふ必＇が砂ノ
WWA V. I. Sp,'ts'-/n, 1 DA A/ SSS見ニク(3), 5乃（1'1訟）
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1 A 11 照的:,41A加がらの c..... の分涸t

（要北大・金研） 鈴木道・ llI 筋伊佐務． O;昂求哲生

1. 2.今 IA兄ぶよび‘243A厄a: J'.M.1.R. z‘‘長期間知中性さ賊紅して． C況， Bk

;r.ぷび‘C手を主氏｀ざ巴．これらの単海雅製と、それ 1 ：：：洋うこれらの元系の代、魯的恒

唄巨研究す 8 ための予｛為実験として，少量追、身1バ凡から．生版した超ウラン天
案芭単陣精製すること芝誌＇み/:'.

2. 実験

令類：のフロージートと図 1 I ミ汁、す． 4c営分組 lo,起ウランた栗から沃ず主な F.P. a: 

除去し、次 1迂釣ぅ‘ノ元素間の祖五分鱗也店うヒいう令IIi展互昧ん;::::·. r. P. の険去 1 さ

本灼材料試験炉和」用砲設木、ットラボラトリ内のに営用セ）し中乙｀‘4I T二。をのため逸

隔操作C1)氏軟的容易なイオン友喚法芝採用し｀シ容紐液として 9.q H Li CQ.—0.1 ~ H 

改港液と 6MH 改溶液豆用い「：：： P含イオン及喚法で大部分0) F. P. "5:院去した。超ウラ

ン元梁の相五分餌 1-;: は 2:, ods 法辺試みに。A' 1 0)方法 I ii:薄雑汲ヒし z 0(- tド＇口

キシイ、）蛤酸（以 -HlB) 互用い荘隔イオソ交換法 ~2 の方法 lぉ諷麟ヒし

て HN03 ーメタ）ー）し港汲互用い Tこ陰イオン友声知‘‘ある。

上言己のイオヽノ交換法に次いて、ぅ容出液芝一定量ず＇っポリエチレン試験管 I：：：取リ、

各 R)こついこ Nal検出器 I::. よる Y繰計数測定互店い．必要に応じて Gre (Li)}紐唸

l ：：：よる Y線スペ？ I-）し剌定互ィエた．云T：：：. Sし半導体検出器 Iミよる d 腺スヘ°クト）レ

潤定之｀＇超ウランた梁の分難佳が｀う汝くいってい& ~と芝塊認し瓦

3. 結果

十分 1：：：冷却すいt：：：照射砕IA凡き放射線測哭したヒこう、試料中に含まれている主
な枝糧 I~ 、ユ39 屈、屯pl.,\、 2引～が3A rn..、 242~244Cn,,.、の他に 144Ce. 1 5"3,I S-4 E,1,1、

旺137Cs 、 6oc。 `1 2.s- Sb, 110凡祠、 l06 応之｀、あった。

化営用セル内での分難凍作也碓認する惹0えざ、研究室 1：：：苺寺か）犀ド試料 1：：：ついこ

同様0)庚験ど4忠たと↓る｀超ウラン元慄と大普防分の F.P. I 古 L屯［と H改互錯峰りと

した陰イオ‘ノ灰喚·>去て＇‘良蛉に分難できた。すなわち樹脂上0) Cs` Ce. Eu 汰ぶぴ次卸

介 “A5乞q9 ML心.- 0 、 1 M Hは 5容液ず溶紐しに後、超ウラン元紫豆 e MHa て｀＼容

難し G. Co, Sb. 奇ぷぴ次却分0)知 1紅討脂 1 ：：：〇必堪されドままて‘‘あ 9 E 。さら I'上誌

の方法 z•お巧ラ‘ノ元素から庚全 1 こ 1ぶ険くととので｀きなかっ Tミ A~ と Rl,\ I こついて屯． H

は記鎧訊済比して国I EP巖 4 オン友咲法沢ぷび陰 A 方‘ノ交喚江て＂険去之’'き F 。

ex- H I. B 芝錯代斉りとする P易イオン交咬法ず超ウラン元素苔祖五分紐包芍る場合

超ウラン元県か分配叱 1ぶ以— H l B i7J pH 1 こ大ぎく依存可る。 p H 互笈化さもて起

ウランた素り疇分鱗互行った結果 ex -H I B oi p H 1 ~ 4 <"ら 1 ヽが最遜 Z‘｀為らこ

しが分，た。この条件下で紅た実験il)系詞栗を図 21こ示す。図 IJ港出した紅直の

全放身罪を~ 1 とした各フラクシ＇ョンの放的罷の粍粒引退且設軸 1 こ、 フラクジョンの 1本

すす｀＇ぎすすむ・かわすじ｀いさむ·))、かざわてつ沃
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積芭喋軸 1こヒったもの z‘、ある。超ウラン元乗の；容鱚1舶序から老入こ． Np 1a !5価． P“

は 4扁伍ヒ C厄ぱ叫酌父徳 Z"水羞夜中 1：：：荏在していることが苺遠りど‘きる。

HNo~ ーメタ）ー）し｝容液 1：：：ぷ旬超ウう‘ノ元素の P禽イオン交喚分陣 I~. rt - H エ B

苔同し＼ E 方法 1：：：比べ｀て分詣操作ゃ後処理が簡単ずあらヒいう籾、ギ、か••ある。 しか v.

一方．分筵a寺間が長くかかるという欠点も届している。 そ O) ため羊栽期か• 2. 3 '5日

と短ぃユ；；ct Npの挙恥立応、キなかった。この方法による町ぅ‘パ玉県の；諏II輯
1なら、 A 厄、 Pv. CI V) の 111負之｀•あった。

分難した C兄ちぶび‘Ah\.の固位体.t:(についても制定し、上述し F分萬話渚果とあわ

せて照的条件0)検言寸ど 4忠た。
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I) E 、 k.H 叫etぶGil, J'. l呵i, N 叫． c厄w,..，旦， 3 ら o (J q 6 I) 

2) k.Ue心，ヒ．W血必abe, C,S呵匹＾， T｀ Isk池が，す、 N叫， Sci. Te心ol., 上Lg (Iq'l4) 
?.) k，如o, ヒ、 W巫心be., C. S守心a, T.I丸池OV'●、， 心．， g ,3 呉（ /9 咋）

4) L.I知認vo.,, I. A. Lebe..c:Aev, 5.'F. MJo..soe.dov7 C:,. S. Ti k如o1Mi vo⑯,Sov、品巫ゅ必胚ッ旦足虹’7,)
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1 A 12 シリガゲルあ＇よび扁滋肛、‘｀リウムtもちいるトレーサー音の
キ 70 I'Jニウムの原各 4砥北態の諌：箆

（東北たエ） ヰ上粂 •O祁山約‘

（町） キヂ、'J;:ウレ遣ず紅輝 11:通梢，道浪する Np-之37 (半戒釦 II/.'I<
J O信） i E9J戸彫直するゆ函（半吸｀填月 2. 35 日）のい,...れがさもち I I 7,行われ
る。 マクロ易0) Np-Z37 百そぢいて珂斑す 5 場合に 1J,ぅ餐液の吸既ズ＾°クトルを絣

叩~.:. t I ：：よ, t,その原が嬌這．OJ ij}-析か知るととが｀て＂きるが‘}ゅ -Z3? 註l

瑶する爺沿において (3, ;:.,.話分衝虚0\ように卜しーサ／拉辟tt適爾． L膚身るプ珀も通、
じ‘乙し力、 原る釦濃．のサ炸炉知ること 1ざt'ぎrJい。 これまt｀にも 藩瑣梱釦去や

井同班殿尤 I;:. よるネ 7゜ 1,) ;::::.ヴ U の原切孤北縣0)'ir廂のう謬；租が｀いくつが報告ざれ z

いるが，穐々の；庭条件のもとt` I-レーサ一層のネ 7゜ 1'} ニウい 01 原呑価我厨J刃加
む繹するに Id 不十J分 z．、，尼 l::信頼しうる珠足念t間をするととが必要t｀ある。噸
沼ら l~, 既 Iこ椴嗜ざれてし、る方；おも管めい<.,カ‘の方ラ五を検言寸したが］ ここ z’`lす乞

のうち羨げ習幻芍えられるシリガヶ‘'1レおよひ‘疏葛くリウム l：：よ 5 喚羞去Iこついて
心・る。これらの方年筒易遭作が行える.}::. I 吸羞和1 が濱楚µ，星：元反．応‘に関与しな
いしいう矛1 点tもっている。
（輝） Np239 卜しーサー 1ょ叩虚の方：去／）に従っ zAぷ奴ょ、），＃鋒ァミン

をもちいる祁出 lこよ＇）分灌釦 z 碍， この卜しーす一のy方出能を追踪することによ
＇）疇詞た。吸滋覗霰にあヽ‘-C. 11-,露口屋狂1 も孤い諷峻りた各原、す釦澤
の犀’卜しーすー：麟 lこシリカゲル釣 /00 祝gま T::: /;t O. I /VI'厄柑風、",}ウム祈• Jが
o..2. /vf成釦I-')ヴム各 1 /l?t., l を加え' p H を珪ぇる冗めに酸また lif爵酸ァンモニ
ゥい緩賑足を加え'l)令如'5 況1..とした．放置， しんしうの俊這1ヽ蹟いt.}::.：餐
みよ｀）計刹殴紅碍-i)嗅着券ず噴出レた。 （吸かい酢棗い 1ぷ 0.2 M ビ＇，これ
遺々量のアン王ンサ‘加えられている。）
（綽果）（ 1 ）シリカゲ）レ＾ 0)成羞：平粒碗成にぷ IT るゆ (V) と Np (VI) のシリカゲル I::

斑すいl'.lg着葬渤むr 1 釦加< iある．過マンガ｀ン釦リウムまた lょ ~Iレオキ｀） 2 
lOOr ,―-•マ 成飯アンやニウムサ麟釦暉し碍(VI) の

足 50| 咄／ I□ 言こ：言ご冨竺i言芸：：
Np(V) I3 pH 7 あた 1) まざシリガゲルに（；；全く

“しぱいのが｀， この樟忍：：：おいてゆ（VI) と
0 し—-r·- I 紀心“贔＿1 1 9 

0 2 4 6 8 10 12 Np (V) を分和1 することが可弁丘笏る。これらの

t100 Np(Y)、 Np (VO0 シリカmiレ心汲着pH 吸着翠注打這応しんとう函問祗胃埓間
• KMnO4 (4x10カ） 一3 /J) "1:: r.J\ L 't沼， 1)令がら 3 0 冴のしんとう
x (N叫ふ08(2x10―2M)+AgNO炉lOM) 由蘭 lこつい"', 30 i;}から約 1 日の放詈蒔聞I ：：: ：如ム（が10-3rvl) つい勺謂べ｀たとこちJ四瞑差叶範函和団池
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し厄いことを扁切た。邑 1:: N双I) Ol 吸羞 Iすp H6~7z‘') 2 0 ，吃g以上のシリカゲルカ’’’
あればを董的があることも謬誤•した。共届 4 ズシとしていくつ力‘這」につい乙検討
L たとこ 3, SOiえー(0,2 t-1),江(0,4M) J N03-(0、位）） Lぷ(0.02M), C訊o.02M)
uo.2.2+(0.01 M) Iむネ 7゜＇リニウムのJJふ着碕 If万いが｀， Pば（o．心M), Ai..3+(o.o2M) 
（むゆ(VJ)の吸着 1：：彬瑚と与えるという甜屎を得た。
麟ヽ・リウムヘの吸着：ゆ(/1

疇棗ゞリウムに可ず 3 吸羞禁動ti 2 図（こず、 ヽ
す。郎IY)が記這応｀懇衣的，：麟）、＇リウム： Np(VI) ` l ;) まぷ （～ぶ: : ; : : ：、 (t: ̀ :、 l50 l ¥ 1 ,IX 
1) 叩豆煤い秦佃荷患：：屠しく砕してあ‘'),

麟A オシ！こ吋して）i‘＇）ウムイオゾ翡口 。い土:ト--
5 と成着条嘩下してし，る。また Np(/V)l it J生 1 0.4-01 2 4 6 8 10 

“約 30 輝瞑わ＇放置した総良く＇）ウム [ HCl04J .. _ P~ 
尋：：/;的 lこ専す 5疇（約／5分）内 1 こ楚層的 力2OO Np(IV)、 Np(V)、 Np (VI)のBaSO4I\の哄着

o FeS04 (2xl0-2M) 
に吸着する。 しがし；児殷形成綬2 日間熟成した x N出心 (4XIO-M)
疇 Iこ汀する吸着痣窟 11 近く， 1 日辺 9後も定 •K-M~04 (4xlむ）
量的紅足着争：：至らながった。先厄イオ:;., 100 

として） しりガゲ Iレの場分と同じ‘イオシ 1 こ

つ心影嗜遺討し1-=-. PO店(0,2M)) Lが：胴l>[S凶―J::o.o2 j [SO]] 〉 [B足tJ ::0,02
(2)/がM),Al 3+{ 2 x/0-切 c衣{2x/011M)) 虎50
uoえ冴(0.0/M) はいず成もゆ（IV)が成着をも
訊戸。また NO/(0.2/vf) IJ操作仲，；；し 1

< ~ヵWp (IV) を酸化す 5 。 2) 

(3) まとめ：上託のりた着志ヒ TBP 柚出玄
(6 N HC £対よ O V(){ Yo TBP-A' シむ I こ

り分毅）をくみあわせると）蓑が生がら中
,I佳 1こわたか磨液ヰt'ゆ（JV), Np(V)) ゅ (VI)

が呼J兒暑が可疵いなる。各々が方法に対
する矛 1·'リニウムの摩急1I tオ 1表 l ：示す．

(t献）

of: 

--ノ! Np(Vi) 
I Np(V) f 

ou'= •==::. 
0.02 0.04-0.06 0.08 0.1 

aoa 0.06 o.04 0.02 
[B祠← → [SOれ

が3図 BaSO4 心吸着に対する表面荷管咋得
直訛醤元脊J Iむ;172 図に同じ）

~1 た J分別兒層活のまとめ

シリカゲル式i BaSO4計5 キ出出充i
(pH6-7) (0.2NH(i.01t-) (6N I-ICし）

(l) C. w. s辺 A叫． Ch.em.) 翌（ヽ）， 8a2
(/ 966) Np(IV) 吸着する 袖出される

(80,5%) 
(2) E.AKat,s“J ;:rAERI-IO99 (/965) 

Np(V) 吸羞し冨 吸．猪し恥袖釦れ釘

Np(Vl) 或羞ず5 吸着しT3い 祁即厄
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1 A 13 訟屯および‘中姓灼磨疲中(J)トしーす—易のネヂりニゥムの
原否価北態

（東::1.I'.'.大エ） 0井上粂． I和修

（絲言） 痢狐：：示したよう 1 こ, pH6~7 /:あ汀

5 シリガゲ‘1レ吸着法 (S法）J釦鵡 0,1 N 以上ビ｀
疇緻）ゞリウム吸着法 CB 法）， 6N 塩酸織陀 z‘｀の
丁BP 袖戸 (E 法）を E ちいること（：よリ酸住ヵ‘

がntにわたる水溶液中ざのトレーサー量げ 7゜
,'}ニウムの原直這·のサ神を知 3 ことが’z’’ で 5,
科かすトレーサー；農痕のネ 1゜ 1'Jニウ U の聘々酸
屁還狂I し：町弓紫爾ガ炉瑚らが 1ゴずるとともに，

｀らの投楚去の約祭への遥i用社：も明ら力‘にす 5
蒻t'輝訊r=-.

ぽ貌） 種々縦化是知叫註下辺酸紅お＇
ょが放置畔間を知1'.'..,ざせてネ 7•,') ニウムの詞料殊
虹謡製しJ ;:.れを上記棟距紅＇訓べ＇た。枚兒時

O 2. 4_ 6 •-_ iH. __ 10 12 碩篠条件は前報ヒ同様 z'• ある。 l,2) 

沈ぽI キ7•"}ニウムの；糾ば能 （純果）（ 1 ）酸化遣元剤のない時：脱報のデ｀ーダ

さもすいるヒ， 卜しーサーぅ農度のネ 7゜＇リニウムの
蜘疇r屯痘応喝'i.) p)-/に対して矛 1 園のようになると予想ざれ 3 。靡中の
咸線這棄の電泣知示している。釦ぃ星元剤がない場合に 1釘ネフ，ツニウムの原う

膨澤這条の贅雅 I: よって定められてい 5 と思われる。ネ 7゜ツニウムを釦·疹磯
を過湛索薇と硝酸を坪えて薫祖窪し｝幻羞がした時にはキ 7゜、') =-ウムは鯵fこ
Np(V) と店っていることが｀ E;釦＇扇籾られた。 もしもこれを乾虜也ずに過晶素酸が
残｀ってぃ謬厨＇うちぎ'), 1N 過塩素蓋：：：とがした誦 I：： ／丸 E法によう祖l 出密lei
約'10 ;,-;; l::ほ＇九 1 呼間悛 l こ l3約 70 °んと乃った。印這発濃碓中には Np (VI)が｀て＇’
ぎてあリ）酸l炉r z‘．徐々 l ：： Np (V)I逹4tしていくと危えられる。 . 

(2)Np (VJ)の生成：-t 1 表 I 二 Np (V/) 0 生成と A麟 I：：ついてのデータを示す。ゑょリ
わがるよう 1 こ 1 kBr03 によ 5鴫と速度が返いこヒを除ぃて 1むいず｀い訊蒙をもち
ぃても弱痰荘て＇l／ (VI) を容易 I講尋ることが‘z" ぎる。所が｀、こうしこ調襲した Np(VI)藩
液をpH6~7 にすると， KM心J NaC[O2 を除ぃ乙ゅ(Yl) t l忍元口れてしまい）脚I）
叫應濯将ガ｀で芍いことが｀秦の力半が：示さ1/'t Z~I~ 。また，札p (V) を最初ヵ‘ら
pH6"" 7 z'' ゆ（VI) I::蒐げる場釦 laI N叫 02 t這釦＇）麟 kMn 0クまたは
（叫）2麟＋ AgN03 のみが有応＇窃 5 。
(3)Np(IV) C7)訊：ね戻 1::.13 6N疇戸 Iす 01N過滋素酸が｀，0)各屋豆I 澤ヵ
が‘示してある， 6N 塩酸ヰて'`IJ 1-/2互 KI, FeSOぃ噂ゃが 1:Np(IV.)店つく＇））
N2 /.I‘“之¢星元速度（ま逼ぃ力り最終的に lむゆ(IV) を形灰｀す 5 ことがわ力‘5 。み 0z
についてはS-0 ゜C zｷｷ 1 5 o 分習ぃた試料 lこついて吸着手が｀1岱＜存っている。扉康0)

1.5 

10 
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s
1
1
0
>
)
3
 

0.5 
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べ0d
N

-44 -



~1 表 痰I釦沿立中て｀‘の Np(y/)の生底とヰ性潜液ヰ z‘ぷ Np(VI) の怪酋：
E 法による抽出寺（%) ぷ去による吸着幸（％）

毅杞刹 0,1NHC[Oぃ中の青争置商間 pH6"'7中の青争置命闇
5-10 分 30分 8 Q分 70-30分 60~90分

KMn.04 2 x/0-2"1 100 100 99 

庫）2泊 2x/訟＋倍NO34x/54M (Np (V) よリ出発） 、 78 100 

K2Cr.z゜7 2 x/0-2t1 94 99 9 9 8 6 

NaC｣02 2 xf0-2f"1 100 100 99 99 

（后1 じん祖t‘, Np(V) がら出硲した場合卜→ 2? 31 

Nl,l('J!.0 0.1 N 99 100 17 I 4-
KBr03 2 x/()—.zM 66 89 99 I午 I z 

が 2 辰 釦鑓撻印i、17) Np(/V) の生成＊
B 去（：：よ 5 喚着幸（％）

還元寺」 6NH('ル中の静置呼胴 0.1NHC£04 カの静置埒間

30分 150% 50゚ C150分 30分 150 分 50℃15()1jJ-

なし 6 6 13 8 1 1 '7 

N叶/6CR-.2 4 lC /0 —2M 35 86 ~3 3 ク f 

出 02. o.6 衿 91 9 1 1? 1 0 1{ 8 

KL 4-x/0-zM 9 9 99 99 

0.1 M 1 9 13 13 

FeS04 2 x 10-2 M 9 8 98 97 85 g7 73 
0.2 M 98 99 97 

* 8 去， s~恥吸着揖炸角：：： ／ょ裟比蝦元削環度は 1/51こ稀彩こすれてい 5 。

知 Iこ匂衣を通用したとこ 3 'I 7 ％吋虹浮ヵ‘＇腐’られた。 こ0) 4直 lJ Np (IV) についこ
“直 (80,5 ;io)に比べ｀て買蘭：篇•ものて＇ある． この条件がNp (VI)が佳·成すること
（口奇）え店いのて＂， これら0)昂節 r籍謙 l'J:おそらく過島頃「の形成 1 こよ 5 ものて＂ぁ

うう。一方 0.1 N麟景疲ヰて‘`l丸 これ S の樅力は 6 N ti酸序て'`t7\能力と著しい
邊ぃを示して否，）ノ 0, 1 N 過塩紫酸＃て‘｀ネフ゜＇リニウムも還元しう 3 の 1ょ FeSO4 の
叩‘｀，その杷の毘迂J Iすいずれt逗元力が不足している。
噸諭：卜しーサー暑のネ 7゜＇リニウムの原弓価萩懇．（丸t 1 図に予測された）疇謀
継とよく一致している。店！し，後填還祀和1 (/)うち， Jヽロヶ‘｀ンを合も舌のについて 1 よ，
乞り瞑衡珊偲む麟の環憚疇ぇ 5 と結千のくいちがいが｀庄じる。また珀0え 1::
ついて 1よ過蒻jし物の形成のためt芳え•られるテ‘‘ーダの簾憐が‘みられた。
（む紅）

(1) S.Aい如(I J. 0．ふ‘が必＇んノ Z 芍4年ゎ冗、守巫必屁J励グ必c cんe加功り＇
叫． 5、炒It°-S~I I. l!.芍'a畑⑰ア叫心t必． (/'1 73) 

(2) A.I. Mosky也ぶ…7?砂ocん叩，J旦(~)ノグ00 (197/) 
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1 A 14 図訟rbe4 Anji,{,/ar Corre/a ti0ん）くよる化啓玖態喝一
究 (II) 盗液中にお lする ”2 乙， IS4Eu t淡加化学荏口噂
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定
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釆
て
汐
ゞユ 0 ,,ll Ci,）冴らえた。

汲良z テ｀＇ータ絹称こ
渕文）す望溢.2/OC ど 3/°C

で'Iゆ゜弁度が勺 □ 日）日剥
史を行冗·った。

' i--------f 
L A 

9 9 - ,.  i 
,.T.  • ---

、.!----
-

J. 

• 39ーC 

0 :.z.I,c (8)'“G4 

40 ［出0％Cacla1
即．乙ふ和各灸乎の）心が辺＆え？し此必或度、゜ク

メータげ） m司竹；（ 0) ユ{C, (A) 3 ／゜C

゜ 2.0 

ふうゆうさい．かしばか改·しおかわたかのふ＇
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I :Zかは 3 ~e.アをゲ9ート）こして科られた＇夕もれの 9紅如v) II(3 也V, I 如 Otf也V

ピーク｀l 咬4 (1) /oo R 知， !Z? /l也V ヒ. ~)(/)面殺あら 1玖2ふ？17) /0~7 みv ヒ゜
ー）を使用して今くの 4蒟坐 I司呼計数を及 L-j I ぎ下式，）：もと一、，て”ね，ど/.J"乞—よの

('{ (I ユ？i）小9.

心4 = ('{(/ 0 成） I／0. {I) 
/{(/If. o ft)ぼ0‘

必m ＝パ（（（（ 3） I" ゜· ーー一ー（え）

翁籾即蔚急ハ゜うメー） （o!.)を求め人なお椋牟'l l 
もっ7..楠｀正した。

〔鋒呆渇滋） p A c.の濯論Iむ (3) 亥て表あざれる。

W(0) = I -t-命Q2 月ュ B（年8) ＋仕ふ Aム Pム（佐())

釦: (4-）式の板灼ね。
ol. =C ・

て浮ースペク｝）レのヒ゜ーク比を

----(3) 従って以の

げ紐心紐A“-- —ー（4-)
じ紐Ai + GふAヽ， こ.,.)こぉ、、て．

A““2 , がく凶，手た砧、 A2, 瓜， C Ii系 1: よって｀素応あ C} 玖，以の 1立）が該
“｀；雌 L て心滑成する。 Abr久炉m. 0 炉忍叫羞こ£ g、l ）釦和お）f 3 ：鵡裏
係萩位ば（立（¢)式t表わされゑ。 年＝ ( l ＋心む）-,

入A= 3人（和1)[4I(I+1) ー北（知I) ー9] ·心・てe
fo I). (2I-1)2. 

----(匂

--.. <..f) 

てc)り紅 1初司叶仮

這名す 3 ものて＇，主逗勧）こりリオ愛iLされふt (/)℃先えfくゥ易令，釦t (1))こ比叫す
3 。j I Ji Cuf..,_水疫液乎m虹灼臼G”必の叫ュヽ砂〇ふら拌々),永むら
ていった西合•(/)鋒釆て•あ＆。一紐Iこ水て・稀釈した複合，戒 Iょぅ溢度の):..号：姜）；劇灸
畔叫が低く庁＆，ぞれ）叶悴詞幻汀舷疇かくな')c)__1直がい＜なる）まっりで
ぁJ. l かし）日からわかふオ是バ刈屯ぷ衿え以J:: }芍赳犬麦釘（て、、 3 。史にク．，＇）セ 9

ン和絨ふも 1諷¢支祝ぷみられた。）釦履浪硯戎疇い印いー< / i直
）て穴 L て＇噂;J_)~つりてプロ d

‘7 1ーした崎•Jであふ。 (A) ばグ
いいン）K活淡、か伍或を支え
て 3｛ c゚ とス／゜c て汲）もた仕泉
てへあふ．祖夏味紅桑ぱ，
(A)(8)両考以紐印渇 I`.f午

疇てミニてムが戌い浮鈍

f5 Ab守ん沿にい麟叫
註正＇き K 、 9 ．或 II叔什雌
程と乙＇）ま.z I翁団の水ぺ 4 オ 2. 2.
ンパ虚ぶー簸の米漆淡！凍
して米のナな、，ピころて凌訟
l 巧の対祈，ヽ｝fによって、セ必勾 2.0

釦L晃をもたらし／蜂菜的
這算応支秘履こるfむ
炉られふ。 釦．

2.2 

2.0 
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l A 15 中社手應射し｛＝酸化 I）ケウム中に生板しt：：トリチ、ラムの此啓的
洋働
（凡研）エ藩悼司、 0 If]中吉方右，天野魯

1 ．制御和試合炒t対象こするトリケウム瑾殖 7" ランケヽ｀／卜の研戻に;J,,ヽヽ1..、酸
化')'t、ウムをイ辰補物咽とjう設計邸姦＇）があ 5. 7’｀ランケッ lー餃蒻珈贋，中に生f1-す
るトリケウム拳庫h の解胡釘今役の叔融合妙 l古1 免研究の共程i L 7-俎象な課影••あ

3 乙の l釘夜に立って、酸化 1) ケ、7 ム ‘L 2, 3 の 1打連抑惰の茫中'f生｝懇射と灯がい、

その I- I) 什ウム堺俎h ど、］知斥 h呼澤q;里、L うジ｀オカ" 1、グロマ lー／1" うフ；去によ＇）追闘し

えられt捻県 E 第 I 詞旅射犀謬直なにお9 91 ス枝告 2) した。今 I~,j、所夕化リりウム
,I く晦｛ヒ 1｝サウム、 考碗リゲ、うムり三雑<1) it.合和 1 こつき、 一ーの研究とさ 5,z 追め 5‘{.

1 もに、新たに傾餐介，枡計によj挽1 足ど行ナjし‘、化，茅莉i uJ I司；t'Lその葱絃組、閾虚，二つ

さ象If L ヽ、知見も加える 2 と hI•’ できた。

2 、沢，唸に使用しセダーゲ＇｀／卜物惰，限、射法， 照射後の加然 {lI i哩立、， ラジ＇オガス
グ〇て1- 7" ？フによ 3 Iーリケウムラ見J足法などの詳細は、いず礼t愉載i:'.. I司i茶 1'• ある。

すなわちターケ｀'/卜物傾、l l..-1 ` セラ、ー／ /) f．i、メ Iレ'J.1、L 製品、 三苓舟、うカエ-f I<:.I"ｭ

岳:t (MA 'P I) の試ィ舟品を用ヽヽ、 それそ··礼盛厄下て＇｀石英了ン 7’lレ）： ＃1 入 L 't'J K 

R -4, T I くイ 7屯的L で胚射した。懇射＇（灸アン 7° Iレ中に店在す；氣仇或分，懇射

肴qーゲ ••I 卜物惰も琳斤’下t"加熱 L to乙ぎに発生する気体成分を、へ＇）ウムがスを
嵐 L'. 1..ラシ‘＇介力’'7、ク 0 マ lーク＇’ラ 7 晨晋に毯ー＇）．、 トリ 4 ウムを含むィヒ労雑の分細定舟
を行っf:.. -方ダーゲ｀・／ I- 物問乙熙射肴ターゲ、．／ I- 物質qーなp /:つ， ,z 、嘆脅分析

広，： K る現ll 足と 41 ？た。 日立忽作所黎蘭骨介枯計 KI1u -6 H G 、{_その甚捻拭粁卓

7'--表匿ヒ和1 1利して、 l団体拭料と測足した。直枠尊入式によ；国体拭料の惰骨げJf；公

）ま、か1 秘う）に合しされ1..、ヽる。 この鼓置に専咀の応茨溶器中にケ骨（／，，，，1 ム／、下）の

甑料t採取して現復 L t。 H2 O-f 1i Cu_,S 04 rl2. O t基率物噴乙し7..瑣，1足 L 、i

、潤 1 以下の I団体試料も用,、七'Lき｀ ；包 CA臨ON 邸D HYDROGEN II如URITIES CONTAINED IN THE 
骨的＃和1足純果力1'’ えられる：：とを筑認、 TARGET MATERエALS

し、 この力立、と糾用 L．てターゲ｀ッ 1、初
Target Content、も (w/w)

惰中の水咲含布骨t寸＜｀めた。 carbon (as Li2co3) hydrogen (as LiOH) 

3. 憤骨介析汰によっ Z えられた紬
Li2o (A) 4. a (24, 7) 2.2 (52, 8) 

果を前辛[z’‘ 南長告 L t放射 4t法によン 2 (A') 4. 7 (28. 8) 0.3 (6.3) 

i...られた丸舟含骨t合せて表に示 L た。 (B) 0.5 (3. 0) l. 6 (38.3) 

,K 酸化，）分ウムよ、よな照射：肴酸化リサ
(C) 0.3 (2.2) 0.2 (6.3) 

ウムにつき、直将拭料尊入しを、によって LiOH o. 7 (4.4) 

とら礼た水令今イオンの項II 定純果と 1可
Li2co3 0.2 (6,3) 

1 に、子、した。 ：：：の 1団から明らる、社よ）

に、？k 破化')サウムか 5 ，ま、加杞が盛九 * (A) メルク元i I (A') メルク屈級品! 600 

にし七が、、 2 段階に，l<. カI・矢われ；。 ゜C, 90 介加愁 (8) セうッ ’7 ，団（C）HAP I 

< t‘‘う仏うし ·1：：十Jかきち吃‘‘う•あまのび 3 L 
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最初の水 1ょ由線（o..)'l (c.)の比較））、ら、糾晶，（＜によ＄ものて．、、 彼の版成 1 i ,k 酸

it,}サ、、7 ムの附紬にも乙すくこ、{. hI•• 確認さJL t。 'k 醸ィヒ＇）サウムの噌薙 I:I.
2 L; OH::::==== L~2 0 + H2  0....  ••••• (/) 

及J危に対んする。中，ft ｝胚、射 L f=酸化＇）ケウムからも、加免によ 9 て 7k 令｝イオン

の放出 /)1·· 観現’I う礼 5 (b) 。 この過 45 1i 3 60 °CI：ピー 7 e.、子、 L. ,/く穀ftヽ｝タウム

の辮紬,:ク•t ；ヒ・す 5 。 一方前 1月まt｀｀の彼告 3). 4)  1.‘` d月 5 カ、tj,ように、 うジオガ'7、クロ

て 1｀グラ 7 シ去によ＄刻走蛉県かう、中 l} } f．ぞ射 L た酋2 化 ’I 'tウムから気祁への I-)

ケウム分紬，i、 360°(._ 付近/: t.o - 7 を肴 L 、人昴令グ1•• コー Iレ 1、" 1、ラ・ノ 7こに捕‘荘

さい。すなわち酪化＇）りウム中に中社ふ胚船t‘仕狡 L f: I、')今ウム/21、 L; o 丁と
tJ')、加登砕 Iこ,-j, (/)l'.'. I司救の及允て気祁 I：介紬さ孔た乙忍之こ才循 L ない。前

穀t｀手9文告し1： 3 - Iレ lヽ．、トラ・／ 7・，：柚‘乳され 5 ぶ分（図 2 灸熙）、i |、＇）ケウいk (、­

::: 7..-l1 あ•そらく H 丁 0) 'L I司足 L'- よ｀｀乙芳之ら礼 5 。
LK J:_.の綿果から、中付ふ胚射によって殿化，）ケヽう L、'f，二g成 l t|`')分ウムの芍

倉h,i級式的，：次氏t`‘｀子、ざ札る。

T* + Lt-2 o [ L; oH, 

L; OT. L;oH (C.) 
250~400℃ 

大部分

LL 2. C O』= Li o 丁
---—→日 T 1 (H3 T, H TOｷｷｷ 

日 TO (d) Lら 0 (C.) + 

- --•T”__ l -

(a) LiOH 

z
 

(
Sい
H
K
a
i
a
v
u
←
H
g
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5
)
i
い
H
S
zg

N
H
z
o
H
O
H
+ 

ク

------ー→
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---/ •「
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、-—·

—— 

200 

(b) neutron-irradiat<,d 
Li2o (Target B) 

ク』
_,,.. ク

ク

ヽヽ·

//T  

グ

ク
/-ｷ  

ー／

(c) LiOH•H2゜

0 10 20 

HEATING TIME (min) 

ロ
眉

{

ｷ

 

＼／／／／／／子----/----/----/--
400 

-,200 

回i

100|三→一—r-っ---1戸←=7

/ 

C0'10E'-SED >'MCTIOS 

04  8:o!-/ HTO 
゜• • ~ 100 200 ｷ,oo •oo soo coo _.100 

図2. TEMPE邸TURE. ('CJ 

4) 迫ふ；J A E R I -M 55 02 (19 7 3) 

2) I記；第 20 国放射ィヒ労計論会(I976)

3) I 叢，田中，天野、、第 1 印ヨ欧肘化学

討＄船会 1 日 I 7 (1975"') 

4) H. K 以do ふm4 k、 T4四d. ka ; 

Ra.d, o c.he """-ｷ Ra. d; 。a加.e. Le在e巧

(I "'17 S)  23 (2) S1 
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1 A 16 中／m-照射 L t:約ヒ＇）ケクムからの HT o 11)滋難，：：）灯す；筋ガ
涼

（原 靡そ，東北f.*'k) 工叢悴乱ャ 11、オょ 正へ90ヽ甘中告九右チ
衣‘

ィヂ又舒成，天野ざ虞I 芳篠“
1 別報＇）（中，i豆阻射 L 七醸化 Il ケウム中，：生成 L t:. I-'} ケウム<7/ I,ヒ学号 M)

にお、｀‘て、 酸化，｝ 4 ウム (L し‘.2 0) 中に生ぶしす：：トリケウムの介紐絡•橋 1こた、、し、

,K 醸ィヒ＇I ナ、、7 ム (L,` O H) の熱解條反ん｀ L 同様に、 /- I) 今ウム化しt: L 、`0 I-I AI' 
鱈紬する：乙によJ Z 、 HTO( 丁.2 0) が追裔且さ札j t方えてよヽ｀ことを指摘

l 七。 しかしよ＇）直特的'1.... a月脩な綽果が｀こられ； t期特ざ.IL~ Li O T 0 /;!.:靡Iijえ

んの所況 1列，i fよい。このために 1i司ぶ、＇）の骨の I`') サウムど取扱j'伍母かみ 5 のこ'’

恥gな‘笈，験給開と） 5 じ 1i.,.j各ヽ叶 1:1 !.瑶す§。 甜i: L ら 0 中に 1よ司ぶ＇）の水表 61"&

まれてあ＇）、 ｛の苛勒か’・ト＇）ケウム才勧 I：影瑚と及は'`す、`t t十介f悲う礼ふ そ
こt` ` Li O H, L i oD のぞ餅紬及九と訃細じ判定 L. さら 1; 中＇）、戸朕射 l た
L ら 0 の加然叶 1こ、 I材4本拭料から翅負Itさ札る I-') qウム，，，沫勧と鑓tJr L 、 ：：の及た•

級＇J翰七硝 5 か 1こしよ） L 試み七。項の塩につき、確骨介析巖魯 I:. よ 5 利足もだ絶
L 、中性｝裸射 L t L し｀2- 0 1: 11."l 1..て 1i、うらに淑丘‘加私 ~I 理法によ 5,r,g？とitった。

勧 h 浮（ぅ、？府乳によ')、 L l, 2 o 中＇ご 6 い（o/\,,o<.)も L < I よワ Li (Y1. i m' o<)及

J応'1．．サ成す 3 トリケウムの』t労挙勅招哨の／助乙したい。

2 、 哭，印）利、｀た試粧 1ょ、メルク、f.L 製 L i O H , この＇史，肘兌のた2'] 1:. 詞愁し 1こ
Li OD 、 三菱凡+ h エ党 Iく k,『土の試ザ、 1名 L t.2. o q三え會 z• あ 3 。 L,-0 D,jメ、レ

ク、f.1 の L i D( f沌／危 9 8 %)  Z l1. S. D..il のI).2 0 (濃蛉J; q9. 5 %)から、

知、下ど L i D + D.2.0 --;, L ; O D + D, の反んによ＇）団急した。乏；；孔t紛ま

と虜を中l."加熱乾揺 L 'l.｀｝，験に使 I~\ L fこ。彼暑令析の為果、 日／ D 比,jあよそ

D 、 os ~示しt, L し‘.2 0 1よ入ケ叶社なわぽ中t ;; ｀乙t，狙純J没のtのど、 その匁希
含歌は 0. 3 % 1,Ki :5 舟,;t o. 2,% があった。まずそ孔も［の試料につ ’'1 、贋
骨げ直、によふー逹の＇児島令さ拭みt c 應骨令沿叫よ釦、 日立 RMU- 6M l:rて．．、咆
テ衛堺 5広によ 1 、2.o e すの A オン佑号ビとら札j H.2 0 十（ヅe = /g) I 
D.20 r (m/e:;::20) の忠 h ＆それそ'JL現9ばした。 児．も合の 1 、 I Iよ 1月体試料粒京t

直蒋扶料導入裟晋 0)五尻泉客恙，：：オ糸取 L 、この皐入躾匿の加登凋贔狂I I司 l 7.、淑
r1‘ 下 (5)(.. IO -6 トー，し）i.'2 J-o,,..._ q. 00°C ，>'.I CJ一定型力に加熱 L ， そのさヽヽ

観刻さ札J H20+,D20 ャ のt: h どそ札そ｀北虻鋒 L こ、 その合が1 ，変化 e 戎｀めた。
出 0 吼ば、 C 以 5 0 4 Iiぇ 0 (C) 主竺今 C以 S O 4- (C)  + /-I 2 0 C g)の及

J:c t甚早にz:')、この反）応で近離する l七 0 e..瑚骨介莉汰 z" 測定 L た。 ご6)さい
詞料舟 1 の 3 L,I、下で出 0 十の全出カガ＼’‘、 C 1..1.. S a 4 Hz o 0 會骨:e'.. tt.伊II訊在にあ

3 ミ乙さ碕認した。

一方諏Ji.'加然I巡直麟ば、別枝あ、にな昨年の報告ユ） 1.｀•も一喜託述さ礼た方：：広t'あ
< t‘ぅひろし•こ I式＇や L すすも・ 1こなかきちそ｀う・し‘ざ｀わく＇． A ぞう•あまのひうし

しぶかわ七かのぶ
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3 。すti叱）も、天英アンアルに封入した L ら 0粉末さ、J Rl<-4 1':しく Iま．J R R 

- 2 も刺用 L Z 熟射 L ，梱射後波五、下(Ei" XI0- 4-トール）が 300~ t;- 0 0 Cー 

内のー足灌）度に言尤料も加熱 L たとき逃離す；卜＇）分ウム？kど、コールド 1、うッ 7° Z'‘ 

柚集する方立、であう。 コールド‘I-ラソ 7゜に 4圃集されtフラ 7 こヨシをそれそれ液体

シン今しーション計玖広 Z'渕定 L 、 卜＇）ケウムを定咽 L t"。

3 水酸化＇）今ウムの；成元靡温加熱によ，て、 2L i. OH(c)--—ァ LL`2 0(e) 

+ 山 0( 〗)式によ＇）、気相中に遵薙さ札る出 0 の経IJが知I::. 6ヽら、及ん·患

）団も；た式によ？て求めf：：。すなわ古

伶＝ 2 . 3 0 3 {。 1 0 0 
H, 0 七’グ 10 0 -X  

t t：：、し、こ：7...‘'t Ij加熙峙周， x,註廷紬 L た，1<.. の目介率乙する。枝軸に加然時向

t t.')、応紅：実験1直から求｀めたら ((00/100 - X,)の（色とと 1 、 I団にオ、 L

1：。 1犯の綿泉，ょ収、、直絨杜豆 L 、 こti)及 I応，i -文及た速匁式て｀｀説明される。 ＝の
鈷乳の Arr l1. e 九し｀止 s ?t。しか 5 、仄た述乃＇足玖と茄 I・＇•生J,L エネ Iしギー hI• 主‘めら礼る
。令＜国杜 I こ L 1.、 L i o D 1,、 5 珀維す:S Di O につきえら礼た店黒と紹析 L, 、ヘ

火りI" L i O tiの Iなあ、、と同様に一次反 I応·建I笈穴｀，こ L たが•)、ヽ乙と確認 L た。 そ収も

礼 O'い，験りヽうとら礼た反（如·建凡定蚊と表に、T、 L た。

一方中社ナ朕射 L f.: L ら 0" お頃等盈加熱に件，て、気雄 I＝遊蜘さJi..、 コー Iレ Iゞ｀
トラッ 7゜遺‘集さ礼＄ I` ＇）今，ウム 9K の骨0)瑣II 足綽果から、 このノえJ危力,..一次／え I后．速｝］

式にL. teが、‘、その反I屯i忠及足玖'l- L Z 、 東 I：丁、しtこよ）な他＆えた。

三雑の復 Iこっさえられ在純泉，i `、必らす＇｀しも1li1位体効果のよ）な糸続的な名之方

1..`‘競明するのに十分でないぶ、須,,足椅A の伺上と目指し｀さらに検封中で＇あ~.
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FIRST ORDER RATE CONST邸TS OF THE RELEASE OF WATER 

FROM LITHIUM HYDROXIDE AND LITHIUM OXIDE 
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7 3 
8.6 x lO'exp(-28.5 x 10'/RT) 

7 3 
3.7 x lO'exp(-27.l x 10'/RT) 

l.9 x 103exp(-l8.8 x 103/RT) 

i).I叢田中，デ、野：第2.0 回放射

ィヒ 1翠討綸会 (l °t 7 6) 

2) エ蘇， 田中 1 天野‘、第 111日放的

ィヒ位計論会， 1 日 11(1 "1 75)
10 13 

TI匹（叫n)
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澤輝） 瞑躙争 o如I ［創也

1 ミ小ゎ涙詞応‘ら惰麟刊；直収，1, 1団訊？ボ・ 8 が化が賛q立杓
v‘ ぅ伸々枡い·行 rJ. 1-h. W 1 "'~ •. 2'3S-lJ "l多會該な記', 5 3 卜’J Itウム（ T) ~虹欲
卑ビ／l叫白・応し非箪 v、小さ、｀が，今｛い扇守＾噌匹の［化，更い 1i鯰麟組
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ロ・（゜⑰, IA. ぺ V 一つ l‘l1反免？l.- 1• l✓ に多1 入 VC:,., II ぢ ,J RR-4 1し• LO 伶．
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”t叩／年、囀 I 、8XLO, '1muも，釦h ふ·
墜訊ァし心這をク／I 召噴い，れ出ず久tヲジ 1 がス 7 P ベI- 7しう 7

1.ー（ゲ訊レ氏．し？心式糾遣l 1 いえ 1 如念沼 lべ埓J-.. V' 砕（如 n t〗昂i恥烈ンぃ．

和塾に（知虹iか?- ~ I/ い7 バ叡 11-々ぺり 1 -ザ知ふ丑曼心，／；叫ーえ
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ーン~ V fウン 7 ー（＜ふ'1 1鱈 T ＾憂t永めら・
3 卜 l1 ケウム～紅．
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0‘ ら 1 0 豆'c... tし煽疇 l叫沃 1戸畔．し幻鱈ふ小 l オ謬畔直:J...VI.な 1 。
紅叫和オやり了ーり双惰直叫． A（) K S ひ＇（屹勺は違 (O.5~ l ＿企叫、I年） lベ
碍ぅクp吼這こf、虹T, 、`-T しも込汀詞しぃt:.0 ];tキ 1. i叙町＾ rわ
な，祁忠に'- 7 ~‘ー和、盆術1 パ広<J:-'I l :1-V 'l.'●，， 0‘-,, 叫しで ぼ考蜘叶羨ぃ 5 るも
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1 A 18 芳暦族加し瓶ン酸 l) 予ウムの中小庄子照射
ー丸重7い影響についで一

（東大'R 1 也ンター） 0大橋厨雄・森"I 向叡

1 6L(')1.,(f,.)出反応‘て‘庄戒する反殿水素原子による芳含族化合加トリチウム
化の研呪の一瑣ヒして、トリチウム原子のエ弄 IL や一の状態と苦香族化合城］叶鴫
あらい,;t核門の卜＇）チウム分布との関係について知見も得ることを試みた。
頂類の震笈の名も暦酸 l) チウム重水痛黍じJ:r:- ::::-1 レフ゜日ビオン霞）チウム反な

2精翫濃度のフェニ）しア 0 巳オン酸リチウム水痛文に原子炉和沖牲子を原射し
て宅息奢夏）千ウム及乙‘•7 ェニ］しフ°日ピオン酸 l) チウムを卜＇）チウム化 L. 氾包、
暦魔）予ウムの特暦椋内の卜 l) チか這布、フェニ Iレフ汀］ピオン酸＇）チウム叫且＇」度直
麟愚危該内のい）チウA分布に対す謬またば重水の影響と検討した。
2 宅も脊酸リチウム豹IO:i / 7-匂，5",J I 2.S-~ I/、 25}) 0.625, I O、 3/、3芦
謬』の直和：：悉かした痛液と芦二］レフ゜ 0 ビオン酸リチウム 3./011 及び｀〇｀ UI 'J
を 25仇の水に；知‘した堺疲紅同製し、それぞれの 8叫惚五英了ンフ゜ 1レ K 入叫
10ーに出｝の成圧下で2 回脱氣しf-:::のち、同戚厄下でアンア）レも婚封し、i 1/] ェ
二］し7゜ロビオン酸 l) チウムの北合に I ;tその粉束2.7万鱈英了ンアルに入収， 10 -4
如日1 0);咸囮下で‘アンフ°)レを燎封して照的試粍とした。
これらの試料ば、江券ダK厚廉子ガ研呪酋の原子炉TR\GA HarkI （ち x10認如
sec / 6 時吐）あらい 11. 日本廉子力訊吼酋の原子灼JRR -4 (3刈 0'3.,./c匂
Se(, I 10 分内．試料;/I 3 のみ．）で｀沖雌子呼射左行i-rふた。熊射後，水茶液llJ試科
は水を加之て一兒量とし、石免酸酸雄 1::. したのち兒息．危酸あるい ,17 :r:.-ニ 1 レ7° 0 ピオ
虞をェーテルで祐允、し 7 水屑と分綽した。国体のプェニ］レ7° 0 ピオン酸 l) 手ウム
叩場合にも水魯及とし 1この万硫殿餓l}生にし、塑難したフェロレプロピオン酸とエー
デルで袖忠しマ算離 L た。柚出した茫も店酸ぁるいはフェニ）レプ n ピオン酸(jシ＇）
ガず）しも印 1こ力うム勺tJ_々fグ｀うフ 1 ー、シ市）卜庄農処理．昇翫去疇贔碍 l立
直緊しに一方水屑 I訂笥艤真望系内で、茎省し克全に移しオ食之らことにより即位体
効果tj:く純粋fぶ三直水とした。
文にフヱニ）レフ•I]ピオン酸Ii過マンガ｀ン酸か）ウムで酸化しマ宅信麿酸,~し、こ

れらの比放射肩恥差がら 1則紐の卜 ll 千ウムぅ農度と求杞した。フェニ Iレア且ピオン酸
から合飯し「：：：氾包店酸及む聾も危酸＇）デウム重水堺液から算綽した茫息居酸l炉そ仇
ぞ肌 r-フ｀、日モアセトアニ＇）ド、 2,4,6ートりフ‘'[1モアニリン及-z,.·· 3,5ージ‘ニト n 宅も奢
記とり核置梗訪第体に阜化しそ限らの比放紺能の 1直がら芳浴枝内のトリテウム
分布を求兒した。炸襲した椎叡化合籾の比叙射能/J.すべ‘て疲体シンチしーション計
む装置で測足レた。
3 氾息店酸の比鵡虚： 舟息唐酸叩も放射徒（ん巧丘山） ［ま‘‘重水のむレ牧

／只．香醍 l 千ウムの毛 Iし敬クぶ～70侃まで心急激に養『するが‘ぞ几J._ t..で｀ l該
ヴ率 1 i次第に）lヽマ＜すより、 一定の 1直に直プ（噸伺と肴すみ（園 1) 。また｀、、水の企
おお 1ましくにを•もりかわなおた叶
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被射記／姐も暦酸~疇祁射能I/ば‘‘重 7k のも 1レ敬／宅凡暦頁）子ウム17)毛 1レ数I/恥‘
k う＜ fiらにつ礼て．ー虎の 1直に虹グ｀く媛伺と肩すら（図 2) 。回 l 及乙、日 2 O')結
果心該料打ゞ和齊溌豆tぶり｀茫息暦直）チウムの同印用水ん戸数h\‘｀ある謬度
以J: 1-:. T~ ~と、校反応によって比叔した反糾いトリチウム原子酬重 7ド分子との衝菜
にぶ 7 て戚述さ軋疇果穂化することにより｀〔 3日］翌も危酸を庄放すみことも示し
7 ＼ヽみと芳之られら。

』]\<10•.,,.,,..J,
図 1

の2：
比

放
射

` 
300 込 0 のモ）レ数 釦

比OLLのモ）し牧

トリチヴム分加 .. 

表 1. 免息危酸のトリ千ウム愈和（芦）
霞梼号咆1k冠隣 O m 戸

* 1 11『 40 40 21 
北 2 23 、ワ 39 3~ 22 
卦 3 35、 3 41 37 22 
井 4 10 汀 43 34 23 

図 2

300 
D:i.. O の ~Iレ数

600 

B20Li.Pl毛ル数

後 1 から舟息唐棗）チウム＾分~寺牧
に対する重 7い令否坂幻扇J合が堺加す
みにつ札て、 トリチウムイしのオルト、

）ヽ°う罠飼I}庄I 'j.シ笑第に強〈冗みシとがわ
灯‘ん。 またをも危褒1 チウム/Jl守 I卜庄子
照射によって骨らい謬息暦酸臼繹
核内のトリデウム分布［まオルト／メダ／

）ヽ°うの紀立置に対しでウ勺等であらことが‘既に栂苓 2 此ていら:)0

表 2 、フだ二）しアDヒ°オ項いい）朽凶輝i（苓）
談鴫易 和訊1は比側紺 o m ヂ
杞Sl1 - 30 42 35 23 
;f} 3 訊 8 門 4'7 33 20 
Jt 5 328 I 3 50 32 Ii 
芹芳危校凡分わ釦00 とした場合

7 :t.-ニ Iレ7° 0 巳オン酸q鳴合に（I ．
側巖八のトリチウム分布 11. 知嗜在
し甘いとう［こ最も術く、 7 :r:-二）レアロ
ピオン酸リチウムの分手数に対する 7K
疇う敷疇姉ゎ＼褥加すると痰少ゴん
噸卸松‘みらいみ。J Tc芍麿校内のトリ
千ウムか和についても定も屠酸の扮今
ロ同様水か子の存在戸遭齋「渇影響
打＼｀、現わ恥に。

り N.M 。Rlk A.WA, K.0。 HASHI, TSA1To, 胚O.S1t1AHVRA, C,ん汲t. C0加が．（L幻J_。.,,_);牙11 (l ？絲）．
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l A 19 核酸構成成今つ及跳1--')ナウ Aィヒゥ廂究

（静OO 大理） 0草問崖一・巌次弘介·市原度や

1. 有桟化合知這卜＇）ナウ AイI::. ('Lit 'n → 3H+ 午o<.);!; 3 オ戎召予た。
(i) 気丘粉送管．年（ Pn) ドライアイ這莉 0.5~2>< I 013 -flux／匂sec
(ii)畔L 恥（ Si心）彗叶 X IO12.f l 呪x/c泳2- sec11 
(iii) 1繹類装星．り（ LTL) 狙~,')ウ A競 0．り～t x 10 炉·Sec

2. 肴知麟灌知紐
(.i)ウラ_;,. Iレ（ U と略）． （ii)か）ジ‘> (U R). <,'ii) 7• ヽ／イドウリジン（市）。

OH□:X:。1-\□`\-\
Ri.bose （珀）

3. 照凩拭料遭製法
(i) る英管中に減Ji封入 L た粉末可開管 一定量がKI亨象解
(ii) ネ守定州？険去 ロー 7' ー・エI口木゜ L ーダー 1屯直． 7k に再茶餅 3 日
(iii)重令恥今紺か麟． D。vJex 50  (H翌）， D。we·メ 1 （ギ酸翌）．
(iv) 合汗ふ 3 、)カロムクロマトク万フ． 5e.pk^よ～メq-l o （岳さ I 2 oc,.,_) 
(V) イオン交投クIJマトグラ 7 、 D。VJ之メ 1 （木ウ醸型） 糖哭性卦ヶ令睾
(vi) 采砥クロマトグラフ・ イy砥戦·了＞モニアフK,, 7K飽和フ．、ク／ール吃

(Vii) 比放射貸艮戻渭定．光学鬼皮— 26 0 n …，叫唆シン
4-.ウラシ Iレ 9 女踪t卜＇）チウ Aィt.

B召 1蛉軒違玲比 中性子束 仝中‘性子束 町碑 比放射竹 メ＇）．ット.......、

知 照知1紺秤 照射時間毛1\, tL 室量％

之欠C hvt 唸／mole装 亨ジ肴栂莉 ‘Li F iヽ
[AJx[B] 

置 x I 0 11 X I O [ A J (B] 

I MW  (Pn-?>') 20 介 I. g 3 .1可 4 り o.5 b o. り 1 ¥ q介 l 3 
Pn 5 日 W (Pn-3) 3 介 o. 6.Lt- l 2.1.3 23 午 0.4-2 0月 1 1'.2 I I 

• ｷ lｷ  
1包黍 He, 5'lcni “；肝l向 ;l O 0 3 I o.'1 ¥. 6 0.8 0 6 0 今 8

LTL ’’ 4 •cm 60.5峙困 l. 8 3 2 可 ¥.2 2.6 0月 0 6 6 46 

炉羞介和n 午1.5 時It\ l. 8 3 21 l. J. 2. l 0.6 5 54- 35 

5 、 ウ')ジン.,タ跳．卜＇）ナウんィヒ
I M'N(P"-3) 2 D介 O. l Lr (.2 午り 0.5 (; O.~ 3 1. 8 5. 1 

Pn 
5MW(Pn-3) 5介ス什 2.0 l n 23 今 2.8 

゜Si ix 1'{)-sm,.,.H; 研3 餌0分\n L1i--.9 21 3 1 0. n o o. I 11- 30 介． 2

LTL 
嘔翌 He,5 tc"1. 4. 0 2 1 0. 1 し． 3 0. t午 n 5 33 
,, 1-f C屈 bo、5時li\ 斗． 0 21 I.2 2. 6 ◊. 2 O l 2 + 25 

-56 -



(; 7゜ツイドウリジンの反跳卜りナウム1t.. ()内っ証Jむ令＇）正菟t‘1つな｀J。
8召 芭社が昆合比 中性子束 令屯性サ未 回収率 比放射租 メリット` ̀ `‘ 
射 照射森件 照射時間モ Iしti:重量o/。 f之．5cc nv-t だジm mole 装 賢肴級灼 ‘L•IF [A)x[B ]
直 )(I o 11 X I 0 IG [AJ lB] 

Pn 5 mw (Pn-3) 5 介 4.o 2 9 2 3 4- o.11 o 0．午 O ユ I g．午

5 M'JJ (Pn-3) I O 介 ウ ,, ,, 1 ．午 o. 2 S 2 8 f¥. 0 

Pb q o o 3 3 0 介 4.0 2, 3 1 0.f'¥ D ー  ｷ I n 34 5. l? 
s i Pb '1ｰ0} 60 今 ’‘ '' 

9、 1.4 0.052 (n 介） (3. 8) 

P6 3 5 D } 30 令 ウ ク ‘’ o.'l 0 D. 0 2。 (_ 5 3) (I. l) 

炸温平m1 41.5時間 4.0 29 1.2 2.1 0.03 ({;, 5) (2. D) 
-- -

危裁 He54ctn q 6 時問 2.0 l 1 0.9 2.5 0.5n 5 O 2 ーl 
,, 

‘’ ‘’ 4.0 29 ヽ．
,, 0. 4-0 n 5 3 0 

“ ” ’’ 8.0 45 ‘’ ‘’ 0.2 ら I I O 28 
-. - -- ---．彎一 _ -d  

LTL ‘’ 54 cin q 5 時間 4.0 29 0. CJ 2. 4- o.-to 83 33 

'・（ャ U),, ’’ ', , ’’ ‘‘ 0.4-5 5 り 26 
,, 

4• cm ” 
,, 
'' 1.2 3.2 .ー2 5 I IS 29 

,, (-t U) 、9 ‘‘ ‘‘ ’‘ ,, ,, 0.2 8 93 26 
卜—- - - - - -

t, 5m} 41呵 収． 5 時間 +.o 2 可 ¥. 2 3.3 0,2 8 I o 3 29 

,'ユ0...}', ’’ ’’ 9, ,, ’’ 0_24 l I 11 28 

• 80"'},, ．、 ’’ '‘ ,' ', 

0.2 3 8 6 20  

7. 飩料封入時逗·りむ虹戻叶曙 (s.£ 壁射．fb.3 5 0 ，ウリジン）
6 x |0又、以 H a.Io. 5時間生 01 2 "I I 3 9 I o. 110 I~-I 午 3 O 牛． 2
-3 

I X I ti、,o. 5,, ヽ·，，、,0. ~ DI o. 0 b,I 2 ~ I !.り

st I(, X IO-5, 1. 0, ，，，，、、 1 ． 40.03 (g o) (2 ．し）
IX 10-3 、、 1. 0,ヽ，•，，，， 1 `午 o.o 1,1c~ s)le o.'t) 
b X IO-5 ヽ•2.0 ，•令 9 ，， 2.1 lo 
I x I 0-3,. I 2. 0 、9,.,· ••2.1 Io 

8. 灰既広にあ 11 3 メ）、7 卜（回牧幸 X 比放射兌ぅ£文ゲ C,•メい"olJ z:描度の影響

芦介脅悉度
LT L s｣ Pn LT L 

炉羞 水塁 ト‘｀ライ了ィス 項を塩 He. 

(.~ 35 o ゜1<..) （名勺 3 3 o c,K) （＿約 20 0ー k) (ID~2 5 ゜ K)
u {, 0 ~ ーK 35 (0.95 X5介） 3 6 (0．り 2X 5 0) I 3'!" (0. IJ 1 X 1'l) 4~ (0. i O X (0) 

U R 4 3 5 ーK +.2 (0. し午l( 30) 5.'l (o.~3Xl <g) 33 (0.4-今 X り 5)

叩― 升 3 5 ーK 2. O (o.03x ヽ） 5.8 (O. I~ X. J令） 'f. 0 (0. 5 3 >< I り） 3 3 (0什 D メcg 3)

この表11 一香メ＇）ット往ぷ屯ヽ）史酸証のみと示 L'-あるぷ｀｀ー照廂時冦乱虔ぶイ旦ヽ｝

堪メ＇）ットイLが入きくな 3 。

十 ウラシ lレっ Pn 肛．店 Iな•こ北ネ最遥イ条件t｀勺｀J • よ）忘）征ぶ件ぅ中 3 箋»
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2 A 1 AB -IN r TI 0衣 lこぷも(f-t襄愛の相鍮的餅允
（オーffi) HT, C'／も T, G 均 T

（＊坪祈．＊＊肛以珂） 0ヰ困ぺ今打昌＊
戸繹グ伽1ダイも紹

1. 丁→Het ('¾—-de色1 1 こ 4‘ギ 1 て、 H 丁かり I3 HHe イオン、了ル刀ンー T か'? /J了 lレ

キ lレイオハ渾創的に生成すゐ＂が、ヽ、の相異 lくついての舒鍮的僻釈IJほとんど 2
れて v\ いー~\。項、招りば、非椅．剛的幻凱也法とifl I I て、これ h バ良イオン 0碁応択
懇のポ゜テンシ XI Iい掏楳と東のクこと 1`yって、こ 0遠 \I k 龍、明すゐこtがて 3 「く。
J r<.. *艮イオ／（CHi He.,.) "1J起幻懇、 0 訂算 n‘ り，ぐー叫絆澤ふ順起し「<t炉仄窮、
ヘ是杓しゃす ll ことがか "‘7 「く。
2 、恨イオ./J-/Heナ CH逸り芦Hetかも和這 0,r、。テンシ ~I凶紺知、碁ぷI!\裂
1 レて Gauss 閉 l訳敬（砂itteれ -baSISz), HuZIhaJか碕 Dる3), S TO-3G bas1:sf-) 
功） l I司 11 「<LCAO-$ C'µ-/'1 0 公 1-::. ,J 7 て 1噂．栓的 K 紅「く。これりび゜テ
ン／ Iレ朋線 1 J、 I刀骰． 1打穀1((JZ万 He) へ〇肖年前てわゎ r：：：：の、んぐ A 0 -5 C E 
M o `9広/,,.r 7 てうJく言f算することが’て｀さね、
`e  tイオ/)/J励起疇 IJ、 Dwnn inJ contyo. c 'lf'd 炉ASSi砂 bas;s’り：： d，ff呻

碩釦1Jtlし「冴ふt用 1\ 、名 l恥Jl) E/e命nHo/e p(!)ten1 JaI 心心，て訂算し
「く。 親ぃ‘磯遺 Iて仇 1人息疇如、 S叫en 呼f YlJ)(iがりio尺力国 l 立つ
とし、 h料濯 over必ヂ如心i:x n 2 果 后＝ ＜弔 l 毛〉....,;.fって求 nrく。こ
こて、弄チ4は親り令汲物I讃反，i艮tl)/t岐肋 1月釦’わ々。
これりパ渇/J、 H心ィオン｝肖.).克ilfJ仄 O G四5グル 7j/?J )?IKEN ｣Dｭ
TION 1;.S 7 「く。

3 棗K 、だ T幻JlJ T → He.,.n―＿み勺 l< Jフてす応、す々イオ /0分布と箪釈す
砂fl I(1j、 ol呵 l(S って＇f応す環イオパfl; n 祠マ 0 疇り木． T./ シ 1 JV的
楳t叔のクこどが況専て・ぁ々。親かりi良 n来屁択蔚、へ忍約し「< i易／合 KIJ、作艮肛゜テ
ンシ,v JV]訂手農どして，欠〇三つ Vl ゲー人が｀名しわれな。t illオー lJ． 困 1 p a 0 1直が

帳自身 n 行令肖矛離工午 IレギーJ"'}小さぃ喝／含てわ＇），tりオニ
1 ;J、 0 0 値疇／輝維 I 千 lレキーJ')夭.) 1 l 由令，そしてオ三
1.;[ 、令（及範翌Jv) 1易／命（あ々。突．怜莉果がり、 HHeナイオバ3オ
-/('｛か了 lレ1Jン— T /I)恨ィオ ✓ばオニがオ：：：y)ケー入 lて布

し工） 当すクわりと 1 葱之れな，

図 2l3 、 H丑inザJ正麟と加SiS どして用 ll 「(9升ilJ H瓜イオ
(ill) 
ー ンバ騎燻o i、•ア ✓ ンィル由雑、 1月 3 /J、 S T tJ-3>(T ；え I這

Y(X-He) 

国 1 影絲疇q ？て表．の「<CH.辺e-t,イオ，＇ V）オ、9 テンシ 11 Iレ朋線てわク。 H戎｝が
禾・テンシ,.,,レ朋綬 福窟汎てい(/くつれて ('-H 村／かが伸びQ｀がり，吋ィオンハ徐が
叩、最於的に IJ CH/ イオ ,,,..I J Sj卸空 1; ".J`々。これりy)図がり／す想魂 '),HHl
イオンはオー月＇T -ス、 CH辺e＋イオン/Jオ三 O'7 ース 1く相当すクこどがわが々。

GH研e ナイオ ✓レオ三仇ケースパ相苔すク b /l)と名仁りれゐ。、‘/I) Jう I, して＇すg"
ゐ CH;ナイオ心、 S T o- } cT ；ぇ，＜ Jれ I迂’品入ぇ．｝夕そ r(Dunn,'nJ basi5 5et 
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1.) 1 e ア）〇内郭 1 千 Iレ千一t V 7 、→と l< Q｀クが、人秤／かが直靭工千 1レヤ・ーと'Jク

t名しわれ々 rくの、す，、 7 I'. 1/ ヽ 3 (rd｀クレ Vうどす想．之れ々。 I杵卸1 千 Iレギー 4 eV以下

てJ;f Cがイオ／lm心統（分陥J;J起こさい I ぞ
表 1 k, CH辺etイオ /0 梼々 0h褪認窮とそrl)加起1 千 1レ手、一，親刃‘り”忍叩届
卦i禾す。根幻未和げ庭へ I Jな、1 6. 1 %,そして rガ＇e行／庁危j 0肋起lてJ 7 (J戸x’
すクt肱｀府へ逹秘レやが 11 ことり惰紐。 2 れり Mfl起灰窮、v） 11、9 アンシ 4 ル11fJ紺碍
釦足のわ z r JJ'てさ勺｀いが‘，ゎ々i/7分/.j CH3ナイオパ＃ん々わ 0 と考くクれ々。
表 ZI く、 HT 1 ('H:r T ノ＆衿 7 がり（あ n み和灯態へ几墨約研ギどネ d 。乾分j v)連
II I：：：ぷって余＇）変化己ず，JJジー足てげ）ゐことがわヵ‘ゐ。

』
]

叫
~
／
0
7ロ・
＼
．
＼

□
□
t
~
 

ぃ
亨
．
g

l

-

r

 一
. 

恐沼

' 9 - •••4よし

...・·.2;

m I 

~4l.SO 

1．ら―• OO 

- Y(c -He) 公

＿―-国2ー .c 閏32 HH;, CH贔遠遼＼収孵， 0
ボ，テレ乞~ I\, 曲程

• H.55 

表 1. 親i)‘り抑，＜ h 状懇、 n t長へ n 是約

ダinaI 汎afea) 4Eれbl ね4
弓yound 年山 乙 ク． 4／ク 3

fe • 2e 17. 81 P. ()0 76 

le •L/- e 1820 {).oo g夕

が(}‘→砂 21.27 0.0443 

Ja1 →四f 2J.7J 0. tJ.Z辰
* 

忍，→幼 3ク． I8 、()U7

辺，→ 7 Ct, * J5.Z6 t:J. I,iタグ

a) CHiT : na,)勺（紐）と(I:t2)‘

CHダe+, (M,f(24,}..(Ja,}と(/e f

b) lj_が起エキ lレギー (eV)

* 4E,., >エ月 (CH功が）

表 z. 親 n‘h t伐釦生応lk 態へ vヽ 差杓
碓ギ

匹rent 厄」
T 

HT 

C伶 T

OH5T 

o.695 
qJ 

b) C) 
o.5" 70 8-, o. 6Z80 

a) C) 

D· ヽIO .jク． 9f8 7 

ク．夕706C)

応f、
1) （如心／ E炉cfs oナ必cIear T四"5和ゎat,•On. vol．エ．

4) J.I... wん!tie.”ノJ. Che"'. 凩yソ星iり（一心）
J) S. Huュ，‘naj°ノib ；ィ、 I 互／o1,.., （でケ）

ク） ““hvo em(•，ib;d·ノ江，Jヽヽr (/‘f) 

刃T. H. Duh"'”'’・らiむ全，山が 3 (-70) 
ヽ） K.Iッ。わや圧t, n̂d s, IQata, Cヽ e"'. PAy. ~ガ．ノ

必， l 'I.zrr.z) 
,,1 S EKuta ん”9.9 ('I,e”'•97ウt...J...rfers

心ノ砕9.

a) ;Dunn,.nj凶sis b) j)いnn;nJ + Hu2,.n4Ja 知

C) •Dunh,9 +Hu2,.naja ーケCT 'Dえ・

本請襄＜ゎ r<'). f甲折雌； lfJネ危代
ん天和 1辻｀山弁灼＜於甜I\ V--レJり。
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2 A 2 AB-IN I TIO 法 Iくぷわ Pーー！娑度〇呼論的稲兄
（オニ稼） N flぇ 1, OHT 

頃廂） 0 屯田 尺・后田未屈・今村昌

1. 丁→ H；忙 olec弓 l< 心ーフて T応豆 NHzHe十，紐Heナイオンり恙尿仄態叩、9テン
シ XI Iレlm釦fグ）「滋果、こいり 1 sJ"し I cf`いしさわのてJ:..~ \I 核 l謂雌に 4ヽ拉砂1 ヽ
と示すが、孵離して NH/ ())), 0ゲ（白）イオンと＃し々と I I う柑知渇 rく。J T<. 
こ軋り 0 厨初起と EHP シ去 1く心ーフて訂簿し、そいとり状態ヘヵ墨町『印：：tn 、
N-He, 0-He 枯合かもJ (k  He (TS)) ill利起：：：： Jって 1主がり 1仄態へと滋易レ々
す I\ ことと明りか lくし「く。

＂は（か絲） 0 雑果こあれ也て、出免/71'- J禾 l ：：：邸禾Q`(T→ He.,, r―-Jec芍／ぃr っ

て、先虹態］禄心 60 9/4戸爪すクこと、J rく、 C-He/ N-He ノ 0- Hぷ令‘（這
} (と He (1.S l) 紅誌/(.,,1-ってげし「：：t灼利起択忽、へ C 魯秒し忍すいこ幻＂tJ'フ

rく。
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起状態、ととし））ガ7J起ユ・千 Iレギー，
蜆fJ‘り 0 渥初帷乎右と示す。
親かり｛尉涜恥状態へ 1J日す
孔 VI朽和逃灼仇な1 63 詞
s rく、 “-He 10-He 竹／命厖｝

（ど HeCIS)) の杓起．1 ＜ J 7 て

ヰ爪すね岨V!卵赴巫思へ墨初
レベ）~ ¥¥ z.とがわかク。

前椴 0 アルガン- T ど 0 柿
果かり， 7 → H；尻心（竺fl<
お Il てば．広伶分J禾 lいJわ

復IJ‘りし襄J7)糸底Jげ窮八／賢
V) 差町畔〇印l 6 ~%ノJ「<
C-He ノ N-He/ 0 -He 枯令危

1 (と He CfSJ)パ1J起 9< J ? 

てiずク格J/)み刀赴巫態へ /0

か紅差杓す令ことがわかゐ。
これりf7)符果がり、 T→ H;

¢`-Je労 eff辺/J、さ的
て痕りれ「ぐ篠ri烈』す勺｀わり、
ト'Jテウム 0 特合 I"(I月与すな
t ：クtりみ彰堺と与しゎ V
v> l 柑諭すゐこどが（．．さダ
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R(O-He)'J,. 

］立1 z.{)HHe-r 0 み尿仄射，、．'1 fｷ fen·{、ょ／四 YVぐ

゜ヽ—上
'oo  

衣 2 親tJ‘り神々y)択蔚．パ戻ヽ＼ /) 

透杓 (O f-/ T → OHHeり
a) 

芦，’心／ s tり r.e

匹“nd 紅必e

“'→ダぷ
似／ →ぷi / 

Iぷ→玖‘

似→訟

五→ クぷ

狐→“
/ C) 

C) / / c) 
｝瓜→ qa／乙6． 7/ 0.0叩，• Ja • 7a JI. I 8 ク．叩 7

C) 

み()../→辺必． 7d 9、 06之5 紅→双／ c) Jf. 15 0．辺 2`0
ノ／C).-.  + -, _,__. --,. 2. -. -~--,~~~ 

秘→和 J'1. I I 6呼08 a) 0I-I屈(/{J’}勺辺｝え（叩（奴） （屈）

a) 砂H/ :(Iび（辺）ヤ屈）牙Ia岱辺）み b) 奴C,• t幼‘on e 成芍'j (e v) c J tJ E..,) 坪（ー。囮）

b）区crt̂ 1,•On か吋'j (eV) C') <1E,., >IP(M/fぷ） ＊綬ど I司 L"'j eo巫勺丹ぅ厨認／ ene ゥy£0 と1...r、ニ

本言責礎 I＜ゎ rく＇），如以羽戸研訂勺 卓リ忍信f'v l＜府評Tn f•＜レよす。

- 61 -

長 1 親かり神/~ V)杖旬．V) tむへり
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恥ふ•n^/ st^t北 4E ,,,, 

3”“叫痒心 o.o o.6 ／忍

舛ノ→絃ノ 7. fl ク、C) /22

if.a‘’ →ダ4
I 

12. ふ8 J¢o午午

似 1 → 7a 
ノ

76, J7 <:'.0097 
I I 

19. ~7 o. oalJ 牛a →的

]a ”→邸” 辺． 75 J.OtJ76 

）が→ 9A ノ 之Z, 92 J.a6 夕8

,:) E” I,) ねィ
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2 A 3 田麟匹戸如によゐ ch岬平如metがの試み

凍北尺理）逮野：： •名原賢二·蜘渇1言

1事
り鱈） 疇校・今莉占

1 950年代の後和亨枷虞，応訟ら 1J叡濱麦糸（籾印碍，
齢碕物紅） 1-:::.::>(l でも濯浚崎，担紋すぃ覺荷釘加前片イオン碕府と
(g e dmmetey'Iを月ぃ濯知 r<。放らの用可吐枷ge 中pe~t~meter
叩i昇年source m五e磯てお l), し Nu遺釦訊t導入し，庄
応沼所ィオンI J SOUY'C.e vo如直：：ゆ l) ング状覺晶：：：J, ？姜めら¢羞易
心，碕井されなよら（こ？J,釘 1 ゐ。レかし，以れらが履ZI3,“のSO叩
叫me t応 rこか：：，一度k汎柘麟t紐繹辱とす杖知切っに。これ
直い T1 め 1く，釦 ll ねる「ざl] 少量遺劇t令物で長疇叡すゐ汀式を検
応~ 11ゞ，イオンを磁喝が分折している rごめ）冽匹が影饗げJj I 俣虹l可っ
玲操知訊1J輝心知りることがわかっ I：：：。そこそ｀，釦 1す，近和辺
しつつ叩紐戻が叫9極~a.ss :f..i‘応r `、これと如乃e 5戸ctゆ切etむk紐み
叩叫廷．このl田竜極匹外西 Iす，従来違輝l翌隠動酬心
較し <1 刊：：慇虔崎＜， vo‘ もイオンt電喝 z冴叩廷め麟伽麟項
定t筑疇らこヒ詞応ぁゐ。見 Z クを碍鋤溢如汀復可能畔~がと
名いい()
呵(I),醒、咆狂街尊にょ退硬受聰ぉよ 1)C如TO恥畔樟括該。
鐸置 y 

缶eゃ如meter直1/―-||| ―ーー い疇瓜匹叫ii応也

与芦：ロLJ己三----7ター 1ょ円筒形電極と 3 U+vosot 
皮パ平行廻釦り 1ふて図1四靱四紐浬山吋叫如eTeY 蝉慨蚤
ぉ l）／む紐吟SOO 叫びあか叩麟鱈｛：： lJ即．

メントが取i寸
らかていゐ．図(lI:::I J:,円筒彬緻極 1て泌V, 3 枚の
平行霞位にそれを＇lfl. I 界．町，／9.2ア., 0アを印加 , I I f I f f f I,'”'“‘""•.ヶ
レ戸埓の砲界分布と銀ゃースト 2裸世的 I=IT<の択 b
の炉示す・コし応よると，円箇骸愈ぬ内 2←生餃以こ
イオン1か恥軸 1-::和めら几 3孜の引漬澤心っ
紅らに攻束四\...I 匹5]如i：：導入さ訊以らの
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凶わら爪ゐ。
皿叶心厨IJ:邸し 2 平行 F 配置

2 れた皿本の円往応1 ド（姜さユcm) から
鯰されており，も叫町 b 口ぅド~ 50 

菌し，石各々に U i" VCH.>iot, -U-V 
凶哄I tf限）する。これにふっ 2 阻ter
丸濯割馘窃0ゞ即応れゐ。立）回魯 25 ---30 

輝知ょ？ e, イオ＞コレクターで集 即．G.HsoH のマス・がウト 1L­
がられ戸オンが mass {l i hr の認旬1, 入射す
ると， X オ句あさぴy~伺が1J匂怠 l該。危圧J

100 

ロぅド鴫，麟数のあ硫件のもとで厄あゐ 50 

社知 m/e を有すりイオンのみが x, yオ旬ヒも
腿されr-::配る記をも 7"這鯰切，如ilI知
這過ねゐ。その他のイズンIi X ぁダ I 1;i窃 10 20 30 40 50(m/e) 

釦倭扁讀尺し訂コヶドあが 1J管壁に捕えら 記庭艮雄輝呻線“. m氏似向這迪しKイ X ンは 1千段＝吹
電謬峰噂公、口心。
3喫底よび結果
«分解応／醍遺対＞＞図 1 吋し記釈置と用い(. I 霞う晨繋にJって得られた
閲~OH のマ 1 しスペ？卜 1レと固 31--: if.、 9 冷線）。ンの l団からわかるJ勺 l<1 マス
釘分疏げら肛る分筋喋が得られた。
“につい 2lJ囀他四4叶庫心忠置が肖枯上，記惰量にか坪つれ遼度
峰ゆ符恢がめみの名真のマ 1 ` 1 ペクト Iしと得ゐために（；應笈補正と加乞1J
叫j“ばらか）。哉々の表置？倶られr-::. 1- ~外）以椋年のマヌヽ 1 へ0 外 Iレとの
疇碍壕の有機疇物につい 2 行汀勺結果得られ、r遼屡補JE曲線紅記 I：：：示 T`
こ m 諏知用いマ補正し「：：： GHsOHのスベクト lレq釦破袋）は梗率のマス｀ 1 ベク
ト）し℃一致しtく。
<<CH3CHTOH の釘彰綬のマス｀ズベクト 1レ» QH必枷霞う衝摩を庄「c吋と同
謀厖研のもとぞ 100m切＇／血noJl.嘩の比夕叩駐もフ⑳出TOけを約臨払し＇イ
オンコし？ターに導入しtc時得られにス代外 lしを固し）ご示す。これによゐ己／e：：：：
釦<8 1こビークが認められだが全体的にカウント牧四Tはい臣遼が）に1 オン
成布以とめることi;;t C/MI C西O-t(43) Cz戌OH+(45)鴫いぷ。そ心 170| 炒 妙
，現在イオ＞・コレ7

芦］コ言： 116』ヘハ八／‘9•,
でわ?ii 9 

100 

＂炉31t 100 吋る

孔
凡＂

沐

140 

45 (m/e) 

Channel 

図S'. CH3CHT0H の 6つ象受後のマス・ス"e 7 卜 lし
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2 A 4 

（中 止）
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2 A 5 牲紅ヽれ度イ止三ウラン h‘ うの放出3 う兼の反人注
_7゜x:l /ぐン｀L "反応

（屈碕・東海） 立t1`1 飢迫． 0ヤ島幹埠

目的 棟いが遅転峙枝俎後により卸成す 3 お知•I・年 3 ウ素 l↓．厄狂和淳釦·生
国 l雑々閲題を提起 l か‘る。コれまて••この由題惰知虐すいいいが L 、
窓和、遠j，され“放射I生 a ゥ表の化豹い区和違す；玩況い1.., 豆知た。
懇射 uo1 t Oa ヤ心••、釦妥の‘39 9 0 0 ー｢ 1 召涅加柏1 }、L ` 牛 o O 0t, ~-'.JO ·c.ぉ

tt'8 0 0 °と付近て｀三段陪 K 細•t笙 3 ウ条ぶ故出され 1 。 u o追．午(} 0 訊如＂
u3もに酪化され、そ o f皮の放出 1本 1,h01 からの放出t fiる。本紅知 l這射叩g~用
いて．祓出｀ 1 ウ康の化学豹古よが 7゜~-;z I{ U 't.の反よ汎•生t諷I\~ 1:.。
直 約 3 O吋の天然紐戌o) l.{3 o, を石妥 1 ン 1゜ IV Iて多す入し．原ふ炉ず 30 分面
熱ヤ・ほ謬船すi(¢ : ~3 XI 013^/四也）。り～／0 日臼叫．試料乙して用いる。
輝装置 11乱に示す。試料11-雹知知l に入れ炉熱すi 3 亀知栢）吋釘兒ヒーりー(C.)
心 r—oo t介う‘笙湿丘叫彗頓もtっ<..,て、｀る.. x'2呉 h ぅムに li；；；呉ぃ’｀ーズ‘
(4) , フェロシアンイしカリう叫．池•I北戻(9) t克項す｝。キャリ 1 がス 1-i- Hd, l い I~
02. -i••あり，その追董 11-'f-(/4/~. "t•ある。反紺ゞ終了往．石英力うムt加熱装~ヽ h‘ う
Iげ｀ l ．吸着したヨウ東の分弁t測定す；。測定 1;!:- 必に）シレケしーシぅンり勺ン
ターt用ヽヽ． h ぅムt走査す｝争により行なう。か‘スクロマトグ｀う 71本． b OP " 
1 心 h ラムt用ヽ'. '],.. 0~ /30 つ¢ (_s- 0％心）心湿介析t行在）。キマ＇） 7 h`‘ 又 1i

He でご流量 It'l b. tJ色／辺心［ずちる。

紐系ち考象

坂知·生ヨゥ煮の滋広― He.およャ•Oュ中 1密知も08 t室温． h'~ I I 19 o •c ま 1" 怠
湿加熱 (5゜％心）す l t.....、ずれりも合も 5 ヶ 0 °¢付迩か 5 ~り柔の叔払杯湘まり．
8 0 0 °d 付迦負 5 に急漱科紐Kが起 3 。放出された 3 う表 1本公々の名9 負 1.. 、 I~
1-::: 示すように唆着位置が翌な 3 。池淫．戻 1-:::. 吸着 l f.. 3 <J表 I↓、 うジ犬 h‘・ス 9 り 1珈l
定した紐采 > qり名の 3 如’l J 4-Iv ~含た脊ft. 1 ウ緊て••あ 3 ．後．i鰭 13/l t用"‘

た文瞼切も和国が6) に唆屠ざ孔虹 Iiフ 1 ロシ 1 ンイし力＇）ウムに吸羞イれる。
またり戸う乗t 7゜口 l ヽ°ンヱ反応ざせる L` 府れ＇ 1 ウ．素（ C出 1, C2 1-id, し曲I)
hぐ生成す｝ぶ、 12. d)糸（ 0...ら）ら Hi J't. IA,ふかうの版払gウ表の系（ O1 l聞）りり
ヱを比較すiエ、表に示すよう I~ 紀多度て．．の府杖 3 ウ素〇笙成{ 11-t.く一致してヽヽ
る。さ~ 1: ．そf)生成拘の分咋tよく一致 l 1 し ‘3 。 このようr:. 0ュ｀ヤ1:·· IA. a 伶かう
版出ざれ； a ウ東 1本、約り口て卜 h ラムが吸着位甚·っ゜~ 1{ 、Jての反応I屯't.. {に．
怨担似’I2. o 場合のそれしL よく一致しており， この 3 、ぅ棗 0 化労荀 Iキ 1と ‘L 寿入うれ
i。

吹に不迄l•生がスが'•も 0，かう放払され 3 3 う素 I／｀つし、てサ｝ t.熱りロマトの吸
羞位畜 1キ 2 0 0 ~3 rJ O ·c.,n位置-i··あう．i‘んりふ沸点の條れ｀i韓杓て•あ},l危ん
5 れる。 この 3 、ケ合．の化学豹てし~ 11-3 っの呵掘性が寿えうれる。①知-ti、心...:);1本
たぢ内‘わえんぞう・なか l ま井ぎお
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鐸，7ラン X 山C ~ ~..,.た‘戻駿て＂、名が‘又ヤ 1'愁．料介‘う放払ざれi 3 ウ専、の 4碍i,1/
It Ulス 1’‘ ;fd -q紅剥 L て、ヽる。®此 li u ()1 t用いて、わがス｀f嗅出ざれ｝ 3 ウ
集 Ii-厄ふ状 3 、り 9、 1ーあ'3 <t. l てし、 3 。③ l n ほかに、他() r. P. '1..の 4碩杓が房えら

れ 3 ，このうぢ③ K クし‘て l本． 3 う序． n 吸湛位直の口線‘J...ペ？卜/\I 1-;: いれ 1·!'. 1也の
f- .P. の存在 l註褪めうれなしヽ辛から隙外ずきる。② Iてつし‘て 1も 恥r-v'I S3)らの手んた 1
の再終合の速度式が残t開す 3 て｀この各件千ずは狂系 11-.ネ月め 1 't. I 1 祐出さ
れた'L. l -iそ、 1l スして介ラムに吸着す 1 11-ずずあり、 こ 0 §、這、狂＇ 1 り手．"L Iキ
寿んにI......,.ヽ。従..,てtっ 1 t呵祖l北のあ a ~,i. ~トリッり入て口ぁ；うラン℃の化

令杓 ‘L l てし’u iスりのよう 41良搾＜兎九うれi。

汲1,i.．，の反応荘ー t u互＇‘は 0ュ't.. 1 f点，：鉱故 lく反応して 12 l: ft 1 、 このみ、Kn

汁か 11 の池ヽl•生化:r..ネJV ぎ｀ー Ii 6.() :t. o.s k4I如ずぁる。こ n 終系介‘ぅ．慈約が‘う

の放出 3 、う l l本‘笙負ヤて・｀は 12."-l ~反んす｝て考入てよ"‘。比ヤゎ• L が °rヤ 1＾のほ、

出 3 ゥ索の反ぶ•生t, 1゜，'2バン'l n 反応 “~•l に 1 つて l 凡凶心仇11, 01 (I,\必囚困
o ｧ J必教 l てサi Z 、表に示すよ）に出 l~3 む） 9Hg尻 l孔淡け｝府オ{ 1 、)象の知ぶ
率 Ii 02. L 妬ん） C3 り、系 I~ 比べ｀て佳般的 I,~ (、 竹 I, イんし‘t乏戌-1·· I本圧倒納な反応荘

の大さセ 1,=r、 1 ている。 1 た、ての生欲 1りの分府にも達し‘が見ぅれ、出げ3 (Jg)ら H g
系 1｀の主生成勃 1t釦彗帷噂にわたり (.H~ 1 1.··あ； 3 しか L ò (U3k) ら出、禾ー(•`It反
応雌 lこより乳なり｀イをヽ 9 g妥危系 19ーはらH"l ぶ，湿反が忌人なる't. (.,出 1 ぶ主庄成

仰t(t 3 。

次に巾中 k 於 It ~.. IA 1:;i.''"-11 6l 反jん··t生t比枝 l --c. ~ 7, L H-tし邸？g) C山、出店）苅8l

く 3 0 0 °とず li-H-<. (.1z.）ら Hi系て＾の府栢 3‘り東の収年 Ii.出はふ）ら Hg．に比株 l
て背名にイち<. 1 0 比 11-約 l/10 姥1笈ずぁる。 ＞ 3 ,J.0℃ず 1本. H-tし1-..)(.J H8 ．条 1＾ ()収

年は急滋 I~ 地加すiが、 山 l l.\30a) ら出．手＂おp濯然、しL して収年かふ1.... "Vll,..''~ 

反 k·l•生 n 大さざt示し 1 ーる。

加ぎ砂条の収$ (~) 
反応·温度いと）

2t5 33b 31什牛31 1/-t3 

出（U必邸g りら一 81 g5 8q q:).. 

Q (U3%)らHg b lb 21 炉牛 78 

0JI2)C3Ht 牛 ゆ 23 牛qり5

He は）らH, 7 がl 1 b 83 名g

全琉望—:'f-(),..Ymin. He.峯“゜也I如 I :l 

文献

1). TI D -り b+l (I qし 3)

2). IAEKl-M-5 t斗 b (/9 り4-)

n••J.. 

試料校／ル1W/1||1昌尋°i）石英 11 ラム
I I 

恢阿言宇↑（名） （わ臼＇
(Q) (b) I 

I 

(A)H€ 中

(B) 0ュ中

➔ 

r
o
o
l
S
O
 

9
]
 

放
射
能
悦
唐
（
放
射
術
役
度

o ｢ 

roo 

Lr0 

史験装置｀砂養の吸着脊會ヵ

3l. I. CK←·附 s. 社． 31r5 (I qね），旦． 3 午／し (I9 い）
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2 A 6 辰柑 H珈111.Br - C. H4 系におげる核景•l、主偉転衿 1( と毛なう
化摩的効凍-----··. C H2. =-CH2.シ森、加効果

（庚iヒ大抜埋研） 1 ＼木益男 0 迩森達次郎

ｧ i m;  H8→Br 屯区叫e 匹和4ぇとす 3 祀•Br d) "江1"“クでJt欧様のよう

ぅ k k ャ1,か、、加まか某から録祓勺r の布檬生奴物屯手ぇ 3 祗締合反応 I1 仕mnよio社C

四必しくよ 3 もの 1‘' あ 9, l⇔心’C. {'心四の各手は揉めウれな，＇。 Hgo;... -C H牛ヒ 99
う比牧伊岸純む辰て‘•あリ，1J‘つ肩株主餃物ず C tt 3ぬBrI CH2冗Bi- ll Jrである I~ t,かづ‘わ

) 1", 、‘れら住奴拘豆え｝絃該所ぅr の再綿合桟樟，：：つ 91 て？冷な設哨か怠：れて

91 tふ,,。 これ｝で‘CH280恥恥 の生餃 Iこつりマば叫， HBr, H•S -rJ.と‘｀の；な、加拉果史

隙から、¥れ冶れ0)添加至で生放する CHぶ（父， CH~吼Br I cH~況SH I3 iih tなぇ• f巫四so~

（莉葬 1,t)と和疇の直叫的で←反fCIへよなこヒか示これた。 p心C-W"l.S OF ヒ L てはeoB:
イオンと茶 1こ”をに存圧す}叫'c.の反 Fこ‘で‘乍祝すi CH十糾（col1;9込血西：on) 力‘あ

~ 11 I 各il'0Br tなもイ］ン伐4)沖わなどで生杖す 3 うジ‘力 1レが乃ぇらlJl 3 が，：れiで· 0) 

漆カ））らか屎度駿からc.H.8°B,.. のよう rJ. 1 ジカ 1レで 13 CHュわBJ Br d)＇1:.汲が嵌明で‘さな 9 J。

一う年礼以団しある，， Iょ勺卜し合も、イオン旅1J)中知羞稚て．、位旅ヵ•閲特され 3 C.Hわ8.. 

げ‘匹り IVゃ）屯府えたャ易令砕叫°B忍 砥＇知加，叫知H d)'1-杖 Ii黍加物との直

蒋的 n 及茄t/s-.Lij\ lず良く註明 1`‘ 乞 1. )(!て••分国 1芯そのふうl'J c H8o伽か象に存

在す 3 6‘ どうも’t碓訊す'3- f-{I) CH-,. "'CH-, i象加束瞭を吠みr-:. H 釦...Bャ -CH今（叫／CH4=o、 l)

まで叫：： CHュういm．；；よ aぇまお、お0)収年＆布の複化がりi因々の生奴~ 0)生奴摺繕ぷ
つ"て秀泰した。
~ 2, 庭致； が゜"'Br の梱唆 l3 従禾と同様の方鬼で‘4わた。 文猿 1-::. 伎而レた試料

がスはあ午記t.匁J<、 K、よJ賤入し F 純度 9 'I、 1 1゚ )人..t.11)毛のセ足の手ま月"た。

仁杖吟0)用足 Iり杓府 SPH ラジ＇‘万が‘スクロマト？｀ラ 7 を用 1・て行った．袂‘斜毒入の寮

はあらがじめフェロシアン 4ヒカリ；去ぷよむ碑出i.t,,ぶって告哉主炊吟 E戌~広してからif

.,た゜念全れ年クの科対 IK 年 la nh ス？ロコト 9" ラフド取リ付 lすられて •I~ 2 偶碩H

禄虹碁の出力な4-1< PHA 1~ 入れ MCS モードでイl国々の生故オりの放射能口＇）足し )de竺y

補王を行，，求め「く。 「ふぶー卸袂料 I-::. フ 11 て 1れ足床と｀｀う｀）力‘‘スクロ澁口でふ生的均 1<

祖各す 3 御今這‘集し X の放紺能也井ナ哩 NaI椋屈器で｀掬＼足し，樟柑収年t求のた。
ｧ 3 ，括果古よ仏‘·輝， eo"Br噂景叫私衿で生奴す} ther四t 80虻，1 ミれiて．．

t.述べて朱たようにiず CH4 と反応し o此ユー～ 0~～ら C C.心加） t -Ifり祝す 3 t.. 
のと秀えられ 3。(lit,-. 1). 

80即＋ CH午~ CH 't BOl3~-t ------ｷ (l) 

ミヽて‘. c比80屁古ヽぷし‘‘4也t1)ごOBr t令叱イオン積の中知 1:. ともなう鳶励起状態がら

の分袢反灰て..c附’°恥生礼の可 5g、't t. t分府えられる。 このような C )t e•Br の存柱t

乃庖すれ 11" ミれ｝で｀信られた H (Q, H 伽、 H?.S iふゅ東祓 1,、主奴す 3 砥家（父I CH，了知釦

凶ダBvが1 も反fゞ l,,__) l,) 臼） t松入れ 11-｀良く礼吼之れな。
80 

01和恥ャ H a • c. H~恥 cQ -------• (.l...) 

研90Bぃ+)1恥一> CH ... 匹恥B 1- (3) 
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C)-lv0Br + H.. %• CH :z.80Br $ H----• -ｷ -(4) 

p心必SOY'しして CH町加も一至 I＜屁在 1 3 も‘どうかt帷蹂す 3 ため，至にc.H迂 CH2.1:添ヵn

し、叫°Br との反応（ 5) で｀生成す~ c-PrBr, 恥ぶぢ＇その 1分陥生訳物であるア ')1レブ'P マイド‘

(CH2~C tt-C.H/0 f.l", er CHrCH=C tt8°Br) の検広tぅゞオす 7? 口て卜 7" ラフと同 lヽて拭み
た。 C Hgo恥 + CH迂 CH.a. ー→ CH,. ー ~H, ---...ー・ (S) 

\CH4。 Br

しかしそのうジオサ‘スクロストク＂ラムカ‘ら I;I, c.ー礼恥ぶよなアリルフ" P マイド lく祖

当可 3 ばーら叫 I: l i今く放知定が栓知これずp心c.wi.S0¥1' !:.L { c_而゜り r Iげ—当て｀＇
なヽ I t,のと升ぇられる。 国 1 Iこその泉釦彗し柔した。 ここで｀ CHュ＝C. H2. i茶加

によるC.H3 cH/0Br のえ·シ欧. r,_ 収卑の消加 li主,~ ~ "'013r ラジ‘力 IL/と cttュ＝ Ctl2. tcの及

応 (6),, ぷって哉明される毛のと府えられる。

80Br + CH2 二 CH2. —• CH2 C. H1goBr ユ竺→ C出 CH.. 釦13r -------(6) 

しか L CHJ CH/0Br 'l収年清加今が全てこのよう Tょii0Br t緑由するものでなく， C炉CH2

和りによる C灼 CH/0Br dl 収卑ti加がi f: CH190柘Br 噸季税9 と対「ゞ l ていることがら

CHュ80Bふ｀とキえるp心一50Y とC.H..心叩2. II)及たIf)今＋ tあ 5 t II)とメぇシれ 3 。

今p心 UVLSor. I:. L Z. C.叫゜B~ナし乃ぇf=-喝合犀bD 物I:. 11)反応で直井最絡生汎訪 K 手

える反『ゞ 1Jいすれt大？「J発熟反たであ＇）乎各でな l) 。 一方 CH+8oBrヤと叫およ

な‘CH迂 CH2 の7;__炭で‘一旦e...H806 り+, CHrBv 因2.., CH3806げたt松す 3 仮応Jュスでな梵熟

及茄t、ある：とがら／ iす反『じ、 (1) T｀生蚊す!i C H't806,; I譴直杓しの仄た 1‘、 1 ず "0Br l 

含{、.r.言こイオン午を E 形戒し， ミれらイオ
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゜ ゜

多゜

/8三1
ン袴 1;I.中加あるIJ 1;! それJI(rf/芝牟免ぃて起

'3 H 弓I ~ ~及たで‘Y れ弓｀れ最終主入物と

与える屯のと月えられ 5 。 rふぶ、 C tt 3 印Br

の生ix,:i. F.杓/~が C叫゜配から CH午への H4

n 衿§り反f;_.• I.：：よな'L 0)とfs えられ 5 。

函 1 ，：古けつ令生奴牛V分年,~対す 3

CHl= CH2 ぅ条、加知巣 1;,[!'/,. .t.のよう 1: CH4 8DB: 

と冷ヤll t,li H 枷 CH年（出口克今 k た,-ぶフ

て汎明で 2 る。 ＋たよtt 1 1 ン社の中

和 1くよって生祁約J~畜ぇられぅ並争＇）エネ

lレギ‘ーの絹消，i :。＂ ^ （ムぶらの初入’t月
屈すれ 1ず合を明で‘i. 3.  

一▲＿、
し口△一

0 1 ·•• 02 

CH7CH2 mf 

@1  エナレン添加効果(Ji<f')泳/CH炉o,I) 

0 3 -0 - : 0哨, y;eld, —• - : CH 2. 80釦加

-•-: CH3CH/0B r-,—,I,,.-; CH380B,-
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2 A 7 足蹄イオウ）意紅tタン豆庭(.Z.)

(-le 咀り） o新著和格・離幸

イオ切原知》印哀;t.t I Z 1a表遠幻 lしぶ'::;.Iレ心碍．あ 3 い \3 祐該).
知口）う5.s石ヽiひ｀知吋）応涵られて＼ 1 る。光碍r:. 9)  t該ロィ
朽原、}"'厄却、生につし1 t l濱v.: 9夕＜灌知·‘!$ ~'CJ" I 核石tもに 5 るイオ噴、 3 の
麟3 イオ這｝の夕9卿·紅 l i v•'庄汰応同定の固碗ェから枯刃てがl.. しりl LTa 
戸四必()お 3 し 1 13k如四乙）応援砕tだ幻 3 イオウ原｝碩碑
につしl 心がふ疇た1J` 5報知L. l) -~ .. 

烹租象'd 3SW, (7l.f)吹麟噸幻 a 究意狂輝臼 c-H t玲m ()"C-C. 
紐心挿入反応いりぽ n や‘l" 行ヽ）＂ー 1以瞬汐H)‘”. 2...,I...千 lしべ｀ン
‘)‘｀打ヽ）＇’~• I レ U函決曲） t即t tその刹涅論とっぃt肴ぼしてそV"-.
：：れらから C-H 系衿への究S 原丘呻入に 11 高't.i Iぼ'-石tc 臼び｀塾的内反応｀
＾双方サ＂爾l5 L ておリ．し＾喉伶1-;J~ク蒻石応ザ｀姜 VI せi石示し，毛ピこの＃騒に Id
煮度に 1 3影噸紅ぷうがt. C-C莉合に'1 "'t \'iJ高臼 Iしギー亙iにわて
n み挿入呵短であり．｀り挿入の褐楕複蒋挿入も虹であ 3 と翡論 L t ` 
この軍良 l'il 1) Iしべ‘ノが C-C邸合に直将挿入 l r3 " t t小tヽ I l 事襄洸急 l 烏止
虹1J‘ら液加·如裔ぱ lぼ｀一互i心に 3 3 t逸われる c-H 1,, 1 vｷ c.-c.紆合心埓入
咄: l c-s-H/c-s-c.)り l`0~ \,5 心） c-H甜合への挿入9吋心9｀へ高 n直ぽし
t。 更v.: G廿°dt'1-ぴ c--c紺合への将入反iいにつり［辰相 c獲翫喘みt℃こうう）
福酎兎、に 1 リが庄淑翫孔辞9`•滉 T3 3 二tさ現"~し．利厄た訂甲三るたのに 1 ,1
回瘍ィ磯母m逍当四6 3't.I IC 。 し 3) ・ヤ 3清i烈令 I'¥'15) 
今@Id 日i m ひ C-C 紆令へ吋年入豆ctて勺ン 1 Ji! I.) t辰相で＇知）．楕n の
祖墳］＂罰恥ヽ叶度封球や 3..

隧）蜆＇、 1 タンいもf穏{(.ぷヒ．km1) 2 回繹瞑，店の．
虹和 I ［匹嫌釈ドータイトてべ7 卜 Iげ｀’IV 釦り叫2 回竺留しと知．
っらし1J Iレスウベ｀ ｀ノ巧ーし＼ t --知座昂（高手穏鈷’ヒ． K．叩） 1l1 f精見叶
が9 1/l K. L紅： E茂製マン 70)レl4S~~.o叫）逗認入褒i萩夭"”
疇所ャ屈心口型酌炉， Fz.I 紅や叩比·`l疇蜘知色
約imぼ俊．l-ようイマ 4・ス環疫に仔，6 し，今祈浪和を通し1..,0~2勺oc) 魂：、し'It.
畔'c. l 直虹届メ干 9しメ lし力 70 タン，臼 I以 lし1J 70 タン忍千 Iして）し引t＇`
ニ印c:."(I y._千 1してテ lしズ 1しフ沖，ジ‘工千 Iレズ IL7 化 ；；、 3()でが、千 Iレ叙I凶P`
l Z,O~211ｷ. 0.,J. 10―し叫）む和液 1 9̀̀1 7 口 2 }-7" う 71::.. 3 り今誨精嵯釦lj -1)
｀ぶ［直 9 遺しイC}K 長として知心滋射能目心，祢射にり的畔碩］埓遵叩E
遠射l い厖化1 ンtニウム屯疇t t11 t c？｀ち屯‘~'"V-.'.
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c.,H1, 
、地

虹．条件，
叩Yjv（~ to奴，I＇如

coぬ必ん 砂m、p＇森必ん幻

PPE-TeP門ー亨 Lo y。
l知） lり叫 （伍）
町心紐匹5

IS" う 0

@ l 

叫占丁CD
的lみ心屏瘍 21D →一

指々のイオウイ巳玲の紅令薙

口竺如四幻畑‘
免丘屯立） 厨滋向ば）

C＼工 NO

言庭珈
西5

襄窃ぐL

1,oo I 4-q。

qo 

k) 

"r 

llO 

9ks 

2.2 士1、:10拉0.1 2吐0.う1 0.9:I: 0.11叫l| 1ld1 1•2.エ0、1; 

2~ I z.o切、,1 ,n..d.. 1°、5 :to.oIo、江四 0ヽ＼士0,01 0.11:0.01 0, 2.四

5。|。、1 :I:.0.o`、d. o、'1士 0 、 '1 ― I I).0 士 o、o| o 、0泣:1 ::;叩，
I I I ; 

z.l 士 0、I,I 0,'110,l I Z年0、ti。•四 1 叫． I ,,t .cl. i \.D 土0、1'.

* a. ネ全出t..f T39‘9 1i.::斥f昂 ー、．暉l1'-ちの
む＂環ら力＇ ra iぅに巧 l以Jl, 1J...,°タン l°J.スカベンジ‘ヤー戎和叫彩篭'tサ

乙ヽ9 3 9```• C-C.紅玲＾の挿入 C'lilスウベ疹が—//J存在 I-::. 7,1 いの浣直逗が小
r3 9｀つt. こ n こヒ 93 知べ‘2‘l'・テマ、）‘｀一 IV "91 ひ｀‘しi干 1しべ‘>`}"子で、l" ー IV^

遺入廷I::.同様と c牡玲＾の挿入に追加互iむザ｀Kそ C 考~ l て、，J l うと
足峠 1. 毛と Cー（硲I\召挿入lei叫う5H ゃ叫這r遠←·釦更と鳴翫
”I'\"注チャー這た 1こ 3,) 押i 5 U & ::. tからi如挿入反和か＇庁 2 5 い．

砥＋う匁ー→鳴•S +C油
咄し←叫・ャ鳴．］悸•1JI\,9＝い微樽渭直VI.
鳴 S ・十・肛→叫c;.cH,.

\C-Cl心→H,c-s- C. H} 直礼挿入にぃ氏叩．
今徒更辺氾炭窮追吋甜青につい［詳卸消酎し呼に Cz.H峨旦ais).SI:::.1 ¥l1 

乙丘ヵ砧v.. 1 5 圧裟＂麦fc:.夕｀｀炉9 拝灯サ 1燎啄石i tこ 3 で，， l.
尚 C-H 入｀枷 C-C.船t今＾の挿入の戸釦t約知理e. C廿窮か患匂恥
和採口和た．
砂紅．． C山s~ん＝ 1 、 5 1斗麟v...如嗚知s = 0,5 

)..S 

l) し． B．必↓ゅA F.s ．悴o叫叫．I 知““← Aふ、止 55 (_19.'lI) 
え）し．．N. ヒ如が必し． D.sp;r.v1 r. ~f/f. cJ心しg oc.,．旦 llq '}5)
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50, 、.、-『^-.....,......-~- • V・～和 I 50 
~"'v i. Temp.,O℃ 
ｷ40 
CIJ 

屯30r ←下＼、△
~20 '二乏ン~- 己20
ふ o ぷ匡三デ玉枷

。 3- 0,..

0 1 2 3 4 5 6 7 8 ゜ 5 4 3 
冗，（ centipoise) -Log CCeDTPA--J 

図 1 ．粘IJ..依存性 図 2. 錯依見知疇性
によるr., o -LenjtK.,の '/2 で 9 割のイオンが3/ 芝毛ピさ丸 /0 倍で息： ？印\"
町袋してしまう。 2 ーや 3 一糸の七JJ呼半がf氏いことか:>,硝啜庁間距稚が 0- la 
がt附迎であることが｀推祭さ水る。さ $1:::., 1 ―牙~ <I) Ce (m)イオン濃度 Iま ,o-,M である
戒その切断率 1 :I: f--,3 ー系よJも眉 I I:'.:. l I うこと 1 よ， ｝叫fr1 オン↑ー貌位テ庁間

此釘＼“O 一匹tん附近とす~Iずスキャベ｀ン伍—対果によると秀乙るの I炉委当て＂
わる。 2 —糸召渥虹性がみ刃れるの 1丸所馴の拡散克度が純度 I連も比例する
ため丹絲令反応速度が遅くなることによるものと労える。 1 ー系の切辱年か; 2 -
系の畑断卒と叱れぞれの粘度に対してJ:r- $1 いたもの lお火牙 I:: J|、 2 くなつている。

こ水,t Ce(111)イオンによる西叫今庁のスキャベンチ反危の約度効果による疾少と矛ん
シ水る。 2 系と 3 系の釉采の胡達ば知リヤーフ 1 一の 1呼fr 1 オンの分紐が定量
的でなかったことが考九 5 水る。

釦似濃度低存ヽ釦淮果這 2,: 示す。錯体濃度が島くなるとtJ}断手が低下する締
衷ま，氷紬系の皮験で得ら水てお． 1. ホットな交痰反応によるものてあると労之t：：：
が、叫来な秘泉釣姐呆にあ'1 ヽても得遠た。スキャベンチ'々-庭·と知鯰たば，
吃か輝り相手の婦媛庁 1口貌イ目があ') 1叩rイオン片である。両反紅も従フて／
ぁ互(\ I：豹幕と及 lねないであろう。しかみ I:: } l ー系の方が 2 -fm 比べて，tJJ

絣和｛氏下が現われ履紐濃度が高 u 。 Ce (111) イオンがホットな交疲反た｛滋告し
l いることが孝え5 れる。ホ・'l 卜な交換反応祇桧と 1”’l な労え方として， CeDTPA
錯~ (-Lo9-IK ==-2. 0、 5) の所聴一鉗ィヒ反応が＇錯体患度の増加ととも 1 ：：：増加するが｀，
々(I\ことが＇邁雄の叫r イオンの減少に 1知係して 11 ることもある。
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2 A 9 紅和したアセ今 lレア也トナト鋒釦消桃脊篠中におl75 反応
（第項）トリズアセfJレアセトナトコバルト⑭のべ·泣｀ン中
にお、（ナる杞犯序反ぶとぉよな反艮＇ 導反応；との比烏
（東大痘） 0西保夫・昌釆健

”5 ばさきに似輯 L たトリスアセケルアだトナトコ／fl日0恥べ｀ンビ｀ン痕
炉｛こあける Co(認這賤澤{tm ぅ種々の釦属アtz.れルアセトナト艇偽
加箱「初果窃臼壌足曼lこょリ淀l昭l潰釦、紐窪術 Lm'} ズアセケルア
tz.トナトコバルト伽'\`ンに｀ン癌妍lこおける茄如螂知醸直付を示すこと
臼虞［こ l• 項豆麟中にあl15反財直望た＇：紅椒では、精狼
ょ 9 t康蜆這成が似 G釦L),3再釦靱釦こフし）てを5（凍受虹輝碕心
に応視織 L 紅 9スアセ;lげタトナトゴA`• Jし卜（釈競成し、久のべ‘ンビンオの
鯰ね釦叩勾紬靖晨習倉晴・房雁知勅和など這直帷項
布した結鶴釘（こかける反｛知との頑｛：おいて反た綬が知げ克繹的靱
祈をか窪駐靱合9る。
叩 瘤紐年I＼｀ルト紅I住手應が、項力‘3批茫して”G1麟 l
m) 知アセ 4 ルア＃トナトコA・｀ルト国を合ぷ L た。幻

2..t<{O~ M Co知）3ペンピ直紐304繹紐塁（罷紅面知<42ク？釦定）中
も麟釦（巖灯 C蜘噂ゆ）で用いて訊光祖術い勺）らベンゼン1・菊直｛tう
＂）、え叩紐に 9鐸ぽ以村（こ金属ァ之ケ／ロアセトナト締紅復紺（たエグ
］ール碕籟屯／心枷L た｛の C ーか Itい星狭）ど一定須度 C3o'C，飢炉（）
紛C) 噴心消輝紐L 、叩釦酸ナトリウムカリウA-3注 DTA1k痘＇
窪いて循楳饂簡り、＃f虹I(TJ}ジンケレーラョンカウシダー1汰紅ょれ“
心ビン桔の放愈飽さ充掟した。主た照釘面／0函ーか/0^“”塁疇）
て、 2 'f. /Oが1c。知）3 べ｀ンゼ凋
邸"“佳J1 が碍眉忙輯布し へ’の
加畔縁｀めた を V 

“およれ” “食し
た Co知）パンゼン瘍税l復たの
紐ァ四Iレアセトナト巖体躊ミ
加，ー虹縁｛浪た0 9狂 I,_~0 ___------------『
釦麟釦心年（卓｛こ沼げ[---―, 9 9 1 

競僻した量さ I(}0 とす 3) を放 ゜ 0 1 2. 3 4 5 
倉定（こより成屁と、放9埓 放屋時間 (B)
間認もに再認辛l墳加すろ：： 図1.“射 Lた砕叫べ｀；；せン碍危中（こあl75
窪わかリ亀初釦知Iょ“Co知狂紅丘に対する紅知蟻（50°C)
｛靡加し、飲遵碍丘釦℃も[-0--紐皿空紅 チや）l.，空気ヤー●一玲加， A沖 —▼—+/1愈叫 Ar』
に L ヤぢお. z:弁在菰た（「し
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噂々にカトーに近→｀ぐ絨紅将ふれた。（団 1 ［こ氣釦恥作細c峰加航知）
在訂．）：のよ）な虞鯰）3再生（：対す 5 金属靡滋頑嬬Iょ｀はが＇I
み，侑のアセケルア也J..ナト錯体の棟に大をくなリ不定定狂馬絡祁仕ど＇この反た
に各与することを禾しているつまた蕉良瓜｀｀30°c → 60 ℃と高く庄 5 （こ14). CO細b
雌成鯰I:t.すヵ幻‘l：な噂偕［しあ 5つ団え｛這 C巫）3 の免這年のプラトー
釦痘良口の叩さ憶茶加紅允複／2 の位局アセナルアを卜t／愴雑森加の視冶（こ
フいて示す。ど雌晨ァセケ）レアセトナト鎖作を茶加しだ瘍合［：む晋虔上界f：：件り
｀プラト危鵡＜庄 5 ことがわかる。 :~3 (f)絲及／む紐手疵角l だ Co (a叫ゃ
ンビン宛炉lこ芥 It謬加燒効果虚果と同様りり檎切る。 GCacac ),t·罪0 紅
叩統 l填の和確1と引幻罠在刃滋碕を示；。：iiふた繕ばん暉奴応
れ、同須戻戻荏在する茶加蜘知）況to
訪釘年）3紐紅う反庄瓜加わ') 1 徐怠Joo
加虹｀巌 l：鯰墳勃の反たのみ（こ喜与する
5 d) 1`lょ店いたわと思われかっぎ｛汲た 1
麟的洟屋援し廷（こ訂 5府l囲気疇t
黒さ焦討した（印゜（）。 頂 l （こ尿すように C 
｀舟でのCo釦疇疇率（上度）｛［靴
虹点での約乎がなり、酸魚の放果窟築 お叫｀耳生年（こ瞑筵訳筍与して〗
し）紅捲定される。た薔府 L た G 知c )1べ 3 
ンゼン如舵中（こ lょ Cc((L血）ん(J) (2 IJ‘Co ci-)の >
光妍位輝屈幻恥：思われる。この
但l叶杜濯沼鴻沿鵡吸餘であ o 
る。在鷹復にあ l ↑ 3 黒添加の場合の食枡終．
用いて速夜酷紐，府をか）落麒ェ木 lし
ギ｀—玖わると、・］『へ II 釦／必.J,,- t 
｢ y．こk （ょ紐手〖＂すした Co紐c)3 ぺ
ンせン宛放にあ lt~咤o （唸叫再生厳辰
紅値｛い(1 feeば／以令に比‘"心
りっこれ 5 d)怠果ガ‘5 、た領倉和奸殴
ff L た G（ゅ） 3 べ｀ンせツ紐中では、す
で（こ艇 L だよう｛ぎ[C。s，覇（平）ュ］這
由J 3 雌紐窟蒻応鯰こフてし）紅思われ 3沢光輝汲瞑紅 lょ最初
に釦旅戸池浮性が咲ず｀し毛同じて．、ないため、反応の 5 すみ方（滋畏が｀生す｀るtの
こ思わK3。
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1) Y. Mｷshi, T. To加勺＾ : 訟磁が・邸。叫． Le恥s，母，え仔(('f'76) 
2) I珈YI· Sy心ts£I窃
3) f. To履心界9 Y.Nishi, EMoto如ti" :辺叫．屈·蛇． L幽砥俎， I夕（辱）
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2 A 10 Hofmann 型乞捲ィヒ合物系 l：：おけゐ酎稚g28r原手がヒ蓉的華勤
ー希釈系
（熊大工） 0 岸）1|（笈 B月·迄山晋一、小）l1 頼之、占郁且llB月
（加サ東ぅ毎大）四宮fo郎

1 包蒻化合物は、原｝ヌ l'J°分｝四玲 L てでぎた 3 次厄戎造 (host将J湛
造）の内知函当的；ざざ以空如があ＇）／ 弓＾中 1：：｛也の原｝又ば分J (guest分
砂が一知寧 Z’'入 II 込んで特定の結品揖造をつくつてし IG均循であ'9.
知ら 1さ尼：：： 1)7＂口か‘ンゼン畏と包蒋する包拷体こっく），（n， r+ l.T.)珪 l：：
より生応し E82B,..月五化学的芍勅を 7‘‘D 知..｀／芭‘ン翔OOi和湯，令とtt鞍 L た。今
回Ji:.{/ gvte :,t 幻 IZ 7" ロモヘ‘‘シビンヌはpージフ‘‘D 毛へ｀‘｀..,.セ’‘ン e含む希殷麦とと
りぁ If)絲］：：和t 3 81Br(nパ＋は）a'2. Br 過程 (25 り出窄した反沼庄B没五
化学的挙詞：：心ば｀可 9uesャ令｝の組哀繹淳E授町した。
2 史 2、 I 、試病． (1) host俄体ジ＇チオ 2 アナI-テトラキス 4-
メ千 1レロリジン＝＇フケ 1レば） [ Ni (4-t-1epy)4 (SCN)2 ] I~ N iC.らみよ()-`• KSCN の 9K
落渕：： 4- C. H心H,N 戸添/Jo ず 3 こと 1 ：：よリ生応‘した；姿青色荒影迂風乾するこt I こ
より得；いた。 t2) 9 1,1 est分戸吃噂t a ゎ式醗． 9uest分各一希往音ll （メタ
l 一也 I I し 2 l レヘ 7°9 ンJ メチ）1,.....包口｀） Iレ 7") の登落；稔 1こ (1) のメ千 91.,..巳 D ソ lし
氾樟i夜と加も含tp L充殴虹紐ば亡るか｝ヌJ3,uest令 3 ー紐如紐l ：：
(1) ^ h05ャ銭1年夏輝させたの S5恕昆と 5”,1訂ること 1=; 1), (;j wes t-令=l I:. host 
舘応の紐店比か｀要なる言式｀料が得ぅれた。その祖硲I'd. X 笠巨祈it,港光入線分祈it,
叫廿ヒ合祈法号によりし； ＾‘‘た。
2. 2. 中性｝睡釦． P糾匹 KUR 気送管（虹＝ 2.34 x 1012 n-cm-z sec~I) 1: より
ドうイアイス温度で 2鱈訪しJ叩疇 2.. I~1 、 2 時向放匿し、生ij·/.... E 82mBr と

頃知tた。
2, 3, 1ヒ労え呪翌い磁1諏lI定， 罪料

lな 4- メ千 1レじ°リジン 1嘉記 r＝のちJ
ヘ‘‘ン包’`ン -Na2SO3 水落知落紐出し
た。水厖の舶t物ィオン厄 A3Nら I: よ 合gり加さセた。有瘍知 H は（ l : 1) 1`‘ =• 

更に·；；l繹謡‘分這t靭迂 L 瓦f恥れ 戸ー1
た 3ふ放身洋這I/定したのう，肩店身 同

s:: 
の一彦丘：フ l t (キャリヤーさ加えた＾ 5 :;;; ー 2

ゃ

分恥‘'ス 702 トク＇ら 7 滋 1: より各応｀令 台
諺観 L E。 828r 放船脱I す Ge(Li）戎
出器フさ淀あ令祈春 1こより泡J定した。
3 1該ぉ拉＇汚寮各希段系社冷束
ほ謡図にあり直叩虹 9uest分
五乞拷 I：：ずり低回祈角厄f旦り 1:::. 衿t報）し E。

゜

゜

-3 
-1 l 

M 
Dilution log ~ 

host 

函 1 希紅系 1-= お lt'l西耳注ヒと吐硲紐氏｀

゜
2
 

きしかわとしあさ・とおやきしんいち•おか‘わ5) 沖き・う 5 バ‘のリぶナ・ L Q"'\守や S 3 う
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I Iしマ lレヘ 70 タンと希叙滞ll と l 'Z洞聟した 7' 口匂＇‘ンロン一 host-鐸埒両玲江と
紐t:tとパ旬係這 1 Iこ示す。メ 41 し1Z. 0 ；； ／しブを輝知！だ湯合 l:: i;J,生 ma
応比1-:: 箔干 2 違ぃ b’・みとあ§いた。
PhBr -host佳詰系―- I lしそルヘ

”衣希按釧ヒ I 2詞慇匹追瑣
瓦かt3 生応坊分布這 21：：示可。
知S03 にef° IJ抽芯立えるば｀令（ヤ恥゜）
池ー）,a- Ph珈結成CCI：叩知(85~

qo % Z’‘みつた。 H c..e，ごJりJ I=1ぬ
出されいぢ分 (4-Me.py"" l3r 'l"I)屯牟応
と閲な Tでぐ 8~10% 或又茸玲えた。
Br 置森叔孝ぁ·知＇•水患翌険収孝 1ば
PhSr／加s啜j知t.が‘r)、了（ b ;と急i伶号
這吻したの 51す l吝’'一定＾ d2 孝点し •こ
た。収和 719 口も心セ’以醗：あ'1ナ U 

需

る内知疇司ふ't I Lt四国1和 坐
百

がの％～屈o おより'%~ 1/17 t 姜
非鴬 I-;. 億ぃf邑？•あった。 塁
PhBr-FhH-ho$ャ錐体系「―'t即―+

*Br°収孝J玄 PhBr 卑究Jゴ麟ra-c~85

幻あリ PhBr- host俎件の戌冷とぽ
l否＇瞬蹟の収辛迂した． Mepy沢8”
哀令 lサ希孜度が文き，，湯合に 1這テ改
加す~ f通釦示しI;. Y.。芍必ic. d砕
11, Phli3r-hos t令和手系とやや屡）． 弁
紋危枷丈きく存.> /-:;つわて中げり I こ

由 L た。 これに打応 L, B心麿d2 年
I H 匿埃収年もや b サか Ta i応厄 l麺
立しI PhByi患店 0 ^ c1)外和釦 LL か
れ ~O% iふった。

PhBr-PhH 溶i峠一一包拷知tt庫ク
の紅め， 82 1'1'\ BY (IT)~2Br 過程 IこJ 3 注硲物分布豆魚記＾奈 1二つ II'?. 得た。たち＇し 1
這恩 I~ Sb8r3知、 Y) 82m恥〕t＇’み 3. PhBrd辞,; PhH ~IV令茸 0,qを？‘'は 22,5%
かシゆわやか I:. i如T し (~19¾),09 以.t. 7’' 底j~店i展··クーがみシれゐ。モ Iレ令辛 1, 0 グ
Tがわ＄へ＂:..む｀ン中 1: わI II て～ lO 劣O\'d又辛も与之た。
こか 5 0\さ店果モ比粒可1t'c I 豆碍｝紅痘エi 1注＇｀ー，再努令 ~I芯隻．千呈力‘..守，そ st

令五比粒的近f房 I ：：ゎヽ I iておをて 11 l ：：とか手咋さいる·

も
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Mc6H5Br + Mn-C7Hl6 

l. 0 

Dilution 

図 2. /Iレマ IレA フ°9 ンこ希釈奇1/ と 12 節］猿ぽ

PhBr- l? ost-領痒系 1つサが主嘉窃令石

1) 沖 l9 回放印化学訂痺全、、塙園（旧7 5") 
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T之核侑裂訊翫疇形態

渇這詞）而鴫•麟贅倉麟嗣 •O森山裕文

弁）珈約ぅニー 1し寺癖k麟鱈謹鴫孔、Tゴ鯰l,,.4彰凜疇将知紅移げ
戸~\I芦件(1'3叩，133叫/ \'3 1国）疇疇l：：：ついて詞燻加：：I~ 引ざ
唸さ孟織酪1鱈場合について祗楢した灰‘｀薇告可る，
なh組麟的疇咬恥尺きい (40~60%)T函麟（1311-r;-e.]叩心）
｀噂形態：：ついて鑓詞尻疇碍fュのて杖穀郷叩。

灼業）霞箇＼J｀諷謬鵡虔ぇ国ヽみて池衿丘訊噂如恥。飼仁
怨りな旋h.£稟誘起甜もをみつもら「こめに応町）揺叡窮桑沢惰に加え托。

2 A 11 

｛謙遠訂）
Cl)叔飢保叡ヒ 1：：フ＼）て
拉虞豫ふ‘j鴎積計による丘(W)疇記諏l二つ＼ lて得ら此疇貶図
I 12 疇す。⑲ 1 (f)吸唸縫I註醗熙焦Iし仁濯気舘呼遜索1＝よるも(f)てわwね等
価とし←。手花、図2 if) (凶紅磯付裂片の手七礎顎ヵエネ＼しギーも1~8、3MaV とし
虚臼：：も応麟。反応蜘紅 M.Haiラs iV\sky筈 2)ににて知訳小て＼Iな。

7
 (a) REACTOR 0.4N HN03 

6 卜 (b) 60cc 0.4 N HN03 

(c) REACTOR 0.8N H2S04 

5 卜 (d) 60Co 0.8N H?so4 
by M. Haissinsky 
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DOSE x 1 O"(rad) 

0.8 
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珈． ‘1、'罰放朗知：砕在（可）鑓後化

15 

。。：：三

。]/:~ o.•• 昧゜ム
0.5.  1.0 
(Te(IY))x 102CM) 

平該屈穀片にずう応（町）疇紐こ

1.5 

⑦ 叶:e_, 13うがT..e.、 131 吋厄について

緩行裂て直蒋訊‘す碍紛碍')二い崎花~<7.fo訛滸形態について肛岱果を
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図ろに了、可。椛軸l°J.（花（初〕て｀・府）｀
悠釉 Iず長（可）以しての {ra江｀O L-'Iてあ
なが． '5047.-%て\J l¥/ 03―条て言詞
ら疇ような嘱忍濃l現伝賃｀~ 11 
江ど危てか:·1-e国）以して生成可うと
いう結果百った。ご.,.て●｀喝匂要約将り‘:·
認めら囚ない Oll'J°綬仔約祈靡贅っ
ゎ rad ical る厄贔切｀•OH, t-1 印
vad i ca砂｀＼印い‘・記認し、一旦
右国）幻わた綬約然庭曖t.可なこ
幻がないからである。そ小に反して、
No；ぎ：て｀I J、
H + NO; —➔ N02. + OH-

5 10 15 (!)反応砕かが哨裔さハ｀犯諺
[Te(IV)] x 1d (M) ｷ- ·-('きな＼ l OHがぅheathから該叡し、

叩勘勲謬狐｀］叫砿落形態 md i ca父 5CaveV\ge此して成(W)
樹和環鱈l ＼ィ、 I °t.11輝麟節大き

＜．綬霞輝薇化さ麟：：：： tになると店えゥいな以とのように 1約縦片叫t.
顆蝕識鐸杵白らが鯰した叩；碍にざっても豹響訊得る：：：：とが明ざら
か嬌予，よってこ直噸翫諷疇疇咋蓋1J'右ぷ霞碕靡‘
な
⑤ 1"3<!知， 132T..e ,131町たにフいて

訊ら磯麟霞砂疇惑による気か込み力＼」大さく、j嘴形態“`
町侶靱源、を尺ぎく反喫している乙危えゥ麟。二 d＼ら I了釘喝恥遵ってか
な）揺枷＼し＇花（可）乙して訊‘謬。：：：五＇i量這紅叩繹疇的、
忍1'iJ)てーある℃して．痢配b If) 8甑禽｀•生｀可る右の花 (W) 乙しての収手を衣
叩謙表 I 't:.なった。知‘ら、巨(W)℃して詞釦鵡犀おて相邑狂
Table. 1. Fraction of Te nuclides formed by (3-decay こt: 1 'J~月ぎうかて1•あ

as Te(IV). る。印題＼どな如ば
螂-Sbdi疇疇
で訴るか＾｀ 1つ＼幼 1つ
フ心疇した｛課
魚鰭町瘍合照的中
l註嬢贅策如砕り
ほとん℃＂庁て弘(V)

ロなっているようて｀尻）、他訓甜也芹tt塁らく届膳てあらう。危兎かため 9 甘甜艮
囁虚跳立1しや｀ーを系、可が、び紅 I仁灼碕饂していな頑‘tし小な＼＼Q

l) 西ら／ 労l徊枚化訂蓋会千稿焦 1 52(I 平店）
2) M. Ha ら針nsky..et aし、 J. Chim. Phys.) 旦， IDや（叫）

璽l

塁．8N 冗S04-of-
- 1 

0.4N HNO 

o ・ 3.

0.4N 即031°.8N 手S9
o □ . • 
゜

ロ

70 

Nuclide 131g Te 133g Te 132Te 

0.4N HNO 3 0.30+ 0.10 0.35 0.60 

0.8N H2 -SO 4 0.35 0.60 o.75 

Maximun recoil 
19.6 54.2 

energy (eV) unknown 
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2 A 12 エネ lしや一 I~I.5 M討のd,.線小綿源の試作

（原研） 0加隠卑生・エ蔭博司・田中ら左わ・夭野符

I 、目的
碍鯰そ疇い麟能と疇 L て、静電輝瓦厚さ＇」計，励起X線麟紅ぅ
に各芍面に広く使用さ爪，強度1ま l0乞10漏Cしのものが吊販、されていfy.：：れらの
d紐源のエネ l I.;炎｀— l J 4-~6Mev で‘，工才 IV~‘ ー幅もまらまちである．ざらに枝種に
よって＼な， r線ど放出し、使用肘にしるへいを 1翌要とする．
最近，叶上ら 1) は，び粒今入射によるトカマワ型装置cf)プラズマ鼈琉密度令牟到
如紅危案した．これに ll 、 d綿¢)平均ビ‘ームエキ Iv\｀｀ーが 1 、 5MeV，エオ Iv 沢｀9- 暢
が数o/。で， r終い放出しないもか灼詞紅｀ある．
ゎ水われは、 d線源叩核糧として、 2IOR。を登．び，市販が呼も一 210BL_ 21o p。 ~3 規

定崩酸奢孜ど入令し、録板上に2IOp。ど回発析出させ，銅服で｀密封するとともに， d
綿エネ IV哭｀ーの：饂謬切た．
2 戻駿
The Ra仙しoch-e叫caQ CentYe （英）叫EAl)-2\Oo) 3規定硝毬樟* lmCしと睛入し、
使用しを．録板ば祖詔渇社製鎌板（直社6血叫現さ 0、 Imm) と使用した．

ます‘‘、 210p。⑰銀板上への相発枡比茶件t棟討した．放射平衡にある 21op直酸蒋液
50)A~ず｀っ誌～ 10由鳴綬麟に分取し、鰭釈ののち／自発杭出に使用した．鎌板11,
あらかじめ沿アセにパ‘'赳音吸：危争 L 、ヽ杞習水中に保篠した．使）利直前に玖）出
し，裏面にぺうフィソと杢布し、 lO咸容曼のバ/i ~ IV#凡の底におき，試料渇煮1磁
ど注入し、忠栓をして放置した．一定爵問経過入したのち録板を取リ戯 L 、水丸のの
ち｀ステンレス四にのせ、）乱莉し、須1定試糾·としを．一芍、哨痕の 1 郭 (SO瓜）をス
テソレス立に採取し、デジケーターで｀乾燥し、痢l定試料とした．放射能刷史に 1ま，
P.R が又を用いたd線およびB綾計数効年既知の2印比例計数将を使用した．
つざに、臼発枡比した2I°p。..tへの銅電鍍を試叶た．親電鍍の前処現として、裏面

に登布したバうフィンと付着している 2,oR。と酋、点するために、 210 怜を自発枡出させ
た録板をアセトンて＇｀起音波吼芍した．便l司したアセトン 1-;t.、ステンレス皿に株駁し、
印恥のち測定し、班液中に2IOp。が｀岩忍められな，くなったことと確談 L て、緋雨電鍍を
紅た．銅砲鍍中に白祀枡出 L たユ10p。 n電稚涛戒中I\ ff)塘出1 (f)項無を、麻囀鍋沼. I 
シアン化銅奢およびおりブッ化銅浴について｀石れ咋｀れ検討した．奢出した2IOR。の
量は嗽1本シン今レーショソ計放仄冴切tこ．液1本シン今レー／）ーとして、ジ｀フェニ
1\1オぎず＇）＇’ール (PPO) を含むトルエリーエタ）ール噂命鳴妹(10;2) を使用した．
銅危鍍した録板は、スミ x ーテストて＂表面汚菜のないことを確談したのち｀カオ
ビニー！レ膜臭がおおい、び線スヘウトロメーターで測定した．小線スヘ°ワトロメータ
ーは、表面陣壁翌シ＇）コン本知賂（金、菜，為，2.0c而）を使用した．

かとうおぬお．＜どうひろし・たなかさらぞ｀う•あまのひろし
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3 、結果あぷび危槃
畔麟 (;)..IOPb) が 1 規定碍鱈痕のさ ///— -8-

いか10p。の鎌板J:.へ慣池の時間的度化をま75 /ノ
国 1 に示方．亀本らの結果 2)と比較すなとご
茄出迅度が非弗に釦）．これは、撹拝して呈
いないためといわ鱈．硝穀濃度の異なつ贔o / 
試料瘍本についても捜討したが｀｀ I 規定厄疇麟疇泉と比べ｀てさらに良l)茶も果 1 i得ち / 
られながった．とくに， 3規見史少に鳴酸互25 」
粛む謹厨麟し杓似辛直掟がオ妥t
・可能て｀、あった。また．鎌板L（こ l炉o pb およ

炉°Bi（いず水も譴国）暉麟も 。hso 75 100 125 
えな〈て 1ばならない．tt例計数器で｀¢様の Time肛hr
卦性によ l ） ：：水き検討したが、萌醐農及炉似）と 210Pbある（）は2IOB切桁出を伴った

（たとえば｀ o 、 1 規定ズば3線計数値n l ．ばか冷艮板J:..に談められた）．そこで｀該孔料堪
液鳴酸北姜ti慟息定に定のた．
銹雹鍍に）刃する予係史貌によれば｀，孤破銅谷およびシアン化錮谷と使用したばあ

L‘ 、いず水も 電鯨谷中に 210p。か認珀し、エオ lレや｀ーと城述したd令梨源、の合同製 l i不
可能であることが畑‘った．これにたいし、ホウブッ化鋼浴を使用したばあいユ10p。

I ー—r---1 のぅ磨出が言褻めら奴ず，良玲な紐も果が得

(O.00) られたの噂電鍍浴として｀ホウフ、y

i 囮麟疇）刊した．
呼｝ !! 銅電鍍後か鳴履輝叩紐灼l]

闊7) li ii トル分布疇 2中の皮隷て＇）示す．また、
! ! !: {l ア lレミニウム吸収5去によリ、純粋な
: l i :: 2IOp。を用いて得ら幻t⑮線いヮト 1レ
:¥ ¥ f I,' : 分布碑2中の級叡｀示す．国2中の

、、 :,';,' 城穀いピーワ上の数値liア）レミニウム
I、 ヤ ,: , 吸収枚釦豆さ（叩／虐）と示す．三／．：：：；」：三］：ノロ点］尻胃〗：］；］］：三l
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1) SJ<awasakL,K.Inou..e,a.n.d T.Take.da, JAERI-M5146 (1973). 
2) Y. Kamemoto anct. T.Tantfu.J-し 1 Japan.AnalJ5t ／互， 62 (1%6). 
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2 A 13 簡易0(・了蛇セ）レ

（原刹東海） 0.}:.野噛．迎）1|キ明・星こ這・輝昭
文疇ニ・ （兼魚啓茨火）淡辺咽寿

1. 1-J:じめに 終也叱令栄～ 3 l(ID,11-1t • c飢ー2. s-e c-1(fJ戟糾甑険炉乞~ 1.,\,琺1Am

(10~50'l7lg)t 1~2 年間叩甘して公16低」 252C}(/) 合成＼ t計画し気如44年より照射と

明花した。 遥y知輝綱‘ォ婁あよび祓虔愛による合成の過程で｀生成ずる殺種の中 I'(

訊分裂跳面樗が喜しく久ぎ貨坂硬がも托ずるので，目的校種に到達守る前 l違発
悛裡の心訟疇荻分裂屯戎糊（疇） lく愛ること 1< fふる。 し沢村って岐射ずみア X
りシ汐ム談糾ぶ翁＜淡討化されヤ＜ X ャフ°セ I レ烙ど｀ h‘ ら今維されたとして七，試料の
几啓処理に 1応遮策沐も埓ち達隔忍い苅穀はセル応心象とf氏る。

紅紅 lょ， 45年に製i辰 l1羞手した‘簡易C(•国セ Iレグの達造照射紙料羨幻史吊

竜烙どと） 47~50年に炉だって叩茫A仇試料約応峠几啓処理したときの硬輝験
lくつ v\ て述べも。 ヤ＆お，同セ Iレ I~ その間複蒻］に店勅し， lま 1で‘計心逍l 亥象と進め

ることがてき衣ぶ拌令的魯食と老知しのため， 5D年 1＜インターよ‘ックスを更桑しヤく。

(` 

⑭ 

／、今ェンフ‘、ロック用胡碩ヒ‘ーム

2蒻臣息カルタ—
3. MA-II'<~フ゜レーター設直a
1./..遣象思
5. l-ンクサ月粘lレゾケット

6．巌纂讃姐ミロ逸総本
，，．逓擬車

砂 8巖素物用やスグ
9．ヒ‘-ム支持台

⑮ 10. ~注記71Iレダー
I I. マ）メーター

12. ローテ‘4 ング用キャス7
13 ~ャスク架台

I~. -:1ンクリ―)..ベンケ

IS．テ訊炉がルリンク‘
16．紺知l ンテナー
／ク．オ非氣エl

18、ヒンシ‘
IC/.ク‘a-7汗、04

20．給羨遣
2／．背面扉
22. ローテ冗ング日遮鍬扉
23. スフィンクタIゞ匂‘‘ぎゃン

砕餘返酌本・勢這1未
25. 1 ンナーれ、以吹、

゜

簡易O< ·Y鉛如レ吟副
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2. 構造 簡い・り認 Iレの略図乞系ざ。 曳験望の成 2,5 吼乎方乞 3 ンク
I) ートJmom l淡疹し，和而mt x q o x:q o 叫れ(/) L 哩鋼と脅戟としr-:'.1ンクリートベン／
今とイ貨リ，その上に全墾量約 8 l-ンのセル屯疫覆した。 オンナーね、ゾクス l o\::）喜之

ふ1吼の ss 41製，幡 1、 2 飢，喫行 1 叩，高さ 1.1m, 窓、 1姦 10 而飢｝喜メタクリ I レ沿反ぐある。
遠配本 l'<X,前面： 50m紅 X 200)(IOD 面れ クサビ翌鈴フ、ロック，戦］釦：り5=t SS41, 
背面：り5訊吼七 SS41号ヒン‘ン｀‘式扉，夭叶： 50 '))l-m.t S S41 である。 葛ti I 00初此遮毅
恵 2 ½'である。 豆影吋拭叡ど lね国］団のスブィンクタベルフ、名追し，怠さえ而戒，
外径 114111吼，長さ 200 1)\れのァルミニウム噸茶、と悧いて I＼゜スインざる。 ／＼°ス？ウト

旺創面の-r ~ 1-::. 曲っfこ桓径：以） 0 而'))l.1/)喉乞遠し，J島之 0, 3 研汎の PVC犠バック•,* K 

浜該下ざる。 菅 I灯年、吼t SS41 該く憎］き汎、ベッグ,~廉箋、灼用沢ャスクに収め
て遮裳さ汎る。 ボ•,ックス内の淡吋lf..物噸の店ひ艮1,\ lot MA-II哩マニフ°レーターと船
- IV ゾケット咀トングと用\,＼莉向で燥仮しく釈f rよう， 内裟殺浮各の屎忍姦，脊面の
扉い閉芝ク、'Cl -フ‘と珀,\て行う。 診叫負系統壱，i司 ~Iレター，負瓜哨級瑶，日絃

ビーム吋ケエンフ‘‘n ック (1 トン用） 1戎夭井に投翌している。 ビーム 1式q o ゜＠鉱レ

ロー和ング用キャスクとて ::::.7゜レーターの移釣わ‘よび沢ャスクシャ、ソターの岨閉

I~共用てさる。 ナ、｀ックス(/)茎！に吋名撲諏 X IDD X|。。れ訊の鈴崚引瓜と置さ '5縦1,\

＂臭淡討1本と汎,~戌積紅る。
3, 景火凌用量 授射叫I A1t1-.IJ‘らt/)放射線 I~, yクケノイド‘同心砕れ‘ウのo(

颯主に口． Ps. h‘ らの伶お‘よび‘直，負発牧令裂お‘ざが（い）反応 1: c\:る中、l鯰心‘
である。 1tゞックス 1;X 0(タイトである h‘ ウ這慮設計で l~ q線と如生令l:f，`f利題拉はる。

汲1Am. 1 J t和也寺粂 3 X IO14 れ， C1Yl-2. sec-1 ぐ‘0,5年楓射レ，qD 日間）餞：P し落と 5 冥喝
疇沫乞隔て (;0 C砧）距離ぐ暴うわのとずれ 1-t,'(叡‘此： Pと＝ 2 、 3 XIO2訊 Yem·h-l. gー1,

畔手で l式： 0-n = 3,5 X ID mrem.-h.-1ｷj-l l'..なる。 し r＜ぶって Y線わ‘ぷひ，，中i琵

にぷる被蟻線量卒 1-s\: 2.rrx 102 訊卜em.. h-i·ぷ1 と桜る、 したぶ‘っく逍4-g碕的〖業と

ざ,fl. I公｀最夭 1菱肝誓 Iさ'7, 4-吋である甘＂，進，平灼 10峙闇収条ぐ lさ 31 叫すて麗用可餞く、あ

る。 柊お終成印 1 蚊ど凌日ギ,tl. Iぶ、取扱 v＼で｀さる量 I~ さら 1-: 久芝くなる。

4. 政紅糸り鱈中遠射叱杓哨濃虔
給琲氣系 1-: I~ AEC.フィルター各幻囮と翌芝，いざれ北手勧八‘‘Iレフ‘‘で‘関閉おぷ O｀凩量

這節ずる。 追苓 n猿礼量 I~約 3バ・ {-I ぐ，撲哉叫談l~約 2碑．h. -I である，

叫に 50呼＆が主そ東 3)(lDl4-れ，c,m.-2， secー 1 <`‘0`5年忽対しqo 日冷籾し代のち 20m引と
後用し， 3Dmj, f見乎成各器中に還くものとぷれ 1式心 9 0(獄翼ぉよび臼． Ps. Vヽざ‘｀い緋氣

ロ瀑虔 1;;\'.' 空紅中許各浪度 1-:..吋して十令小さ v\ 。

さらによ多も狡範も持っセ I しの， 60 じに用し＼ fぐ淡射嬌屑洩‘試験，ィ、ノナーポ｀ックス

哉衷恥絞心‘か注能試験紅炉煎身寸拭料の'it落処理 Iくとも負う， r煤の漏噸，於

ックスl~腐食袋どの棧頂経鹸 Iくつ1/\ても示亨。

うえ O h‘ あ‘る・さぶわらあさ．l~しみちお・さ v\ とうあさI);;.おおうちさんじ・

ゎ r< rd-ベげんし、中
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3 A l 心虔変の際の反跳原子の季動ー椅泉板な£ h‘ らの
d 放射件の｝各瓜 K '7，、て

（荊均大理） 0嬌本咽夭，水戸,--J} I 外林武

1. d.瑶変の隙//1,//.輝校種は IOO~2OO Ke万エネ／し手一ど有ずる重ぃ荷竜粒チt・尻る
k め，浪枝種ポ更 K 放射能ど盾して II るよう厄衣侭い裏交条J'J fば．放射壊受の邦
分し7 な非平街状徒どもたらすことが広く知ら水ている．｝＂する天然、系て厄和行仄
槌IJヽ走しろ 3 水て•あリ． これ 5 非平衡択懇 e うまく利用した氾贋が泊£ tヵ＜な
クて糸ている。 しかしな爪 5 枕良檜tJ.J取扱 I ヽり＼クく， d 反線尿チ，，矛劾 k 関すみ基·
礎的危研克の発展が望まれて 11 る状況て•ある。先の（和司叔射化学対論会 k 名 II て、
吋竜肴板も線滉として用い．尋校桂 n 29及、 4ら”«＆墳交の隙の d 反跳厄｝＇｀の

を肴板 h‘ らの放ム卑の皮必並‘• K 戻界腹ャ k 於~ける ’”&o 殷程 k ，，＇，て痰告した。
了のバ·壊変の反隈エネルヤい一 K もとつ••さ d 反隙原子 h＼を着表面ょ＇）縣ひ・ゑし補
康放了 k ぱ lく．，キング材へもくピ＇）込を：乙が千槌され K。今目はこの点、 K 注目し，
d 反跳lfr．チと象め k 捕条板（ステンレス，銅、白愛母板勾ど）1,·よひ・スチンレス／｀・
”キン 7杭と各種絞ていエ.,-4- ;7尺痘 L' d-枚射輝種心ゑ季紡a 詞べた。白雲
母 K?" てば熟尺理 K叩ぅ””の交化も町，白重母上へのプ,(.,ショント
ラ，， 7 佳成机構·へ材鱈移笙入物d)恭瓜実験＇；の叱較£行店った。
2. mU-(Tｼ: 74Y)tステンレス板上へ竜看したもIf) tほぼ＾ 3 年間放翌し和媒源
/1) d スヘ• 7 トルから；；2濯 (T!i: t.'l Y) 石·よび北農胡枝棺(/)d. 1l- Jt.蟻めるご C A＼磁糸

これ E 以下の臭験(JJ d 禄源乙して掌 k灰用し K. ¢1" て．．の 232V 0 竜肴量は/';f 1i 

/ X /0勺／ぷて．、あった。緑源表面から放出まれる 4 反繹原チも請i条する K め，縁源板
遣嘉板がじか k 触れは 11 よう K 0 、 2ふ偉帆厚ごIf)白賣母とズペーす一として介し K 択
熊て哀空中(::=:e/'A /O-• t巫） K 1,·さが～ f日間捕泉後捕保板..t:.””がい以
と行な 7 た。予楠実験ょ＇） I M Naぇ co3 k よるを着板〇欠理 E'”“‘間行白っ衣 h\• こ
れ 1くよる d 旅肘がいいそ礼虫来~ 11 乙いてah ? k k め，土として酸 K よみ尺埋ど
炉3 っ和負わち／PJの各種酸滋液中V.捕息板ゃ竜着板む兄め，蔑音汲撹砕11) 0 
乙て．．j ~／雌間エッケング尺理したあt: I 楠象板 E JK尻 L 滋瓜こf "{乾療牧ー尺位呈
K 1,、さシリづン孔専俎いか（府切面積／h 靡J) d スペ 7 トルの料足い行村い、
日 h.7杖種の広広斎勤£ 4 ｣-1 の面積変itから朗べた．
げ母捕羨板り駅理 I< ば電気ガと用い，一定温戻のもこて~ I 叶応 9A尺痘い行

厄？た。 1 k朗知湯合ェ・，ケン 7い尺窪 Iぐよ＇）症広した朗の量這‘めゐ K め瓜う吸
光分析｝広£用いた．
3. d.スペ 7 トル［粁， h‘9前日輝い知 I< 叶訊種町「の<f. e• -7 畔tめ
ら〖ず咋公， 2／2&, mん．唸． 292g（口和店:_ u/J) Q,と＇，短身命枚枝疇盈幻来たこ

I)ことば蝶沸枚乙哺象板＂じかの接舷が厄ガ‘ったてことさ玉哨するものて9あり，捕糸
板J;.. I) d-放吋外凡ふ反跳工末ルf- K よフて和行し K こ（マよい。
(t>.)スチンレス乙網捕依板：ステンレス捕系板~と 0, 2., 0.2.t, o.J, o..r-JI肌が表荷化手
尺理とし， 22[ と 2ば： 0) d-ヒ心ーJの亥化と珂べたと： 9 0.2 N て←も痰久が生しがてお
(l l Hash i moむ； N磁． Inst r. Me:柑，旦l /4 I (117S). 
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リ， 濃度 ＇加（くこし厄ぅ滋広のうり加 h＼今られ K. (I すれの湛及て••も＇2,.＆が最杓／0 分
間の処理て幼％戸(/J }洛瓜 h＼位じておリ尺痘崎間角加ととも 1豆各瓜の決和ゞみられ
る．＂2& の場合 Iくは＇刀＆ K 必較 L て恭瓜ば叫く＇）してちり凡痘峙f年9 加 Iてよる史
化t,ケ白い。 これらのことり‘9’’’ム、 “2屁乙も K 捕捺板中 k じくり込んて“II んこ乙 h\’’
以され，”｀R^ の方爪 2I2松ょリt娃 I＼終程こ冴I..て 11 る、｀こぷわり‘る．銅遺身板
`Ao、/ t: o.J N 夕い限 A ぴ 0,3叫限｛表面処理したが可の l 門£国 l k 示す．銅板
--<,•も叫＆． 992砒はステンレス捕保辰乙同様存洛出季動£示して 19 る。義面火阻翌峙f"
加心灯ぃ戎得放射能が'-足1直 k 血づくて乙から廊板11)不動態化がカ,l s 札 k n l'い
/oora---:;::;-;---·原｝吸光が炉ょ＇）添出し凡紺のfと甜めた

兄NHNO3処理 Kょる こ、‘ら l召ほ9- 定-f n 飼り洛よが死ぃてカリ，
い板h‘ら11) d.放呵妬 :i1) :どはこれ冠枚的和ズトラ．， 7' リン
洛広 ／ヤ松散 K よリ一尺 4 尉程以J::. k 坂く組板

組
扱
上
の
残
皆
放

（ステンレ入板. t,目拝）中 k 入 1 て"るためど

月えら此 K。熟尺痘 K よる拡散爽験いや K
/Jゞステンレス，飼板こt酸化服り生枚危こ・ I,

よい秒囮状侭の虔化が生じ洞尺 I｀く括泉叫科
られfJ IJヽ 7 た。

（ル）ステンレス／‘: •1 キング材：ステンレス板上
K 竜着した Z92 びから紅方句 K d 反跳原子が
放倣されるこ乙IJ‘り勾寺改口／\.,キン 7·が
L て用いたス 7 ンレス板中 k t tくり込ん〈←
1 ヽるばす『て杭み．事史を肴板£ヽ窃複腹ヤ 3d

°• ‘I,0 20 90 40. ”. ‘゜ I. -,.!殷て表囮いが知理すみど，釦り K を肴”勺
表面化学処理時間（分） が，次，，て••力滋，が＆ n,記戎咽放射能日 Aナ

1. “K“£ 肱V. "”22広 h(9貨，，た．この伶泉ば刷程（d壌変に成 L て 19 る。
(C) 白賃母捕屎板：表面吋着(} d 枚射砕ど除去する K め最初心パ塩絞．て、 20分f月沈｝乎し

2.-t3, 1-t J. 47 i'o HF i表面 ,{L ヰ処理した．腹息戻消加 Iてよる恭j., tf)増加~ (I).）こ l可様t•み
？た。まf..:．熱処理の柿泉，塩む直段 r旨-(t1)房しい恭菰“"•された．
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•一•一」旦ど．c._J．畑）＿．
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O i020  39 や只 60

表面化ず欠理峙間 96)

゜

゜
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3 A 2 凶綬蜘幻心鱈改昨虹(J) 1MA パバ /V

（釦） 0麟鱈・知噸扮

これまを‘泉釦扉っ僅釦凶麟炉‘“"碑りイツl~ ク.,,...て) 4貨嘔
久ペクいマメノタ／を＼利いイ貌副した足茶t移紫以ぎr~。各~,刻 1::::' ＂仮逢
渾衷和観1妥も，ふくりイ）餌琢影‘紅‘畔灼紹紅幻町げ層釦幻＾
国打りイ ‘./1~ ク vヽ｛ A イパイり-a 1 グ ~A 仁 (1 MA) にぷ環車お
ク知知ククび，釦知釦杉レパリりなかとつの名グIソジしィ，0(、硬詔ず
成立鱈鐸‘/3 っr~、家磁クがヽ位1 足し五iMA スペり },v汀 l砂憬者t
炉名）。

磯蜘バ疇』f汲叡物齋心戸l f>...,v,1; 6)叫麟（函已し）乙
\11 じ、も(j)t＼乳咳。妥母もまり碑 A イガ嗣妍知I~ じ‘輝のが;) f I恥 r~ 1J‘へJ
倉ざ 1も繹m輝戸ぃふ昨：f¢< J紅少汲珈疇 0，釦忽九6)かヵ
t\刊岐。へパ盆翼媒釦,~蛍浪ィ，オシゲ／夕／中シリガ孔心 Iク 9ル日 1筍沃
むもクと 1クり、遷紺tゎ‘シ烙っfく。鵡，以如釦裟遣粁戌げ位知）＼釦，
危さ(J)¢疇鉗t貶、",b‘っげ疇げ町 9 んの，＂立、釈釦，鯰2
びぅ墨犀直這“`移っr-:.。
水蜘茄 Id:°'魏紅、包及謹魯勺お：：：知った。以な、寝狙畔も外象/2.
加J鴎 I 41(呪の I紅レックスがラス魯碁低Kパlり入れd多ずし｀町／ 4｀ぎ)::..
‘)麟I瓦へ移知切3 。差笛必知知 Iん以召ぷ炉賢ゆf疇
ね o如、柏珈蜘IO介ふ和ぅ択厖パ”ぷ，突浙l誼絡這しィ復り，ら札
忍力‘っ佐。そ叫知加今応／仰’屁直し／然1'.:2,~如成瑾緩4` ガ0、毯tっふ屁
屈，;}. ~ I手§ ／抑lり心蜘鱈釘屁砂 l呑ガ‘l丸りば区知l“,,/J‘った。沃
豹災岬し慮むK今這広レ／シリガげIゾぶ 1 -,a鉛唆／及， 1MA 久{ l--尼
．繹j迎」しゃ。

I MAi‘ば，疇のかわ 1)1年‘'1 A わゾぷ＼和のられか凡畔町Abりんぷ
悧いられ b 。 2 クぶ困這卿辺）面紅， Heキ A 11 ンバぐ棗如パ＾ましの渇え
り~ J ::-幻店が虚応 1a He勺じ這心。しク‘レ久ふ卜 IV (J)足足祖
ィインA凶1斧茅，んふ}- /レ剖知 Iり Arワイ‘／のほ豆湾辺、いし 1氾条ぷ｀以）

* 
燐氏如‘\i Ar勺インと＼和＾悴。 Arキイイ‘./(J)少t 1vや噴：い keィ，オイン‘鯰
I. 5 X/0ークA ノ乙V\／ムの直径 SOOE£‘1 ヽ鯰1 仮よが‘鯰 2 這紺レ皇弘ざれ
ねバ ‘./9と鯰贔1知臼しらべた。J:蒼も茶百‘\.r 1 籾珈囀む〖紅疇

~`1 履息曇し 4 匂，スペクト !VO)~悧羨化這潟戸'l ~ I心 9 ，表
＼翁疇羹疇枷 I軋ずつ和見£う炉とがぶぎな。愛釦ぉげ年［
も、なり30小這射虹疇足tゎ‘り忍っ佗。ク如店、氾ooo h疇廷ク修し 1 的 I
忽あ抑以線薇鯰、½J 1/i o i叶踏しそ凶ゎ。
＊移祈富均傾繹ク培： 1~ ぷる
あらや（名汁ろ・さv'\しうのぶ，ふさ
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虹』ゑ 1 l惰し杉。似珈裔グl£ 久尺ク }-IV
のくリ逸い竣t多レ， 19 虹、令和叶い］匁祉
4“心消，鯰9げIfIク炉＾あな。紅J(f) 

ゑ 4
謬幻イゾ章切珀箪犀

［啄母 1 J/[、約紅J
祝＋ 季立十 茨r狐ふぷ＂区＾ル叫ャ）戎記，叫キ 4 ヘンの稲

叫t名レJ碁附糾街乗の化6t)，ゎ‘¥ぶ叫ヤぶ
l直羞釦這しいも¢り‘忽扮·2 0)棗終卿／ が， §653 び耀IJ,6亨
釦 I、 000砂しゃ。ぷ沃釦印諏含ほ這⑰ 2“'釦／叫21./- t1 6四／
”‘＾，表 I喝心戸叶r紅鯰しゃ。［〕~ 3”()翁⑰／弦＇グク3砂
乙ノり(l)1f,ざ（ A ,r‘噂）心&.‘紅9 9 の A イ«ク、疇疇／¢履／9
ふクパぽ霰菟名紅 lりもらい。ず-rh n s ゅ必 o,ク§23 び／店
ぢ，表i§J介‘ら a()OOA0万い頂1シ森ぷ蒻 lクる炉畔疇«? a声／
わる叶滉られな。->p,が菰1 ふぷ 1 lv ミクウム，ク ク，お必鯰3クク屈‘ク政
グ A 季，打＼）ツムのわぺ 1 (りク、'1, 松釦‘”， ダ aゲ31o 0,8砂？ a舒ク2
翻印 l-;. クれ渾o叫如1心讀2 幻れ白。 ？び幻姐ク廷研な
紅り恥‘'知騎あ加）が11レミク叩入次／0 j，呼ク2 ⑰“”“
”A 士，菜も彦の Ilヽさ””‘＾クリ虹疇る。 II 9、匹j,f232 4 ゆ？
釈扮 1 ~＇を印 1i,j~6)咳片 1^1バ＜，かと奴） / 2 (J，9””捻／ a”” 
碕0"”リ，奴鯰珈斐咳 Iぷまっ化く Is /1臼 I・函 ／I.tJ顧
叩汀紅られる。函箔のリ釦知和 1紅燐甦
鰤疇心ふ切，虹似急印パ呵へのかわ噌箪（如1閲以塚蜘和
豆鯰心ゎ乙務えられわ。
加輝ぶ訊蜘り事心心r-1, VI い‘忽岳｛クの履知吟畔召
隊げ汲）叩穀，幻匁 lレ突.,,,. lク,,jJ‘力‘れリ移＜ ／表＠バ疇Iク叡 lクク孔1 パ
ふ渦戸輝Jざ孔 4 、、 b 。ざ~ 1-:;; 応ク‘祝此囀ぷを受寸 4 わ禾毬及恥追
\f 4 心渇疹Iや，＂A ん祠破クネ IV 炎＾パ‘バ‘わ‘)舒＜ ／急知訊
翫叡 lクバ几りか噌“”9 疇鬱jされね。以均）-:::-~\よ／匁鯰炉
＼丸約釦□ ィ冷亭町紐パ匂今環紅媛堵」もしそヽ'11 l'.-ヽヽえる。
優窃今ば濯紅が懇1:::.対しイ明炉辟釦3杞） ／砂谷、遥さ創ずも斐いい俗＾涜浴＼よ
”““知四訊／秒這釘g受｛心瑾JG'-1~' さいぺ屁噂伽漏on
パ心如厄弱いり。バり碕l;rぷ水、知灼lクよっ1虹されれ1J.‘直'
心げ«／いり。水、虹諷(7)"£炭仏ざれ 9A -;;fン Ii IA~~~;翰
砂うず 9^ -1..束か初）ぞあ l) ノ紅疇疇i'I"び｀ずく移っいる心げI{‘
表位）畔疇叩い。
齊）のし森冨砂，／飯遣知）釦訊這釘知と lパ冷房えられ含ヵ勺
吟直疇惰幻戸滋和釦痴·tifjもぎめ知以パり蒻）紅汀叡
の直必‘＾あっゃ。履駁恥~}粒）参笈のみ繹済乙し 4 ノ必較蝦た平ずくン記屯
乎砂）勺“知り叫｀い心いバ釦蜘レ疇lク碕慟紅
わ‘つかへ， 4 (})螂影‘らむか烙砂It虹丘クヽヽ 1和幻もうなクとか＾心る。
汰り虹襲印楕渕鴻遵瑾営辟バ也l~ ぷる
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3 A 3 I]口引酸カリウ A にお 1”(. r-''YI)臣応 1;:.~ j企学的莉果

（東士大理） O 菊地巌充・大森幾・温1II考信

緒言
クロム酸カリウム乙用ヽヽてのホットアト＾仁学反応の砥皮は、数多くなされてヽ）

るが、（?Y'n) 反応這ぅ仁学的効果 Iこフ、ヽての誦舟さ、 1ミ~ J... i‘なヽヽ。ポ々 1さ

1 9 6 q年、（か n) 反応‘生成した鯰荘紐季勁ヒ、クロ這ヵ＇）がムに
つヽヽ辺研究1.)しt：：：が、＂練了ニー＇）ンゲの奇与妍大きく｀仕の救反応乙直接止蕨す百
こ土ぷ暉ゞあった。和桟て疇ば、ゞぅイアイス湿度濯禁さる：：エが可能吐::,
たのず、 (r, 11) 庄碍泣紐効果 9こフ`て`'JロJ酸カリウム直ヽ9 て再
検討した。
輝
り n 濃1Jリウム痴末と、東北瑶 3 0 0 Me. V -L I NA  CI双あ‘ヽヽて、 6O M 

eV雌迂緩渾m. 邑(i..(y, 1l) S cr 反応によ 9 碑応立した。未
恥知電子棗な． swee.p ma..g11e.tにより除ヽ）て、ドうん了イス釦じ‘§紐し、ま
t:t，試討紅滋蒔まぜド‘5イ了イス＊這存 b T~O 

双辺繋歳心譴 1a: I 湯ィオン史如騨法
吐 9 、 SI巳立、 SIG巫モ）マー (M). - % ―竺――→知ら‘‘イマー< D) 、ありび‘．央そ 」．→—0-..--—•
幻マー(.p) 1::. それぞれが離吐。
分離咋各フラりショツの西紺能向叫
cc GeLLi)磁去器いが4 KPHA によ::,
3 却定した o .. 9 
熱了＝ーリy']‘‘、さ、大気中て、オイ）レ 山

＝皿
バスのヤも行ァた。
蒜果

(r, n) 誌 I" よって得幻い遠I訊
奴卑辺．峰のた/1:) <. n, r) 反ふ、
(11, 訊）瓦folこよ:::,て碍S れ口痣果
乙ュもに．表 1 に示した。

Cr(VI) (R) 55.7土0.9

Monomer(M) 9.5士0.2

Dimer (D) 16.7士0.9

Polymer(P) 18. l 土l.7 

53.2士 0.9

19.2士1. 0

27.6士1. 1

4 

。

. 
` 

、．

。..-o夕茅屯＝止こ＝、
12.0 60 100 

花MPERATURE
曲 oc

町 寄蒔焦了ニーリング田線 (.10碕）
•:R o:M ■ :D+P 

表 1 初鞄収幸 (0/4) 
2) 2) 

52cr(y,n)51cr 52cr(n,2n)51c;ｷ 50cr(n,y)51c; 

47.5士0.4

20.8土l. 3

31.7士0.9

-88 -



照舟試丹且虔鵡て‘1 0 0分、惹了＝ーリフ'l•し配徳果 1さ、図 l I:::. 示いれて＼）
る o') テンツョッ R(C平 紅）ぼ 20° へ l 邸〇゜ c,::. わ E って、ほぼ直線的 1 ：：、
消加レて、ヽるが、 M ~ D+P ＾変化 1ざ蒐し、）。 D+ F' Iさ急乗浅‘少した後｀で 0゜C
付道り‘＄釦 I::..式少 L て、）か遥 L t M は紅 0°C付通 Iミ極大0)ぁ社蒻知蟻ts
れた。 D t P 2'.. M の曲線は `?0°CC..cross-ever してヽヽる oD 'l'.. Plir、ほぼ同
c拳西泣示した。
ミ ;,Iここれ S の知這l, -l._ 

区誤べ‘否t::.め 1::. 、 64•OC 乙

l 4 5 ーC 1遠ヽ）て、専逼了ニー

りング油練t末めに。図之諏タ
が回 3 I::. 示士れて、ヽるよ Sl::. 、

享逼了＝ーリング｀曲線Iさ｀ 10
紐応 70ラトー俎遺ぃてし
まァてあヽ')、 1+ s ーC ＼法ヽ）て
も、＂謂伽蕪しても、各フラク
ツョンの7Qラトー僅 1：：：、変企お
就め幻＂r『.,.に。池S の痣
果た茎にして， l Y, 'Y\)紅、
によ 7 て主釈L. Eほ距叱r の七 団2 専温熱了＝ーリンf曲練 (64 ℃)
学的学罰：：フ、）て、 (n,2n)反応

ぁもいen, r)晒 I:::. よプて生戒した
呪ふ0)それヱ比較知す ao
文献 % 

l ．：出，勺；，竺． 」：ー・＿．→—•

`註==、

·
·
。

—-— •i­.. 

。
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l
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f

oo 
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＼
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沈
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゜ ゜ 20 40 60 80 min 

TIME 

•:R 

2．尺Ack釘halt血d
G.Harb。吐le.,

応砥i\.fl .A西，
旦， l苓⑮唸）．

o:M ■ :o+P 

•—)) -• 

゜
゜ so 100 

-g=]]==; 
l蒜＇0OIll in.

TIME 

回3 等温熙了ニーリング曲線 （ l祁゜C)
• :R o:M ■ :o+P 
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3 A 4 和しカリリ〉骸塩がラスの奔訳ットアト A化序

（九大理仇豆燻）
0厄綸應沿中村照正，大詭閲松浦二邸

［詭言］

隙戸斤熟出琵鱈（た照峨し）ン蕨塩乎 1::::.. lぷ 3IPC'ii.,t)呼反恥 Iミより酸麟＆が‘
童合度の臭松ぃ各種0)瓦競咋戸‘)酸が左以向 3 年 1ぷ汀ぽ汀）レトりン酸の
譴ア）し力り喧につけて重合体の形成 1：：：注目（て疇媛城の大きさの問題遺戸
岡鯰行ってきた。今回 lさ 32賢競漁子とて卜りッグス中疇在内訂絞素屈手）ア）レ
カリ奎属と疇互作用を記＼了ために P-OH ，比 o 繹彗l\ M 2.0-Pユ゜s o 忍（％
：：：：： (,0 吋＄）について検討をした 0 ％比を変んた時の呼疇囁子の平均酸雌か5
麟内 Kも噌：芳疇辰うと疇の原子との相互作阻につし｀｀見さ扱
告ず忍．

［史験］
〗）し力りりン酸塩か 7 又{ Liュ0-Pュ()S- I 阪20-B0sI 怜0-P:a.゜ 5 } 

↓熟点性＋照灯 KUR ノp1\.-3, 6 戚， Pry ice t如•
遼 紹i o,2M 譴ヮや）ヤー避菟 1l ~訊疇（ 4MH位， 40°C)

キ和（砂枷OH)
肌塩 (S-e. h叫x q -IO，が3、0 x 10 c仇）
↓濃‘

塵イオン灼検り 0 マトゲ 7 7 ィー (B(o 駈 A~ 1-X~, I 00噂DO`1 位―屯r叫l “`帆, }r叫汎輩ioIY\.訊-e1hoJ)

紅濯測息豆疇 (Aloka-LBC-a認 1 Mo(V)-Mo（阿）呵バ）
［結泉・危廉］
輝攣見たア）員！）りン醸塩か万スにお噴配2.p反贄屈斤祠駁ふび｀

化 P, 仇疇l5) ％叱への紅牲点‘5 次のミヒがわかった。
[lJ -y)し仇り金属含量直逹
珈0- BOs' 応0- P2. 0s り孫について It賢比詞い対る護；フてやの生閉率 1各
変化が杞靡（）足哀の鱈応摯は増加し／ P の生成率 1本減少して ll ~。その飩失平均
酸化放 Iさ減少 l 1-（国。ミ如填晶キにア）し九り會かの含量が増芍と反競配直
冊 1こ怠在内汀歌累恨う l訂）し九 I直虞と大芝摩相互作用をし 32p反麒源手との財篠合
ぃ可能性 l芯杞靡＜怠） I tって西原釘）平均験化歌 1這く窟ると考え 5 れな。

し） L ざ、＼き l↑ l\ ビ！ばかも 5 てゑまさ）わあヽ／なし（yfj /か、つうら 1ミう）
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とこ 3 がしに0- P2 り s !J)系について！ぶ砂令比 (Li¢二 11、 0 哀！玲いて）心魯犬向 3 ［ミ
伐って！ドの住欣‘率 1ぷ変化が｀少伶いが＇）哀の生瓜皐這＇少 l I fの住成‘率は増加 l
／いの総泉予反覧雁子の平均酸化敷lな高く麿っ〖し） ＜傾詞が計 5 疇．ミロは Liに
フ CI t 6Li（い）3f-l反応が危”｀①裔与のためであ 3 うと息わ鯰¢'、合筏こ［）
点 lt検討｛ていくっ屯りである c
贅兇応 l、 0 直では平均巖化数瓜高く恋＞てし）ながこ訊i芯偲Q見のリチウ勾）
環塩がラ入と舟パ扁 1皇羞性であり＼どの結泉蕩町這に時間がかかるため
了ニーリンゲ虞妹とり相互作町伶ビが大きく知 l 1 て（国応疇り見摩のとりの
ま訊軟内＆ミと［な藉 l いと鳥的疇。
[1]了）し］り奎属の種嶺の相逮
恥0-Pよ疇しば）一且05 帽這比べると呼諷廉うの平均叡忍lな島0-F20m

系の方ぶ高く沿ってお’t) I ミれ恰下）しカリ愈·屋について度人：に分極龍怜 N` t >Kt
でありこ⑰ため潔 n 方が結晶ゃに存在釘ぅ酸席枢手と相互｛tい訊力県が’Ktむ）
文きくその倫泉埒汲辣曾ふと
該履いうと疇翫乍胴が ll心
＜靡り巖心げ＇少して l I ぺ
と角鱈疇。恥0-BDs の
い場合な上のよっの氣と
臭って平均島直が高い。 4、 61 • 
コ幻訊彰）麟心） L＼廿2PO4
閲2roゎ訊PO4 たターゲ｀ット 4、 5
とした場合の釉県と乱じ＇綬伺
瓦 Li塙の喝合が‘和図）ふく
沿ってし＼る。げれな底 K と
舟っ〔 Liは国（仇ぶ）引反応た 4、 3
ぉ、心 L /そ6)ためミの互瓢

器与が涜｀r極陀の守与よリモ大
き＼）ため/<:.平均隙札教り高く
店って l \ふヒ去え 5 肌召。 4、\

I 
乎均酸化舷、

化［ .. 
/ 

/ 

/ 

／倉

/ 

.. 
•✓ ー・ / 

/ . 
ヽ

。，，， ✓•
®― `o、，，，

•‘< 

4、4| G- ―`‘`‘蓋、ヽ®
`‘ 
函、＼
、、

、、

＼侮o‘蕊
、、

、、

ヽ
ヽ®

ヽ千、 l,
• Liュ0-F205 茶
〇戊ュ0-P拉s 困
®凡0-R偽忍

生0

ヽヽ ヽ ヽヽ

ヽ ヽ ヽヽ。

1,0 は |、4 1 、ti I、$
M$O/Pュ偽
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3 A 5 ネ 1゜ヅニウ以のジピ/\｀ロイ IレメIJン鉗体、の昇庫捗．I ：：：っ u て

（金未人・理） 億シェ知1. 中材釦p. 0'紅正i言・

紅疏m•11煮た年に n t '1 ，屈弟性紐叫｛本の真吃昇且：：：よ 3 放如切
訊年「；ってぎ E 。と L に〖ジケト｀／，｀ヒして 11'. アセチ 1レアセトン(ll,C心］
(f.Rれなが£ -2，午ー心oれ2 ）お·よびジピ l\• ロイ Iしメ？ンはp~] (2,2,6. 、 1泌四t以
尼a.-n.eー 3，たJ、I)但）乙記戸ーと 1 3 ランり I {, f蒻元＃， 1 5 に 1 クチ I 1 F謁
“｀のう 5TKl ？~I 仏 A仇 I Cf 1,.よ o·Ac の鉗心 I生 4 じ｛の昇章性ti) "こっ
19 1 の知見這てfを． 賛 11 井 1°`”/ 2 1うム (Mr ）の¢ジ｀／7 トン舒知昇阜l生 l::

ロ］：：；し］三言：／言｀□：夕。こ）
旦＝わっ辺ず｀3 ルのオ， ••I 卜 1 ~ム年1号動t畔 L たI,
① ヽ、在し昂弟•I•生のあ 3 ここt硝めたウラニ，しアセチ四ア也トン錯体、ぉ•屋
ウラ :::-1 し立゜1\` 9 4 ，バり虜伶の厄 3 炉、知

によっ這41 ]喝 →を埒阜 o 士ヽヽ骨
和も手灯＂唆討した。f虹甘使30 餌伺冷絆 (2叩
→弓ル）してIf))昇葺し L t 1 (J..C必斜外ガ 11
屈岸りりに 23% の（．煤1--I\·り卜，レt゜ーり 2 ももめた
かっf乙の l 二:t~ /年し釦和｀口国 1 に示すごと
~I 吟の印阜疇心辱とんピ・紐和，＂
鑓tして l, 3 :. I:. aいめた。

®叫如か：：知積1 'if'0 L て釦れて
¥.¥ ~ t,, f/訊程 23% pついてt紅 L た。
狂ゎ 3 に這1人し 1 に（伍）3 の麟｀
とヒも 1z A仇令が心・・外 n rJ._／呪錨応合

点遺｀~ I I主紅滋物広〗咤昴庫した。豆
印l @ 2 に芹 9 こ，、ヒ(.応 4れ鈴体に

に（Jた）3 J A砂（バJ;.'/''よ ,l "i•生の
ぁ 3 ここと緯紀した．（愛い「の；届元今,(p 11 ① 
の虹灸の{_ IJ} le. I 渭｛も 3)

③叫詞心ぅ 5 年鵡浪t表ぃ 2嘉
口印，如和9 ，こtのが仇鋒（わ釦紅ヒ
1 釦茶l:.- L'- 詞升，礼q埒箪茶f介 1 よトラッ 1

2:104 

1 ｷ104 

1 10 15. 20 cm 
U°ildpmJ2 叩ngo cdo, 
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法t印蜘した． 1 f1わ-s.賤入した 23f/外の知叩訊填咋煉L た毛rJ) （こ
，夕0 尻 1 9 }づレ 4化［乙わた， 1 5 1= 1．双犀闘／ダof,,コ•9 l ー 1 已ふM
tJ)ジぶ口 4 1バ？ンの麟紐五f_.!加九て砂，7~ ¢，辮9, 2 麟撹拌し
での 5 翁謬幡1..·· :r 9 I _..,しa_ ti z:ｷ :f'差箪K -r．．；碍 ；｝逸，阜虹訊．孔茫昴魚し
釦 I-:. 千•国知知。：れによ＇ぶ臼麟された刃f OJ Jf,m,釦知凶｝叫
ょ ’I t埓隼しゃす,,こt._ I J. 3~公這准に残 3 ことt （スヘ゜／l).. ロメ↓リーに［直
認 L f:. • 
®閲心逗認貼な立倫且 11 冗倒：
吃 3 いの心紺紅合r,\' L' 吃叶ぽt生幻紺1
L 記(il 仰和t.りり這輝煉伎燕福水 1
叫！を 5 c &C:f1）叩疇3夜 4以i加i-. 20介
知的ー 1レ 3 位f姜脩，K 幻加九、③と叫に
にt 1鯰、としてみ遁応ぃ麟｀辻砂真名昇
知行った．礼 0 、ク．復、.J..トラッ？滋 I: よ 'I わっ鍼｀
カ‘なり‘.. 5 嘉葬舒体の防 3 こ'I'.. t訊めた．
Lii] -1？，移民釦し 1 ：：1,, I I て和(50感）2 fた 咽 3 叫己I'..しも今釦嘴的
11 NH謹叫這 II む邑訊．国杖にしt鉗 り阜宅和隼心•O)和．
体碑城這みたか．令命衣が1誼冷離 L, 奇．繕色：如履臼 1.. 3 ちピ＇討森り
叫I!....め斤沿功-z,'あった． 1 こ 1・差吐I.: して糾l41 と日 II t亙僑 Mf斜体の
鐸i比ク鯰、l:..~'I知•り如□パ恥嘉街紅 180℃紅｀ヒし浅
釘した。 '.].30外。検出に I1-セ 1レ(].~',,、••ナイトし—/.. 1 （利 1 ， 3 小トラッり岨ゃ LEP§
によ］炉§1 午tレf`-“紐I 足2 用 1／たが、外ぼ）か卜遠{4- h.., カ‘ち ‘l麟昴差 L てざ
-z_ I I 6 こと這認 L たた。

®旦切停鉗心瑶箪I＇生t応用 l てクざ .~'Tem perature gradients 

の夜駿的研免'e.41'1 った。 200 --•一•一•一•一・＼

(iJ ①によ｀l 今咲燿革精紋 L た外錦叩 100L  
41 1:1蘭い 1 ，杖星し，図珪劇に歪すよ 1st 0 10 20 30 40cm 

; f1 2"  "峨着桑 L, 吃II)叫以 L ↑u冨
afl ... 

t:.ｷ 2.3~公魯む瑾打した炉応紅＇I I:. ;f、t1days1 こ｀＇と L ．吃小ら／iぷ紐、種り； 3 ,,__. fン 1', 1芍＄三
ん、嘉角叫遺 3:. と註[1) 1=--. 『esidue 印btimate

(ì/) "科楳した13~ t L{J...の；恥ゃ飢鋒体、 釦双豆昧翡碍算灯洒影綽凍．
乙魚tした LINAC 浅ら叫r, ¢o 山 V 殺t...位の (.“:,.33丘 n 茶要が

帽叫1年" 6 印向ドぅ 1 • 7 1 7-..玲｛f式町和 (2 のプ． 9 -ゲ、7/-{U芦這昇阜
しで釦点・ 236Nf ii)茶動り知 L たク｀妥1 庄，：：： I す圧p s t I令 19 心、／凶ko( 2 年
の X§知よった炉．：：fl. 1:::- が-1 J竺り心輝直 11 紐雌-{)18這出噂
もし1.,＾ぅ項m t. 239/vp J"J J'クタ叫虚ぼ＇l 庄 L. 紆瑾ーと界菟坊り 236外f3%
比比較し．凍、そ印．数4牛士 7 とれよ鬼 1 れ 1 236りのクが査への；裏4釦釦t L た•.
＆猷］ i)?. A～四I M. 3aム．幻ダ／丁見ぬ。み、辺．兌↓·oa々a¢. LJ/.＃．ム I げI(If舛）．
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3 A 6 

目的

紅 lt lし柚テトう K.::.]し加しフィy錯知的る熱？ニーリン9｀・学動

凍故大理）池旧長生 •O中島尺‘•項i井賜ー・壮司埠

知は今心，組，コ l\で 9L 卜';:..ッケル及加年かf',~長,,椅っテトうフェ
ニルポルフィン錨体 (TPP) り寸、ットアトム化吟也研発して来た。 イの雑果 9 年金
属の丁 PP錯体のリテンシ砂 1よ既料の精製滋Ii:より九‘gり変Kする＜どか‘わかた。
さらJ" Cu. TPP 豆 CoTPP I濃l l て 1i、叶れ＂れ精製六 K より二枝碩晶形（いTPP
に 1 ま a形ピ肛形、 C。T評 I~ Iす d形tぽ）が存在寸みこいパ疇． 冷ミ噴々
,i輝り麟疇訊恥‘み氏め IZ 噸羨熱麻り及び重量愁履臼行？た。 府の
＂、特御曲 1-: よりす、似TFP I訥3 fo ゜C ` OTPP IJ炉虹疇晴L, Y[Jlまで
訊い可‘.mt渥化 li「Jいこtか‘わ力‘，た。 次 l讚熱 I< j““りいい恥
み k め lく、冷れKーれ噸印 1 叫間すっ.,..妃油笈で押熱後印釦勅い級町紅ベ
クト 1しを孤べ心 E ． 兄り雑果叩[C.bTPP t t，⑳形 1填lて的定であり、力りい°
クト 1し 1j介得局度―41ジド度であみ： yか‘い‘っf. L かし CoTPP 11J o形は 300°C まで
祝熱心り兒全9泣形 I{ 転梼すみこtか‘わか，f-;_。さら 1-: c ... T_PP のf升り場紅目
恥輯紅起こ芍こtかm}J‘ったか＇‘.転偽叫分餅温笈j 1バ°熱で 1t兜知 Iす兒了せ
ず叩，疇｝昆紅り人ペクト lし也示した。 l彗噂集也tど Iこ，<:..-TPP iな
CoTPP iミい噂馴心命汀紐け一ーリングも炉釦照紺i俊に行叫各
々d) (rl, o')噂lて蒻加トアトムつ 9 テンシ心と禰遺吋 L K 。
負

(1)詞料孔Trr，杓□PP, ~-Co VP, o-CoTPP の合戒｀ 1よれじ｛れ醜漏県1湛
つ｀｀さ）八oTPP に関 l ての打昇隼精峻 I~ より麟‘し， 冷の他 Iょ＂＂J P ば）し
違知渇当ば条件下で再，＂碍製寸みこど I\ より合成 l t.。
(2)熱中性遷射立救:ltf; TRl trA 直型屎う炉‘吹f油及ひ‘、ドうイアイ人康度で
2鴫闘 l R.。（然中性う束：和 1011 'l'l/~~．忍，が線遺呼： l.4 x/0呟／hr)
(3) 納和ーー＇） ：：ク｀’ 如C ~3oo·c..の曲度飩町羨＼アニ／＇）ンク｀‘虔琥L~ 。（温
笈捩差：土 5• C. J.火内）
(4)分析法い悽l従う去
輝遭射 L に祠料這射俊t rごt，ミドラパアイ又乎 l汎噸刷に和澤
件噴1.::. -')ング＇処理と l ｀アルミ｝カラムクロてト'}`｀ラフィー 1, より有棉婢（
リテンシ砂） t，紺燥収卑どわ精U'}良 l t。 放射能バl) 史 lかla I 、；：今しーショジ
カウングー lこよっfこ。·
紅
困 1，因 2 I~ 狂訂しいTPP) CoTPPdJ臼噂射前渇碕ァごーリンク｀＇嗜皇t

禾した。 雌t t lこ， a 形 IJ熱アニーリシり｀＇ 1てよゐみのリテンションの変化Ii TJ n。
印叩｀戸ー伝TPP及び厄TPP lJ温度上昇とy t lミリテンションti戎｀少して l ＼る
、-'Lか‘りかみ． L かも o-C。TPPd: 2!;0℃祠 lm双型tJJ 'I テン‘ンギ｀／ど一致し，そ
い '1 た｀、 rJがわ，ばかじ寸 l,13 ，さガいよろヽ9 ち，しょうじひどし
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の俊況匹·,日愛であみ 9 }/...J:: 1 こtから中性手既射前 1 釦ニーリング｀で 11
帽昴心妨,~よってのガリテンジぅン,j変化 l, 々の他の配（仁tむ瑾昇扁の叫｀
少埼） 1濯影繕ざれかI t i1Jどぬわれみ。 例 3 1i o(，戸ー伍 Trp灯性這照叫碍ー
届ア;;..-')ンク｀＇と示 l':ヽみが｀・ ドラ A 7 イス感射ど炉遥戌射どでd初i什リテンシ
づン 1i段 rJって、ヽる窟，アニーリング｀‘9、―より翠l ~くる。紅形ど戸形で 1い，和—―
,}ング｀由練碕 Ijよ＜釦り紐｀， 7゜ラトー低 1Jー玖l てい「J~。ここで I~ 戸形力‘
位か噂勘り紐戎ば疇れてし1 「いよらであみ。 国4 は，り'-C~TPP 
の町幻鱈俊着湛戸ーリング｀麟 l てし9 み力＼ぺ a和杉どt /,熱 7...::..-'} ;,グ｀
I, Jり＇）テンション 1Jばとし〖咬ィヒ l てり「J Vl. Y形のJOO ゜C のアニーリングl渇
いて，リテン｀泊ン 1土度心 L / iJ?-I峨少 I ていうが，、へ 41Jりか妙然 7 ニー）
ング‘Iこおヽ 11るリテン｀沿ン1勧岐氏噂邸り転移lミ 1 る＇）テンショ湯残少疇グ蒻争
奴疇っているため心足わり 町，囲 6KIi祖遭射梃碍叶仁ーリシ
戸紅峠（たか‘I“TPP, CoTrP どt K 二つり翡馴 IZ よク 7...::.. —‘}ン 7`• 曲傑
,i栢である。 か詞ちアニーリング疇嚢性釦叩L ギー 1i—玖L' が椅
構仰、 E tのであると考えられる。

固1.Cu. TPP 照射前1ニーリンク＂

4
0
3
0
2
0
JO 

（
ゞ
）
ハE
^
A

卜
（

, n 

”ア。、
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0 JOO 200 300 温虔 (°C)
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図 5.CuTPP等時7ニーリンク＂
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1) 疇，中島，う酋井 日本化沖矢t 34 春李年戻 (1176与4月） 1話演
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3 A 7 Jバルトテ｝ 77 士-::;;:Jレ尿lレ 7 ィ以錯釦反＃f噂

心放背大頭）池咬生•O攣紛•詞準·囀＇

直境考りIに加訂'k暉｛｀が＇厄銅テトブ7仁／ぱlし 7,1ン錯体
(QTPr)I び＇叫テトラ 7工二／しか 1-1瑾瞬｛CoTrr) 叶l沿屁
の（り）反店（い）反応蔚訊麟こつ,, 1卸してきに'}.2)本報告（＂

I石 CoTrr にお•I” 五c。コエ；喝。f吐ズの旅：の反身扮滉ミにつ ,,7恥‘｀か。
1f:_, NiTrPl：：：行（ l （”N；竺二叱oJ°口だズ雌浄峨珠1:.? I I 7検討しノ
知釦辻釦和1デン四ン釦知仇禿唸虹り 'l プンシむ倍在
疇する。
塁 (1)元Trr碕氏蒻暉，呵噂．
続和1.” (f)奎届 1が｀ルト左，史）むk学・杯瑶叩ライナッ ’7,：り、相膨狂東
照印rこ。国］，i 1バルト吠核反応 mがf紅とも「り
樹酬飼直釦｀ある。パにまた l1 ババ知ぱCo を （り少”^c。('ft)
疇醸9：：如｛叩箪心lじ'(, Hl.Tf r のク n 0ホ ”C。 lIT 
ルム茶疲と反応さ幻知Trr 玲戎し鯰昇ク0 刀卜 （こ叫。
戸71 に['}積裂年。冷戎した楳峨'&Trr 庄ドラりィ （田 I 〕げl4)
”'吼絡しJ8侃Co （和籾11/r) (f)ク該びが Iご。化学頒如，グ°[1がい
メ'l) -lレ黎衣位JI豆ナjJ 7AJ四トグラフ4 1’f和たo 伸(LU手幕腹出
か /0研a.f HA 1:’ 肉んtf) 9/ IJ LeV吠祀¢-7紅l走しI fl.弟炉姉左
求め，＂辺叫oII紐｀幽［狂月 I11 肱析した。
(2)”I{;Tr f“④化勅滋，厨揺1定．
杉たヴ）レ（純度lim）左、＂r,が以JJ滸わ輝心l勤虞嘩1し（く。
加~src。 1" 吐バ：‘｀I}心仁炉心/~lg,印ガ｀ 叫）
”わかるよう 9も麟(~、r) 年叩て生成しrこ知事雀 （ジ可Ni
叩伽印如9。}歎り／1，杓頒蜘法りz_,. 2i'~あと I錢叫i :: 叩叫直疇研，酷麟磯4 オン玄伍左（｀゜
忍（しえす「＆砂恩身1ニッグI羞‘未を永叩酸I：崖ヵ＇迂り1久 ,l704} 

イオン庄喚疇｛如~e·,c 1 X 8,;か巧0 れe弘，西積m) につヴ， にね）•

(991位｀6心•さガ 9} よう0ゥ・し／うじ｀四とし・「J介｀少＇む吋｀る
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“顕籟諷霞｀的い。艇釦，緑紬年(c日 -C) としい炉汀＇｀みゾダざ。
の『の噂心知 U釦叫l9，摺蹴GTf r 名ドヲイア1 ス午／：
放位 4［砂輝聞鱈1知譲知＇＇口、これlサ枷の生のf'-71] ッ
知紐左’'肛サのリテンレ 1 ンイゑ厄”幻呼ぶ。と;,刃厄標的叫—
CoTr r Ii, 5紅Co(}]みffぷ泊c゜勺9/1"(9 う。 L たが｀？て I fl幻う幻｀’9
虹l紺喝紅Iるもの絹妍山l) 印如｝。イの印和原理繹すのが｀
組91叩。初砂，印 o 肉＆のあ 9疇t:cl：：：界 Iし暉CoTf r 硫＼
心如したとし，そ mm肉＆パ／0k-evの放射能乙几吋る。紅て吐立£
炉い噂億詞直t1 の鯰逗疇と£叩I>‘‘喝四
9／：：示す幻榊がrf P錨佐77クじ9 ン 1あ？た汀叩：炉,tか）テンシ
む値 kaIi 0印’与えられ，和 'l テンレか｀／値人がま®叩写えられる，
疇ボむ2, X を哨去す研｀⑨紅褐れ，年Iり松｀＇ 13P'1鴎trd1J Rサ

和心に合茂） K-t：：号夏）．， kt上呼辛．⑲
®計によ9、,1l相 CoTf PIこが1) る釦Co.」」; r39C0 7°口勾（こヒをゆ 'l7
□／心汎直加， 98戸得t。
Nrr fにおげる”川上ユ上刃ム 7゜心灼＇jァンション1年（町）成が
”成した呪狂松Tff絨希 1＾除I ｝ 1 臼町＇：叫lこ，着日げ 9 Jる 7oa
切紅繹叩の I22kev直痺繹l定1 5和｛迂畔。 77乃
fo グo，籾界の’Jテンい釦翫。
諷知繹崎la, g/)仇 Br直l紺紐I：：九細釦‘研魯IiJ初
ガ｀；鱈fの内輝釦認I：ゎ肛1づ□7 ス 7°o→/m分‘りの親分知の 7ラ
口ーシ心が起こ 5... 、以9'知られて（）ふ釦ら工叫。の摯，内
。わ曖） 0(g.2.ウO r',1,るり‘ヽ：吃わ噂薩蹂IJ.紐，CoTf r Iこが 9てI J,
フラグメンデーンむバす，念環辺z u れ'!と＇起こら［かと I 1 うも町｀かにJ司
様，たジ改叫いも「り EC吃変喋パTff巧虹｀る CoTP fの
リテンシ心珈．祝I ：とが厖鱈lされた。

恥r吹） 1" (CDQ-C)Ka(%) 

吋＼／ー4r→―↑1
c
 

゜

900 

朽
界

/ 

!,1':t’'瓦 l_1/'\J._t
O IO ヱ0 30 40 和r ｰ s,0  15 0 t。 4噂／t 1

分跛

［四 3J（国4] ［い!;- J 
l)哀叩研，t鳥翻，虹碑釦秤国分（ケ□1囁埓
2)耀，酒井，＃司ボ虹嗚祝浮Jil虹幕研貶祀表念（＇76-¢)7`'錆濠
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3 A 8 鉄たば直）ーリン祐瘍ガうスおよび鉄（而）一、Tウ祓温がぅス
内道）i応t ｝ス／ご］7 -スペ？卜 Iレ
ほ口理） 畠島艮正． 0~田哲明

ウランを含1‘ メ？り｀／炒麦カリウムー蕗収欽（ウぅ•一ぅ農凡 10~10000？秒, PIF戸 5)
ガ｀ラス遠叩’缶； ！釦 I~ J:って生しみ篠今妓片痕蹄、ヒメス／くりアースペ 7 卜）レの間
係につ＼‘てし1先 I:報告 (l) L 「ょ，その使心戌t、さら 1愈味あみ締果が得られ
rこのでここに咽峠うすみ。 1 r・、メダ、す｀ ＼う崩易ガリウム(I< 1302.)一頁娑化第：：鉄 (Feふ）
ガラス (13 /Fe.：：：ぢ）の熟叩＇笠紅り、1 で伍しみcJ_ \~黎 l: J') (IOB(n，d.)如）、了、ウ酸

釦‘うス的に生じ｀みヒ思われみ灰陥しメスバウアースペ 7 } Iレしの間1糸についてし
秘告すみ。
恥03 -KP0317‘‘うス

ウうン濃危 100秤ドの元03-K?03 がラス勾噴J分裂片飛跡の熱アニーリングにつ
いて 111 で I~ 髯（ 2) してあみが，こ 0屈訊果 l：碁→- ＼、 r~ アニーリン 7｀亨験使
のメス／さ7 7 -スペ？卜 1レ噸l走も行エド。こ(/) l) ン競温ガラス 1 1. Ibo ゜しから
ぇ 3 0 °しで／ 5 ~ / bo I分間加熟すみ直鐸輝跡1Jヽ・アニーリングざれ， 1 次
反応で，ぅ砕化エネ lパー l~ O、し b eV しし｀う位が得られ［:. 1 こで Ayy広…A 7ー 
ロットか 5枝分裂片桑蹄n* 2 ー/ー) | 0 ]。) 店 7°) to 7., 7 f /。J ? f 1ー J 9 9 、
,./。, 9 9 、 9 9 9 グ。うい（桑蹂鰭） 1 り「あ澤すみ温度し時間＆菜ゎ）その
和午下で 7 ::..ーリングと行りっf：かうスのメ又／ゞウァースペ 7 l-，しと吸l 走 l t;、。
＼うラン濃度／ OOOOppv-.の応ふ— KP03 n-·うスの 7-::.. ーリングイ合のメス／ペ・ウ？ースヘ·
7} I レから得ら1¥'-t-, Iヽ゜うメーダ (Fe..”ヒ° -7 ，，直）を泰 1 ミ示す。

(mm/sec) 

Temp. Time (%) 
i (oC) (min) A r 

130 9 3 

(2 I 0 。 44 0.45 0.43 
160 15 l 10 0.38 0.47 0.51 

36 25 0.41 0.49 0.47 
100 50 0.45 0.48 0.44 

210 46 75 0 。 43 0.49 0 。 42
100 95 0 。 45 0.48 0.42 
230 (99.9 0.45 0 。 47 0.40 
385 (99 。 999 0.44 0.48 0.42 

屁で砂金属鉄を規硝l.、 L r ·， 71,} マーシつ卜の位， A l1 叫幻輝の位， r
ば和謬もい日。詳差 I J 1 o 、 0 |四wse己棧呈危である。］亥分野桑翫· I o ;.。減‘
少し r、しき 7 4‘) マーニ／つ卜の他元氏少ーし平憔将か増加して＼‘ク。 この棟旬 11猜躇
が 2 ぐ゜厖砂し rぇしきじも慇冷親祭さかて＼、みこしから，こ(/)t靖 I: r:,;,、 1 ガ｀う入
内に、ある変秘が笙じて＼‘りものし思わいみ。さら l ~夕 0 7．頑砂(l)f交帽で l1 Fぶガン'
の吸収が観測さ K f[h‘ っf—｀こtがら 10~2ぐグ• 7 ニー 1) ングの-rs-f習で原；のえ競加や

Tこかしまよしiさ・にしドてつわき
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危こ／））このしきヵ｀｀ラス切 I・｀笏玲く生成（即l11 ー、より）して＼＇クと思わ□ 詞十｝
没、（加心吼）喝勅も同時 1お、｀，に疇えられみ。この時、点で Fe2＂オンや校
A ガ｀／l1)苓定化 l＾｀犬きげ役割と要t-｀していりし思わわク登 1ふ｝、§、のオガ寛力が忍こって
\‘みし秀えると 1 t o7訊少！紅·1/) F“ ズン l`、Jク吸収遣釦納得でぎク。 Fe.)..,.
4 ズン(J) V訊叩 9 9｀，．が応吋讀疇．月す前し l11ì 1月 L 吊りし町，［く。さA叩’生謬肘
和¢/1ガンベ記疇衿般遣 l1 うぅンぅ農危が高ぃ渇合（：特 I: 減少したが
：如翫屁 l こよ')1J‘ぅ入 1かの一祁濯晶，1t （怜｝の再配列）が起ミっていう↓
(/) t矛えらいみ。こ叩紅 l i x§謬莉（粉紅）疇知ヽらしうびず11 みもの 1• み
ク。 3 日合 l ―証ベ・クホウ破場がうス(/) 7易合にt ol..線 l: Jクものと思われク綽晶4（が
罷il され1 \.’り。
以.tの結果がららうンも含むリン諮虚ガうスの要紅杓’笙み照射I`、よリ観測さ KT-、ア

4 、／マ—::.....つトマ四秒心Iが般の値のぅ喜尺 3 Tて 11 栽‘,y叶亥／か製庁（ミJ I) がうス内 Iても
fこらさい［＜久ぎ↑i 1袖 1 打わら柱／分般片碓甜、 l^、Jクしの 1、あウしさ甜命さゎみ．アイ
ソマー-::.,,,..-つ} /J)うに1 (す 1JJ,., ~ S 如紅遠‘り）枝今炉片か‘.Ji｀うス内を通過
すが脊の 4 1 ンhU渇り屠か•その 1 3 かうヌ肉 1~1呆わさ k ［一、こし I ＾｀ようものし思わ払
み。

Feふ— KB02 ガ｀うス
知リン飴釦‘｀う又し双べて電気炉閃での料這度セ Iooo 0ししし「'~\t.い｝含< t 

製ぅ広 11 同様であり。J r＾しこのガ｀うス l1 ガ ‘Tiリ釦墨拝疇I7J'-(/)吸収 1 `、Jリスペ I)-. lレ
か度'1(1 9 ので｀ぅ遠．い季す~.メス／ぐウアースペ？卜 Iレ l t7 4 ソマーシフトのi直が
0、2-2~se,ZI （令島鉄規祖）弁呈危 1ー四柚手／今見直が 0、8-b ?w>t<-S _e;_—l 移角のダ→｀レ、’I
トtあるpぎが打i冗知(¢ ：：タタメ／ん／~-SLL で 3 l'JJ'-, 30分＆西鳳 30 時間）
にJ') 7 イソマーシフトの他が出（ O、 3 3 加五＇）しJ四柚み／が殺吋直（碍年時
閏tしし 1識少し「ミ．if原｝炉 I勾'(§昂'c I司紅磯渇奇のパ泉(‘゜しぽ用で／｀ 3 
X I ObR Iい）と 30 ~間ゎ＄びりし印紐加し［こかぅ・メス／ゞウァースペ？ ~Iレには 11
しい・汐厨叩‘った。このこしから 7 4 ソ？ー：：／ 7 トマ四i +IJf'段の他が叩i3 
懇射 1｀しより労化しト (}\11'0B （四o(.)広 h応 l ｀、よクtの 1あうt免えみこtかで
きみ， 7 イソマーシ 7 ト(/) i』 l13 /沢mm•• O、 22 -., 0、 33 加辺が（房双し 1 おリ，懸
印時間を表くしても渇あ 30 時間） 0、 33 y,._い S以で一定しげっ Iミ。この｀｀いからメ
線じよク 4 オン1い影辮かがうス向 1汎‘って＼ヽるも17) t思われク。if-:.四1いy I遠
バ也＼ 1 '3 0 防閏熙射復I 、̂ 0` 8い 0、f- 7,.,...,.｀ば程危に祇‘ケ l 1 ¥ ̀  3 が•これ (1 ガうス向
湿翻が起こっていウこしセ子、し1. \.'ぅt 17) t思わり。こ疇酬這i目しし
て息けか恥翌1)刃妥えらいうが／ :: Kl1 かうスl1)茜品 11江要すゥ熟量ヒ火べ｀みと [1
るが 1―•小さいこしからこの効果11 J;定さいみ。

参和輩
(1) 畠島，面~,第 l”] 放射化芽討諦会（福岡）言爵；＂稿集 2110 1( 1975)
(2) T.. Nishida and Y. Takashima, J. Solid State Chem., 旦,(1976)
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3 A 9 函11いか）叩唸甜砂疇嗚造とバlくり 1一知ぺ 7 卜）レの
閲條
け認視）高易麟• O 印犯愈又・血印詞・如鱈

固体内の呪陥楕楚をさ C‘ 豆で、非紺項 It)な令綬であるメスバウ？—分杞啓を
剌用レて、 Na孔絡品内の笑蹄構菱(1-3)について術免した。
NパL ヒ厄ば2 の成合物を石灸）いツ未‘を 1用いて、噸気炉守で心力‘‘スを通しなが‘

ら 800°C で｀ 2時闇麟ざ也、§勺辺OOc／加で篠冷した試料 (N幻／戸e:::::/0) と銅板の

間で急食した紙料 (N^/Fe;;::/S) について， X蛾’続末囮拍とメス／ミウアーズペ 7 I-Iし

”虎年かfこ" X緑知ら禾国折の杉棗ゆ⑰回折線の高画町角ig,]に‘‘沼）レダ｀
_,1 がみられ、縁lヤ騎‘ややっ，，炉ドになっているのが絹脅、された。 メス／ミウァー

1ペクトルで‘(i}、中炭のシンク‘`)レt,0- クと（ま｛系娑杓的な二組のダブレットの計5本
<f)¥'.'.'.0-7 が得ら仇た。（図エ）

1ぺ 7 トルのつンびっータ降析吃竹fぶ
っ rこ、結棗奴のような値を（息（く o

2 
l ,  

ｧ : 
、l

'を食試葬/✓ぇー ／釘 I、OI I、/3 ぇ33 竺祁
心揖（木念紐微（年）を使組 （算wsee) 苫

じ0~71. じ゜ー7 2,. 1;'!--7 3 

5 ムE 5 年 5 ムE

篠灸試料 I、(? - I、// /.、18/、/8 7.3f 
.
.
9
1
-
3
 

0 1 2 

以江の直から惹みて、奇べて正ハ氣祐や
迎（高冠°ン）のfe吋の吸収である：：：： （図 1)

Re/a.ti ve vetoダtメ（仇幻寧）

とがわか‘った。 次（許釣於及ひ｀急｀反該料について啄括アニーリン 7実験（吻臼釘
諄'r", 3 翫）を行う立により、スペクトルの変化を概視し応
o f釦、一宛試料

?-00゜C-lhr(/) アニーリングで（ま、ス~7 I-ルには、（まとんど｀唆にはみられないが、
200°c. -2紅のアニーリングで，t:0- 7 1 の吸収わ、翌剣r し、それとともにt"'- 7 3 ~ 
りさらに9l-1月］にピ°- 7 L'(6;::/30I △E咄05 仇勾令ec.)炉ぁうわれ、 200 C゚-3んrのア
ニーリングで‘、¢- 7 t'の吸収がさらに咳くなっているの炉澱、視され衣。
虐啜式科
珈知l紅の 7 ::::. -')ングで｀， C°- ? 3 の唆取が滋砂し、それとともにt:;o - 7 ぷc
釦詞，ム底ス、60 111.'M./sec.)があらわ孔鴎 C゚-2幻卜のアニーリングではさうに e゜
-? 1(}) 吸収b浅砂し、ピo_ 7 1.'{ b ：：：／ヽ zl, ムE=3、o/仇勾知）があらわれ、加oc­

沿のア:::::.ーリン 7"で‘、ぞー？ 3 が巧べて e゜ーク 3'に変化し、ヒ°- 7 1' の吸収かさ
砂鷹ぶっているのが視囃されfく。 奴にア：：：：：ーリン 7｀約膨覧冒緯闊：：：つし）
てメ線約禾印れも球］兒しf勾怨凜、ア;:::-,)ング炭澗とともに庫 °祈角僚lにみら
たかしまよしまさ•かいのリひさ・にしfどてつあき・むらかみよしお

s
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如ぐ‘シ9)レ 7`9-” が祖失してい（のが泊ら叩く。 最磋に、試料印の段の分桁屯
o、 OIMEDTA 希兒にぷ I) 行なっf唸繹、/,,j,f冷試料に習しては約 3 、 3 a.t.1.ヽ 急；；蒻試料
に祖しては約 2 、 I ば、％の鉄がI含ま仇ている:::..tがわかフた。
以に得ら如塙鑓からシ知のこ℃力透るらftる。

鯰試料のメ--J.. 1ミウ？ースペ 7 トル（ま唸定診裂にくらべ‘、アニーリングによ')榎紅
になっていくが、これば急亥該料にク4して認乞ー／かいのアニーリング｀で｀、奇でに防
(!)戚収濃灼仇IJ t0-7 3！があうり机てきているためであリ｀残）のどー？の変｛ピ
は、低辮試店にみ砂tf匁ペクトル愛l いと同様であ五。このこと！ぷ麟誠粒l這化
喀的におて高衿）レギ｀羞厖乞鯰切、ア Z ーリン 7‘‘により叙禾純紫）を含‘む属必
印の格谷麻各叩積炉充誌に起こることによるものと思わ仇る。 衣lこ参目巧へき
ン'l[まごー 71で‘I -if_）＼面枠兜（高スピン）の Fe冴のシン 7‘‘9レどークは極めてま八
な捌である。牛） 5) ~のごークしま、 Fe2+ の吸収であると殆えら仇る。 （シン 7`、 Iレピー

クであることから殆えて、：：：の雌万ぁぐ迦< Q四穿呵hbo1J..r) にi這烙子点、（
vaco.ncy) Vーが含在していないと易元られが） このンとかう、等菟アニーリング｀
索怠年 l) あらわれてきたピー 71' はアニーリンブ｀によ＇）格謬、みの務釦多いか
えればv-の唄細巧：：：リ、この磁料生の扱い位置にあJ;> Fe2tの訳‘近くに以池づ‘
いてきて心のと、葱乞ら仇る。
如北0- 7 3 心該森中の欽が含量が比較約タダし）ンと、及び魯じされ、や奇いげー？
であゐ立がら N虚内で｀ M廷が且に直心蝸隕造をもっ鎮含体（砕舒‘ega.te) 乙
して稔社ある岱切吸収心るもの這ゎ仇る。（阪、2 回桁線にみられた’‘ショ
）レダー II ぼこの篠忍手の存在ち、ネ蒻<f) :恙えられる。） ピー 7 Z,（ま非常こ吸
収弦度が続）二とがら、移令闇隊l2位置麟空切吸収によるものと推定される。
ま化、急台試料にr線を慇射してこ喝合のメ--Z)いうアースペ 7 卜）レについても報告功
る。

鰭文爺
l) 了、匂 Mullen, PhjS 、 Rev‘) 屋L I I#/0 (/963) 

2) K-H紐噂邸 Kim Yun企phys.stat soI‘）図， 3終(I知）
3) A 、 G. M叫磁 et aI 、)pn;1;s. stat. sol 、 Cb)) 訟） / &3 (1~?6) 
It) L.As丸;J.p、 Ad. loff,)了、MFY'iedt and T、 P幻切1 J幼em. -Ph於ヽ Lett~凰
呈／05(I?'lo)

s) 丁、 Steger and E. Kos七i ner) J̀ Che爪 'Ph炉）窒 33羽 (I?73)
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3 A 10 疇隋叡屁這叡パl叩惰紅．

（斎P玖現） 這庭喝点綺，｛沼釣稔．

EC““［言C）麟叫て放出＼ずれるオーシ、違砂疇のてはそ
遭孔｀＇低エネ ILギー (5~.1.0k羽）の応めに評（約l‘' かず1J‘しし 1 。たとえば＇，厄以右
虹侃壌原知沈 1 餡暉移度として L I 砂‘,'.9} われわゆ約虹＇lおf 2酌揺氷上
にも及んで日芦とを知碕砕し点詞如＂l J::::-(J)ようは低琺lレギ＇免疇
岬程を 1籟知 lコ匂らか1-:::.--q} kめ；狛以メス／ぴフ了づ快嗚即認応l印 L た。
鰭知｀’l1, 1J"ス 10 合国加鑓訊i千し、北鳴如窪L和磁液砂認
され訊］都珈籟沙（稼萩l籾心ぷ /2) も砂、し7...メス／⑪9” ースヘ。 7 卜 1しも倦
幻バ這店。：：叩珈繹碕砕よび， L l くつ1J＼のス訊麟：：：つ [I こ敦
匂'\。 7|、 Iしの振幅'3 らに従来這邑i邸よう狽島蒻 1勺卜 1レの綿幅を應l定
し， 2 れらの比殺砂国（オ拭弁叩＇＇叫虹ネ Iしギ＇呵呼和硬鱈府効鈴拝幻 ll 
譲炉し乞

』
□7 t::7 -現叫珈鱈11厨 2研叫の項砂ぅ叡＇応紅 I J /!;1J X詞炒伍仇3
灯認であらア／ード＇,1 、紅(J,02砂仇のダング＇ステン低を 2オる 1) に応叫
雑して平行 l塩孔ぇ易厄下のぞれぞ’屈史1こ兒をあ11, r Iしミ（以□7ワ炒ぷ）
・い象）つ 11-r---。少履溶疇［＇し1試料いl1たア lしさ l立直約了縁を入打J也

\I~ 紅麒i紅｀＇l詞和窓砂渭恥柑認知よ
蒻］しマ）うにi討し仄9l吃ば〇＂ス（吼叱勾克各ら）

て＇’, i百渥印i/ 2 o1>--Vておこ Tiった。 7/ 叶·｀'9\
碍られるパ lしスl?. lg1. |c 示したよう r元恨鼠幡
希t''祀豆｝び泡譴愉した。

” 旦菰＝ー 6 e i 
釦 IC 'B心恣（／しll/、五／如戸）璃

ク釦如切/J.J状に登l Iたと訓卿輝砲知麟
1、 (V) スヘ° 7 卜 l立謬こ叩へ° 7 日以¢,,. 7 畔i屯

] [ i {“\ -9言言言言：言言ニlt]/1口：言□言□
図1.'
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鱈（和麟紅譴嘔鱈恥疇揺和国臥
伽節謬みである。 1 た五：：：： m⑰和し表わざれ~(

苓母｀ぶ3：●：＼，締沿：］冨霜口ど言言□¢し瓢ぴ
，：ゃ硲••••¢•！・ペ芯••、9逸とみゎ、1 kりので．狐釦れ澤純1詞喝‘¥叩＼認

鳴鱈⑰屈各劣訪力に依いら：：：：(}\-:r i広によわば＇

’‘:.`、\I、‘ヽ｀バ•:I゚ ［言竺］：t] ：三言t三□］、
し： ーである1J\`'繹叡＇ほ訂祐麟疇げうために凡守 l) コ
、．

•••• l) メー 7 ーをi翻したのでこ噂し心）賃 l l 。 l齊
-2. 0 +2 7..''屯1~1 べ｀ぎ二とほ吸収ぶ＇洞l)良L た恥認よだ函

心／s （、 36 の｝Iど） `p 13 I、好，力 1n ／芦て'『m (l)に訂レ
図 3葛砂I＼奸翼lレ疇陣鱈只'I[I,20 初切／S (-v 0、 3□/c,...._L) y_「ふ
う。 5ょら1：：：つ叶ても同様碍）定もお謬うい岬 I認｀’l譲 V- 2` 。巧1／砂えの試·半賃
ば島r ほ I1 牛／伽I'/>!/:;,て＂二れに樹当 1 叫犀の重砂11 0,72刃I応2..り広
凶ら因危口もy緑lこよ雑＆釦＇）も砲手による応へ°7 卜 1レの伽如うがJトマ\;\
:::.t_q:, i定）刊した試硝手（・す厖｝に切して 1-Z:"にf!iff;(fi-忽印し同匠、1 にTJ 7 之＼＼りも
りか）府効輝を系してし）シものに豆叫→。 Iii品疇［侃痣庫虚認、昨犀）
叩俎陶輯幻 L厨紐琵がもっとも大3 く，したがフく涼いい尿｝の
ヱネ ILギー I 諄］ 20k討 LTjぅ e t閲叫漑恥岨w滋冶厄l釦這， 1 包卜＇／ーセメ
ね｀／；認麟記 L Z l I る、二厄叩疇訓屯号紅l叩しんど｀TJし）訓試料
叩’'遣砂恥7J祥程を沢もかく評i阿ず｝揺托JJ’'あふ均20 k喜叩鱈心に
知／粉未訊冶であ 3 釦5m ら石ヽよ仏＂ ＄¢ら中で＇の約和2 し7..そぷ？オい()、 3タ
の形心ら～p,72mg/四仝 “9氏というf色いを知。TJ-｀あヽ釦ふ 0疇紐釦惰1)＇

` 
9，卯

1] 斗幽諷シー／
＼、

ふ:40

I、2

るし 1 幻訊這砂司程度の I忌み是をもっ
0,、,

l ヽ l りム原，うが｀J: 1Z"杓丘し7.. i)；ため
'l乃えられ乞；紅り疇砂麟＂ら 1-:::
むの節謬社を見恥 l-::1] 度に花紅
捩訂＇｀従免の音紅音にくら'\`’るとが rぶ）
大守し＼羅在をに応ょロニとと示
_, b笠してし）乞。 1叫砕もしく l1 多屠(/)<ヒ
直疇叡扉ぷ紐｀恥叫じ）

O P、s- 1. 0 //心／，，，た沼z.I?つあるp\‘｛戸ど譴紅麟い飼員

ょ！）］こ雰99ご万·I ↓:]誓喜言言ご：：J.;.T三
B甚， C如， S0い如心娑，辺（I店），原．iち舒、オ／直iiJ放栢げね珈，於；篇l~( 
I CJ 7 夕，／0). 3)、ぅ麟、遠漁，佐呪，如這砂卯ば年ふ，松：姉潟釘 ‘1 t、iD).
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3 A 11 メス／＼，、ヴァー令光玄 Iミよ 3 溶痰およが掛純速衰中の反応の研廃

頂ー報） 卜りスオキサラト録(lli)聰カリウムの
固祖苓ぶび溶茨℃‘m 知遺腿ヽ

｀大理） 0佐藤春坦・富氷礎
メスバウアー分先｀の画用できる対象 1な主こして固体の試科：：限られ考液試料を

直蒜測定する：：：こ I1 困難であるが，寿液屯凍結すれ 1まスペ勺卜 1しの測定が可昔足t -r;ふ
る。われわれは既に緒々の鉄鋒イ本の熱令解・充分解． T線分解など固相 I<- お 1うる反

応をメス／く＇ウアー令充法を用\\て追甜、＼そのしくみを研袋してきたが， メス／ゞり戸

分光ジ、によろ港液中の光化受反応の研令 11.ミれま℃‘知られて 1) な 1) 。本報では卜り

スオキサう卜鎌直）酪カリウ L、の溶液における光分解反応を凍緑落凍0 メス／＼｀り？ー

スペ勺卜 9し測定によリ柚内 l，印 T之囮粍l にあ、 l1 3 光分解反応との比較を行っ h 。
直

く実恥 K3(Fe (C凸）』 •3 出0 屯嘔化箕二鉄とシュウ酸力りウ L、を': 3 の
~,し比 I ミ 9K港液中t"混合 L] 力0熟し，冷奸後生ボ L 在茨靱：を 3 回両栢品 L た。凍結

痔表直諜！ 1-::. ＼な濃縮咋豆‘ら合式したものを使田した。すなわち新たに調製 l R過

剌(J) s'1 F豆 03.'}'\ 出 0 1てシュウ酸および‘シュウ議カリウ L、各 0.1 M を含む惹液た加

え呵磯口過 l, ヽ｛匹東を使用し在。比較のため匹，）い砂が→＜2 ［Fさ(C.“伍）2..
叫0)2.]を TemperIeッらのか玄＇） 1：：ょ I) 合謀 L 在。た照貨のた湧1-:: は品圧水舘灯（
300~ も 00'!'\.'WI.)および殺面‘t] (25%m) を困りた。涛淡 0 充熙紅：： ll 度さ 5mn
の石英セ 1しを用 I) た。 メ7-.. Jゞ‘ウアースペ勺卜 1しの測定に ll 日立 A A -40 翌本ヽょ V‘
息津 ME C:. - 1 世メ7-- l<‘ 勺了一-,._ぺ勺トロメー勺ーを使田し瓦凍極溶凍II) 7,~ '7 

ト Iし嗅誼 l-:::II 主 Iミ径： 3 '2.箪m のア 7 1) 1し駿容器を 1亜困し， ドライ了ィス1::.手に 1百液体

宦素 I羨 l 1.冷却 L h. 4、 1し勺`-J:: I：：試料を加え℃急速 l'?. 凍鎚を行っ h. i h.試料を
ロ紐 l戸 IT て莱I体窒集中 I'- 入れ凍綽する方法も行った。

＜令も果℃考噸〉 I) 固倅 Iこおける光分解 卜りスオキサう卜敏 lIl1) 誠力り~ l、

の固体にあ、 I1 3 スペ勺トルほl 1 o.)は緩知現象によ 3 綿為の広 1、単一t:.゜ー勺であ 3 。

3 0 分毎 l遺袢 L 鈴西叡｀ 300 分虎叩拉行った生瞑物のメス l\‘ 占？ースペ 1 ト

Iしぼ） 1 b) l'J-コ＞ビュー勺ー解析 l1 より三祠猿の成分の存社が｀碓定され 3 。 すなわ

ち出登物簸の K3 l F~ m応 0q)3]•3 出o l A), 先分解生氏‘物の収切ロ―屈［出（(,_O<+)i 
（出0)2] (B) および‘そ叶綬化物の K[_Felll. （豆 0<+)2. ll-\辺）』に）こ考えられふ
輝9讚長叩訥ぼ中 1辺放置 l 1.がら麟す 3 t B のに°- 71店酌式＼ A ， C り lミ
m 。よっt <:..の山以ふ打註這の生ii\‘i勿がを直1tされE もの℃送文られうが，
これ ll 空角中 1ておけ 3 T緯碍＇）び隣噸果て‘も 3 。固体て‘`l] 知町』の履、い1 中
這化が進もが‘)不ぅ含＼屯気 4本中で這鱈てお I> 1.も定号的↑3 輝 l這凌 l：：比し l 困
骰てある。

n) 菊支Iコ～おける光令袢 K3 [Fe瓦（ら0心］ の和如セを凍緑し E もののスヘ万
卜 lし l 回 1(_)1恥固佐のスペ勺卜 lし国 1 CI.)℃比較して様温も広くローし ‘-‘7 曲綿
こ嬰均 3 ヒ'- 7印tた示す。 これ 1すI< 3 LFe11!（し廷）出 1 の凍和紅麟中 1"2否 1-r~令胎
1T；甑が平均一て‘‘tJ I ）こtを示し1_ I l j。 これを畠厄l<-i恥T t"照的 L 在ものが｀図 1 の
さ℃う 1〗 3 古‘・℃み芍がた 1了し
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cl. ~ ｧ ℃‘あ百。ふ n釦疇

e_ l'J. '). 0 訪， ｧ l3 1 2 0 ネ穴｀‘，

底より半定蔓的しミtl 'Le_れ冷‘わ 3 0'。,

四 Io o ro 分解して\) ~ c..老えられふ

麟疇虹先の強さ）試疇応違
襄1-J℃｀直いい，臼疇ぁ、戸‘生ご

゜辱の七°ーク滋食の病量線を予め来めてこ 12.8 --/.`~  . ._,.ヤ.•~. ··ゞ—一ー·-..,_—一‘’l
1 2.3 C..、.,,.,.,•一

否 17 lずより定詈的な経冥ザ‘得られる。 一へ．—．"•. J_,,,... 
豆1.お 1する充分賭生戎抑頃］ 1 -:I-） l3 c 65.8 --~ a;. I --, ... ,/J. 

:I-I::e:t:`::::[_:e:工:1C]し斧tJ;:]][:、ロ・ロ
誤 l かわり 1訊バ瑾す 3:::. ℃t‘瓶明℃＇

き；。

2.) 溶液の充燕約1念（固 1 ふ） 5 分を毎て

凍媒す 3 均さら 1て Fe Cュ Oci-の生政｀灼

＂られ） これて 2 8 放温するとを気談
化されて／ k LFe直（伍 O q.)'2. (1-b. Oh] の (~ l) K3 [~、`` ]、 3出0 おいが‘
造幻輝しr'ものこ固揖o rへ゜ケトル 輝的紐‘窃のメ 7、 Iヽ‘‘占？ーたへ°勺卜 1 レ

を示す．よぅ芍紅直 l3 [ F之コ心 04)2· °'·雑藷1 碩玲 b. 輝炉這荏
叩）21::i.-l.‘、あ 3 ℃天文られ 3 。決分限住 C．這的這浚 d-.？玲輝船l応磨哭
豆を屯恥ー知［土2凶）2 （ Hュ O)』 e. 20衿杞釦しT迂港衰1. 1 '2 0 含ヶ汽翌、的 LT辺紅
戸比較す~ t.,充分解生成物のメ7-.. /\｀ウ 9. ：鱈這応浅虹 叩 IJ給録菟季）

了ーバラメー勺ー l°J.凶傾ほ疇 I) 伯t示す。

3) 彗即 l t-z.港衰を一<.2. I 0c  1,｀｀凍経蝦遥するこ，ら如釦疇合物のス
ペ 7 卜 1しが得られる。項綿造液中にぷ I) て 11-出ー [F] (C20心叫o):i. l バ‘‘あう
が，軟燥中 1文穂的 l改拒吋、"thoり口鋒体へと要直化が進もも0) ℃思われる。
4) 芦り麟年紀疇啜を長唄間 1-:: ゎいい疇、するとい叩。錫体が得ら
れ 3 が，紅 I<- 固量のエ勺）ー／した加え急速 l";: ぅ児展足を住汰‘さでる℃出鐸/14=が主 I~
得られう。これより港液中 (.,‘‘Iすむ白ー [Fe'lI. （心 0 ャ） 2叫0)1 J公 と角えられる。
以上より 応[Fe 1ll:心 0山］ • 3 出 0 の虎分解 l3 固佐ずい知凶- ¥<:i. [ \=-{c:立
l C.. 2 Oq)2 (Hュ o)2] が得られ，事茨中で‘I〗如ー [Fe1 心 0心叫0)2 12一が得ら
れ 3 ℃祖定さ豆．凍紅該汲汎直 1-:. ょ 1) か愚的岱充反応心諒が可嵌℃‘みリ，ま
た生応配渇譴中の呑在状慇 I違月する知見も得られるこ℃が‘わかっ冗

＜女甑‘) 1) A 、 A. Te~ perle~ ei..v.ol D. W. 
J. lhor~. 

2 、 5 訪）

ピ- 7 強

?o 

6.6 

6.4 

7.1 

6.9 

35,1 

34,6 

～＾＾．：冷．ーぷ． ・・・ぶ·'9.-.—ゃ．：ダ恐：：ふ．
a ゞ＆．‘·-..,.::‘•一9" • 

•ヽ ．ヽ・
ヽ己".,. 

,,.. "...•. 
ー·.,,... o.よ心· 9 ..... 'ぷ．． ．．るふ・／が・：

．．．ン．．ゞ．―.,.ざ··
b..,.,... ：．．．．い．......, . • _.ヽ．．一o.,.’• •• .... 

言ダ..... ：・··-··--..... Y,,,,, •'•.y.`•'・ダ．ヽ 、・・・ダ.,,..,....｀？丸·:9-.
•. i·‘... 
'•,.- ｷ-
ｷ;,/ 

-3 -2 -1 ゜
2
 
3
 
mm/sec 

PVW1pli1'1 

N ¥Ad, C he m, 9 31 
ー，
2'lII U 9 bCf) 
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3 A 12 メズ／心クアーケ光;去(/)考古学への広．用（ナ／殺）
（虔大理） o l,1' fl ·'r'r田；伯iffl雄・芹本和杖
（国立文化財店） ；ェ床表邦・馬刹ス犬

メス／＼．、ウアー勃稟の社神l i‘そみ元差i‘は莉t fJ化学1墳へtJ/ケ布が｀メスバ｀ウアー
ス八゜ 7 トルの吸収と(I-7 の 1沢翌町曲積IJ‘；稚走 2 れるのi｀． 即珀｀材n1濯和1 fd 
雌釘斤の手応して広ぃ広枡託釦漬碕 1 れる。 団餅9‘ ら少土すみ芳古和1試
託濯ゃスぇ｀を含むそのが＃〈、 メズ／＼＼クアーズベ 7,..,V の禅l走 K よ 1 て状蒻ケ祈
とともに燦戎ゃ音他fJ £‘で 1該すみ手が、力‘リが得 5 れみ可能 Il屯がわる．1) が‘n 褐
輝 lこク 11 "(/1れ‘麿笏外｛匹が行われ/) 1 あるが，2) い1かれ l4, :t恥{~が
従げ秀 □1 てリfJ u 孔， 1l 剣fJ ｣'(/) 57Fe メスバ、ウアーズ A゜ 7 I-ルt l1 し●＼めて硬l 走
し，知府在ぼ蒻をしらべた．3) ;.f殺t―‘n ．その手釦箪昂を虹‘にメズ，i｀ウアー
鐸和｀ぶのよう rJ矛多者上tfJ I暉の解8月に広問 1•` 3 るがを 1匝t1 L た。
乍妬うラ去 z てi‘洸l 走し h 矛名労91試糾1 i'f_ 11 3 稽’n カテゴ、リー（こケ脊じり。

1) 土藩‘一群馬阜三原田直絣虹n 禾燒成紅 d｀賤成1 .:t忍＇試料 3 点/ t)孔ー百点
阜か質成1＃出土の平礼 3 も同県加姜舒的砂 n 7 ヶ所の食躇群が虹り元
印¢｀九死ぇo足 (3 b‘K 現代瓦（存t)ガJ 6‘ 吊砂卓料， 3) 刀剣ー1紅昂
”町這 I] 鏡出 l) 名哨副嘉品ピして出土した 11 I)サビ｀． z れ 5 のメズ／i｀ウアー
ズ＾°ク1--ル (1, 1f.1 1~300呵パ諒岬手t輝1和して含釦麟知よみ禎l走
t行 1 た。 q専；れ石ス A゜ 1 トル n 翡祈l1 それそ‘}i n ヒ°- 7 の形れk をワーレク｀y形
ビして，その翡努紺釦ょ'/ ~屈瑶 11 curve fittin，を 1わた。
経昂幻 6考祭 メズ／i｀ウアーク如玄のた屑 l'- J 1 て 9 3 1‘‘3 fJ秀名名的{:重要fJ

惰紐が得られみをのピ男われんが｀、芹籾i lす上ftの季i‘/)実勇皇誌昂t通し‘‘t樟 1 fJ 
広釦可韮距和笈し，ケ伐の系統的fJ研柔 n 方向が11c 多式れたし｀o
l ）土届のズ＾・グト l[Iピ加熟 l心知． 賤放‘万ょ 6沫賤釦恥ス＾。クト lレ
（国f a,b) {4，幻韮噸（I[） 4 わ (Fど）ど鉗(1ll) イオン（紅）に Ila 31(!} 
doublets どみ紅叩私を示す稼（皿）イオン (Fe1+(M)) I"- りわれみが｀ノ釘鉄
に対すみ Feス十の 9及収面積比 L1 賤欣＇ 1-:. iクて 1欲‘!Tして力、／） ／湧笈ita1 n 媛仇‘怜iわ｀‘
i? 1 i:t. Z 't.を懇わせみ。 z I)ネ競放＼土忍＇：を知古氣炉f‘1IO 格し，If.oo, t籾
g20,1000 ゜ C ll スペ 1 トルどう““と （図 IC n 3 7.. 0 ゜c o tの），1JO 秘［：が）
Fe丸n v/)..4瑾渭i比t-1成炉fる 4消印を示し、上の 1該t稟付11 み。 名腹吋(-:.
和られた z~ よう1J條成（1J0 秘）：』か Fe1＋吸収面積比 U心l4ゑt問いも未
匂和n t差放翡度が1該臼み可能はがbんが、そ AP号に l1 一旦 K紐’訊紅沿
が¥年月,., I夙化五｀i‘考げる緑碕亥化の影嘗t免危する必要があろう。 1 た、 Fe~(M)
~ II屈袖積叱 11 I 000゜C ~オ並 lこ 9[} 条訂ろビや＞噌ガ(I 1 るが， z れ l1 賤成｀によみ
莉和惰丈/-::Jリ super paramag neti srn ~効昂が浅パるためど免ぇみれみ。
2) 兎のズ A° 7 }--JV, 日心山窒踪の古代孔 l1 J d じ釦試＇料臼，も沼翔
が目色→庁．望色の祖化 l< Jらに呑色が加れ 1 てい＜者曾91 るが， z れ l1 主どし

•` 

とみfJかたけし・た 1,ffてい］すガ・ 3 L もとがすえ、えもとよしみち• 3 ぶ｀ろひさお
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て製造和わ萎 l’しよんそti)ど男れれみ。メ
が｀ウアーズI\゜クトルは Fe2+, Fe3り (3 が
研(M) f名あそのそわみが，乙水 5 灰ケ
n 9A収面積比(: !1 釘月I'./酎連した者化の
4t釉がみとがれた。 力哨琳｀辞のが代礼
と日，，出山空絆のその 1ヽ｀ lす、セ謂 9沖水石も
の (1 ズ A° 7 トルも判糾柑がズう＜／ メズ／i＇
ゥァーズ A゜ 7 J-Iレ｛’:,F PJ庄角他同足の可能
釦核9れる手が｀ 9‘リt h 石えた。 19バ
知スヘ゜7 トルて'`l1, F討n 叡ク面積ヒとが’
紅 70% I,..• 達し，原柑粘土 (Fe3十がり 0% 7_: 

心）ど炉‘て逗社ガ昂fJ：著 L いが， zれで
雌4訊 (1 が｀カワラ）の製注和牛tよく 亙g
一致 L てt/lみ。 1 たとの知，レ｀ぱ‘中て'’ C 

卵曲湛してもfel+ (1 乞：：界,~ ~,.妍 1
みが， z水 11 I~知秘履歴（たとえ l1‘1k 梃）
t 1註~“手か｀がリt h たえみて‘｀初みク。

3) !1バビ｀．禾棺内パ畠’1 崩品バ］が↑
ビ‘di X Aー 7 トル（即） 91、喘釦幻 Fe 升
と砧気糾1ク裟を示 1 Fe 叶（M) （水紅化欽）
l：：付＃われみ。 1司直甜和 1 U て以師］
祈 I:I み系曲“印｀ Iづ紫級叙”',ンiけ

`、 4)一含t n 府わかみとめりれf1 か， メスバ｀ウア—
ズ A゜クトルi`l1 Fe心様出 11 lil難i｀ゎ，
た。

z I) J'う（＜メス li｀ウアーク光戎しよ 1 て
舷広．角地．熱履歴 r丘芳古ダ01|」重専 rJ
9暉靖；；れる 1能 111がわるが｀，非狛朽
釦り見他 61 ~ lが紐釦あわせて肴狂し
和Jt、バ稔』を退n み z どが咽 1 L い。

ー文 献
1) 畜永，現代化学 No.46, 3Z (1975). 

2) D.R. Cousins, K.G. Dhar-mawardena, 
Nature ill、 732 (1969) ほか

3) T. Tominaga, /¥1. Takeda, Y. EmotoJ 
/-1.Mabuchi, • Submitted to Radioｭ
chem. Radioanal. Lett. 

4) 江本， 1ヒ労赦肴廷, 403 (197Z). 

, 
。

s

5

 

ー
m
 
m
 

y
 
T
 c
o
 

。L
 
E
 

> 

5
 

。ー-
,
'
、
’

b) 

s
a
e
 

c
 
Ù 
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団1..:t居のメス／i｀ウアーズ＾°クトル
a) 燎釦番 b) 和紐｀土思
C) 未競-,A'::t塔＇'£ f2 0゜C に加熱
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囮 Z. 1]のサピ｀ll)メズ／i＇ウアーズ /\0クトル
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